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     序章


    



    《玄げん室しつ》。


    　それはかつて、世界から奇跡を簒さん奪だつした男の眠る場所。


    　神や悪魔や精霊、そういった《高次存在ヴイナー》が棲すむ異界を《天牢ウオルフ＝ライエ》という壁で隔絶し、理ことわりを覆くつがえす魔なる術──魔術を過去の遺物に変えた魔術師が〝停止〟している空間。


    　半径二十メートルほどの広間の中央にある、黒い半球状の小さなドームがその外観。簒奪者たる魔術師、ヒース＝ストーリングは、そこで時間と共に凍りついている。


    　本来ならば彼は時間凍結を解とかれ、あの黒いドームは消え去っていただろう。彼は千年という長き時を超え、この時代に現れていただろう。


    　だが、そうはならなかった。僕が彼の筋書きストーリーを阻はばんだからだ。


    　大切な人たちを失わないために、取り戻すために、抗あらがったからだ。


    　彼の意思を代行していた人形は、《玄室》の傍そばに倒れている。


    　代わって広間はスーラが操る人形ドールに埋め尽くされていた。その数、およそ百体。


    　人形たちはウルトさんとスーラを幾重にも円状に取り巻いている。


    　僕はその様子を広間の端に立って眺めていた。


    　出陣の時は──近い。


    　間もなく、僕らは戦いに赴おもむく。アリッサたちを救い出すために。


    　由ゆ衣いと喧けん嘩かし、二人で一つの《魔狼フエンリル》として戦うと誓い合ってから、ほとんど時間は経っていない。ウルトさんの魔術で傷は癒いやしてもらったが体力までは戻らず、軽い眩暈めまいが断続的に襲ってくる。


    　だが、休んでいる時間はなかった。《方はこ舟ぶね》の解凍が停止したせいで、僕らがいる《箱庭ガーデン》の内部は、外界に比べて時流の遅い空間になっている。もたもたしていれば、何もかもが手遅れになってしまう恐れがあった。


    『お兄にいちゃん、大丈夫だよ。あたしたちなら──大丈夫。きっと全部、取り戻せる』


    　胸の内側から由衣の声。


    　──ああ、そうだな。


    　僕は右腕の手首に嵌はまった銀色の腕輪を撫なでて、心の中で由衣に答えた。ここには由衣がいる。《魔狼フエンリル》を御する、《魔銀の鎖グレイプニル》の力を持った僕の妹が。


    「啓けい介すけくん……」


    　そして隣にも僕を支えてくれる人がいた。僕の左手にそっと絡められる柔らかな指。


    　肩までの艶つややかな黒髪を揺らし、透けるような白い肌の少女は前を向いたまま言葉を続ける。


    「私、守るから。今は啓介くんの方が強いかもしれないけど、それでも啓介くんを守るから」


    「──分かった」


    　僕も視線を広間に向けたまま頷うなずいた。


    　彼女──友とも月づき未み由ゆは、僕のクラスメイト。戦いを共にした仲間。僕が最初に〝近づきたい〟と思った人。そして今は……。


    　頭の中で考えてみたが、上う手まく言葉にできない。ただ、手と手が触れ合うことが当たり前に思える──自然な距離に感じる。未み由ゆは僕にとってそういう女の子だった。


    　だから僕も守る。


    　これから向かう先には未由の仇きゆう敵てきである八や朔さく連れん大だいもいる。未由は木の巨人と化した連大にボロボロにされた。もう同じことは繰り返させない。未由を手の届かない場所に連れていかせはしない。


    　胸の奥に決意を刻み、僕は広間で行われている儀式に意識を戻した。


    「願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連つらなり。遠き宙そら駆ける星の竜」


    　人形たちの輪の中心で、ウルトさんが朗々と《姿の言葉シヤープワーズ》を紡つむぎ始める。ウルトさんの頭上に浮かぶスーラの体がぼうっと淡い金色の光を帯びた。それに呼応するようにして、人形たちの全身に刻まれた幾き何か学がく模様も輝き始める。


    「たゆたい、泳ぎ、止とどまることを忘れし、永と久わに巡り巡る者」


    　スーラと人形たちから漏れだした光は糸の形となって絡み合い、複雑な図形を描き始める。それは恐らくウルトさんたちがそれぞれを《道パス》で繋つなぎ、これから発動される魔術に最適な回路を構築している過程。


    「輪転せし命。回り続け、向かうのは、星々の果て」


    　正しい形を模索するように、図式は形を変えていく。混こん沌とんとした模様が、秩序をもった図形へ収しゆう束そくする。魔方陣という言葉が頭の中に浮かんだ。


    「等しき終わりを導き、等しき始まりを告げ、光へ至る！」


    　ウルトさんの声が高く、大きくなる。


    　紡がれた《姿の言葉シヤープワーズ》はここまでで四節。高位魔術を発動するなら、次で《起動言語トリガー》を唱えればいい。だが、詠えい唱しようはまだ終わりではない。


    　ウルトさんが使おうとしている魔術に必要な《姿の言葉シヤープワーズ》は五節。つまり最高位の魔術である《召喚サモン》に必要な節数だった。


    　これから行われるのは、最大規模での《流ながれし星ほし竜りゆう》の召しよう喚かん。エノクとの戦いで使ったのは媒介であるウルトさんが無事でいられる範囲での召喚だったらしい。本来、召喚は術者の意思で制御できるものではないが、スーラは《流れし星竜》の端末だ。力をコントロールするのも、魔術を解除することも、彼女には可能だった。


    　そして今度は、スーラの手足ともいえる人形たちを補助媒介として利用し、前回以上の規模で《流れし星竜》を具現させようとしている。


    　五節目の《姿の言葉シヤープワーズ》をウルトさんが唱える。


    「与えしは澱よどみの場。風を、暴流をもって、停滞を崩せ!!」


    　魔方陣が強く輝く。広間全体が金色に染まった。


    　回路が完成したことを悟る。最後に告げられるのは顕現させる《高次存在ヴイナー》の《真の名シアー》。常識を打ち砕く非現実を撃ち放つための《起動言語トリガー》。


    「流れし星竜レヴアテイーン＝ミルキーウエイ!!」


    　ウルトさんが叫ぶと同時に、スーラを中心にして爆発的に光が膨ふくらんだ。目を細めて見守るが、眩まぶしすぎて何も分からない。


    「ルォォォォオォォオォオォォォォ!!」


    　咆ほう哮こうが聞こえた。


    　同時に一瞬の浮遊感。床が急に抜けたかのような感覚に驚くが、下を見るとちゃんと地面はある。


    　いや──先ほどまで立っていたのは、こんな青い床だったか？


    「啓けい介すけくん！」


    　手を繋つないでいた未み由ゆは上を示す。そこには天井がなかった。蒼そう空くうが広がっていた。


    　周囲を見回す。僕らが立っているのは起伏のある青い地面。地平の先には雲を切り裂く白い翼。視線を巡らせると揺れる太い尻尾しつぽ、その反対側に金色の角を生やした巨大な生き物の頭部が見えた。


    「──物質化する直前に方はこ舟ぶねの外へ転移したんだよ。あの広間にはとても収まりきらない大きさだったからね」


    　幼い声が背後から聞こえて振り返る。先ほどまで誰もいなかったはずの場所に半透明の少女が浮いていた。アリッサとそっくりな顔立ち、幾き何か学がく模様の描かれた法衣ヴエール──《流ながれし星ほし竜りゆう》の端末であるスーラだ。


    「転移って……じゃあここはまさか──」


    「うん、《流れし星竜》の……っていうかスーラの背中だよ」


    　スーラはあっさりと答える。


    　名な残ごりを惜しむ暇もなく、僕らは《方舟》を飛び出してしまったようだ。


    　僕が約一週間を過ごした小さな島は、もう遠い。《方舟》での日々は終わりを告げた。


    　長いようで短かった。体感的にも、事実としても。


    　外界ではまだ一時間程度しか経過していないのだから。


    　いや、短くはないか……あれから──アリッサを残して脱出してから、一時間〝も〟経ってしまったのだ。


    　アリッサ──無事でいてくれ。絶対に、助けるから。


    　僕は右手を握り締め、これからすべきことを自分の中に刻み込んだ。
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    　青と白。真昼の空を占める色。


    　青は空の色。海よりもずっと深い、触れることすらできぬ蒼あお。


    　白は雲の色。風に流され形を変え、止とどまることなき純白。


    　昼とはそういう世界。夕暮れの赤も、夜の群ぐん青じようも、まだ遠い。


    　だが──その街の空はありえない色に侵されていた。


    　輝く緑と暗く沈んだ茶色。


    　緑は葉の色。空の頂から生はえる逆さまの大樹が茂らせた光る深緑。


    　茶は根の色。ひび割れのように天球を覆おおう、大樹の色。


    　大樹の根は次第に太くなり、本数を増やし、青と白を追いやっていく。本来の空を暗い茶色で塗り潰つぶしていく。太陽の光も遮さえぎられ、代わりに輝く緑の葉が街を照らし始める。


    　そこはもう、昼と呼ばれた当たり前の世界ではない。ルールが侵され、常識が壊された空間。別の法則によって支配される異界。


    　そして侵略された空の下で、言葉を交わす少年と少女がいた。


    　少年は縁取りの入った白い修道服を纏まとい、瓦が礫れきが散乱する校舎の屋上に立って少女を見上げている。


    　少女は金色の葉を付けた木の幹に捕らわれ、二メートルほどの高さから少年を見下ろしている。


    　両者とも金髪碧へき眼がん。だが瞳ひとみに宿った光は異なる。


    　少年が暗い輝きを瞳に宿しているのに対して、少女の目には覇は気きに満ちた強い光があった。


    「──英雄は泣かない、か」


    　少女の眼まな差ざしを受け止めて、少年が呟つぶやく。


    「ええ、めそめそするのはもう終わり。エノク＝ケテル──あたしはあんたに屈しない」


    　少年──エノクは理解できないといった様子で首を振った。


    「……抗あらがって何になる？　アリッサ、キミは自由を奪われた何もできないお姫様。救い出してくれる騎士もいない。キミもそれが分かっているからこそ、絶望していたんだろう？」


    　エノクの言葉に少女──アリッサは苦笑いを浮かべる。


    「そうね、確かに誰も助けてはくれないでしょう。捕らわれのお姫様なら諦あきらめるしかないかもね。だけど生あい憎にくあたしはそんな柄じゃないの。状況が好転するのを待つだけのお姫様じゃない。自分の力で活路を切り開く……ケースケが望むのはきっとそんな〝あたし〟だから！」


    「やめてくれ、アリッサ」


    　エノクの声に冷たく、鋭いものが混じる。アリッサはまるで目の前に刃物を突きつけられたかのような表情で口を噤つぐんだ。


    「オレは、キミと長くつきあっていくつもりなんだ。だからそんなことを言わないでくれ。このままだと、キミの存在も許せなくなってしまいそうだ」


    「……器が小さいんじゃない？」


    　強こわ張ばった唇くちびるを無理やり動かしてアリッサが軽口を叩たたく。


    「悪いね、オレにはどうしても許容できない人間が二種類いるのさ。一つは啓けい介すけのような英雄。そしてもう一つが〝絶望しない人間〟だ」


    「なら、あたしたちは友達になれないわね」


    「そうでもないさ。キミはきっと絶望できる。いや……オレが絶望させてみせる」


    　エノクの宣言にアリッサは一瞬、怯おびえを見せる。だがそれを吹き飛ばすように頭を振り、エノクを睨にらみつけた。


    「──あんたも暇ひま人じんね。あたしなんかに構ってないで、さっさと目的を果たせばいいのに」


    　揶や揄ゆするような口調。だが逃げ腰の台詞せりふ。アリッサは己おのれが口にした言葉に気付き、悔しげに奥歯を噛かみ締めた。エノクはそれを見てにやりと笑う。


    「残念だが、オレに〝本来の目的〟を思い出させて、身の安全を図ろうとしても無駄だよ。何な故ぜなら、キミこそがオレの目的を果たすために必要な最後のピースなんだから」


    「あたし、が？」


    　アリッサは驚き、エノクへ問い返す。


    「空を見ろ」


    　天を指差すエノク。アリッサが視線を上空に向ける。


    　空は木の根に覆おおい尽くされようとしていた。天頂から生える逆さまの大樹の光が、闇やみに沈みゆく街を不気味な緑色に染めている。


    「あれは《形成界イエソド》の具現たる《楽園の守護者ガブリエル》。だがまだ、半分幻。完全に実体を得てはいない。この世界に根を下ろしていないんだ。オレと連れん大だい、そして鈴りん。全ての因子が目覚めたというのに、どうしてだと思う？」


    「あんたがリンを……そいつに喰わせたからじゃないの？」


    　声を軋きしませ、アリッサがエノクの後ろに控える巨人を睨む。


    　彼はずっと、そこにいた。無言で、微動だにせず、校舎の屋上に空いた大穴の傍そばに立っていた。木が無理やり人の姿を真ま似ねたかのような姿。頭と体は緑色で、四し肢しは茶色。全身の質感は木の表皮そのもの。アリッサの視線を受けても、何の反応も見せない。


    「喰ったんじゃない。取り込んだだけだ。鈴の因子は連大に同化している。それなのに未いまだ異界が具現を果たしていないのは、繋つながりが足りないからだ」


    　エノクは巨人を横目で眺めながら言う。


    「……繋がり？」


    「この世界との繋がりさ。結局のところ《楽園の守護者ガブリエル》は異物なんだよ。本来存在し得ないものだ。だから元々この世界にあるものと繋がらなければ、存在を確定できない。その基点となるのがオレたちだが……それでも足りない。異界が具現するには〝世界〟と結びつく必要がある」


    「世界……まさか──」


    　アリッサは何かに気付いたような顔で、自分を捕らえている木を見た。


    「そう、キミが想像したとおりだよ。キミの中に眠る《天使王ミトロン》はこの世界《物質界マルクト》の写し身。その力を吸い上げ、成長しているキミの樹が天の逆樹と結びついたとき……異界は真に具現し、オレとキミは《楽園の守護者ガブリエル》の意思となるだろう」


    　エノクの言葉を聞き、アリッサは息を呑のむ。


    「……この、木が？　だけど──天に届くには程遠い大きさよ？」


    　アリッサの言うとおり、金色の木はせいぜい四、五メートルほどの高さしかない。


    「ああ、それが問題なんだ。それこそが〝キミが絶望しなければならない〟理由だ」


    「変な言い回しね。あんたがあたしを絶望させたいんじゃないの？」


    「ああ、そうだ。だがこれからオレの言葉を聞けば思うはずだ。絶望したいと。絶望しなければならないと。キミならそう考える」


    「何を……」


    　表情を険しくするアリッサ。聞くべきでない台詞せりふをエノクは口に出そうとしている。それに気づいたのだろう。だが両腕は木に拘こう束そくされているため、耳を塞ふさぐこともできない。


    「キミの精神と肉体は、見事なまでに《天使王ミトロン》を封じている。それでも先ほどまではキミが絶望し、心が弱っていたため、少しずつだが力を汲くみ上げることができた。やがて完全に心は決壊し、この木は天上に届くはずだった……だがキミは立ち直ってしまった」


    「要するに──今のあたしからは力を吸い取れないの？　これ以上、この木は成長しないってこと？」


    「そのとおり」


    　頷うなずくエノクを見て、アリッサの顔に笑みが浮かぶ。自分の反抗が意味あるものだと知ったからだろう。だがエノクはとても残念そうに、首を振った。


    「そう、このままでは《天使王ミトロン》の木の成長は見込めない。だから仕方ない……予備を使うしかない。この街の人間全てを犠牲にするしかないね」


    「……え？」


    　一瞬でアリッサの口元から笑みが消える。


    「アリッサ、世界を定義しているものが何か知っているかい？　それはね〝人間〟さ」


    「人間？」


    「ああ、人間こそが世界の在り様を定めている。だから街の人間全てを束ねれば、この限定空間においてキミに匹敵する世界樹となりえる。幸い、鈴りんが大半の住人を木に変えてくれた。それほど手間はかからない。まあ世界樹の一部になった人々は自意識を失い、二度と人間に戻ることはできなくなるけどね」


    「なっ、ふざけないで！　リンは……あの子は、そんなことのために人を木に変えたんじゃないの！　やり方は間違っていたけど、あの子なりに全ての人を幸せにしようとしたのよ!!」


    「分かってるさ。オレも鈴りんの意思は尊重したい。できれば無駄な犠牲は出したくない。だから──どうすればいいか理解してくれたよな、アリッサ」


    「っ……！」


    「キミならたった一人で同じことができる。自我を失うこともない。ほら、キミが英雄だというなら道は一つしかない。人々を救うために、キミは絶望するしかないんだよ」


    「……あたし、は──」


    　強い意思の光が灯っていた瞳ひとみが揺れる。エノクはその反応に満足して唇くちびるを歪ゆがめたが、アリッサが目を見開いたのに気付き、訝いぶかしんだ。何な故ぜならそれは懊おう悩のうではなく、驚きよう愕がくの表情に思えたから。


    　ブワッ！


    　大気が揺れる、空気が流れる。大きな質量を持つ存在が動いたことによって。


    「──っ!?」


    　振り向くエノク。巨大な掌てのひらが、暴風のように迫っていた。


    　エノクを押し包み、覆おおい隠す五本の指。逃げる間もなく、エノクは掌しよう中ちゆうに捕らわれる。


    　エノクの身長とほぼ同じ大きさの掌は、完全にエノクの身動きを封じて、その全身を締め上げた。


    「ぐっ……どういう、つもりだい──連れん大だい？」


    　顔を顰しかめながら、エノクは己おのれを握り潰つぶそうとしている者に視線を向けた。


    　それはずっと沈黙を保っていた木の巨人──八や朔さく連大。まるで本当の樹木のように全く動くことのなかった連大が、ギシギシと植物化した全身を軋きしませてエノクを掴つかみ上げていた。


    「セカイジュで……ソラのキとツナがる……それがカミになるホウホウか」


    　聞き取りづらい掠かすれた声で、巨人が呟つぶやく。


    「いつ……正気に返った？　友とも月づき未み由ゆと対面したときから、か？」


    「ショウキなど、サイショからモってはいない。ワタシはキョウキのナカをイきてきた。ウまれたトキからずっと──」


    「初めから壊れているから……壊れない、か……キミの絶望を、甘く見ていたかな……」


    「ゴタクはいい」


    　巨人はエノクを高々と持ち上げる。天に捧げる供く物もつのように。


    　空が、とうとう完全に木の根で覆われた。真昼の陽光は遮さえぎられ、暗い夜が訪れる。


    　確固たる意思を持ち、校舎の屋上に堂々と君臨する巨人の姿は、彼が持つ欠かけ片らの名《夜界の支配者スラオシヤ》を体現していた。


    　夜の支配者に相応ふさわしい尊大な声で、巨人はその手に捕らえた小さき者に告げる。


    「クラウドのトウシュよ。カミになるのはワタシだ。そうしなければ、シハイできないものがあるのだ。だから、ユズらぬ。ダレにもワタさぬっ!!」


    　巨人の咆ほう哮こうは仮かり初そめの夜を震わせ、同時に街中の──かつて人だった樹木たちが一斉にざわめいた。


    　それはまるで彼を讃たたえる拍手のよう。


    　暴ぼう虐ぎやくなる巨きよ臣しんは今、夜を支配する王となった──。
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     第一章　奔る星竜、轟く夜界


    



    
      １

    


    



    　太陽が眩まぶしい。


    　雲一つない蒼そう空くうが頭上に広がっている。雲がない理由は単純だ。僕らを乗せる《流ながれし星ほし竜りゆう》が雲の上を飛行しているから。


    　広い、広い、星竜の背中──雲海に浮かぶ青い空中庭園を僕は見渡す。


    　でかい。本当に、大きい。そんな単純な言葉でしか表現できないスケール。


    　美み傘かさ市で具現したときはせいぜい二十メートルほどだった。その数倍ではすまない。頭頂部から尻尾しつぽの先までは、二百メートル以上あるかもしれない。まるで空を泳ぐ島だ。


    「あれ……？　今、かなりの高度を飛んでるんだよな？　それにしては風もないけど……」


    　疑問を感じてスーラに訊たずねる。


    「当然だよ。ここはあらゆる流る転てんを司つかさどる《流れし星竜》の上。大気を制御するのも簡単。本当なら風だけじゃなく、普通に呼吸をすることもできない高さなんだから」


    「そうか、じゃあもう美傘市までひとっ飛びなんだな」


    「転移すれば一瞬だよ。でもあえて普通に飛んでいくつもり。方はこ舟ぶねの外に出たから時間には多少余裕ができたの。だから街に着くまでの間にこれからのことを説明しておくよ」


    　スーラは真剣な表情で僕と未み由ゆを見る。とても重要なことなのだろう。


    「分かった、聞かせてくれ」


    　僕は気を引き締めて答え、未由も頷うなずいた。


    「えっとね、まずこれからやるべきことは、あなたたちの街を異界に変えた元凶──《楽園の守護者ガブリエル》の欠かけ片らの排除だよ。欠片というのはエノク＝ケテル、ヤサクレンダイ、そしてリンという子が有していた三つの天使因子のこと。異界が完全に具現する前に、それを何としても破壊する」


    　どうしても確認しておきたいことがあり、僕はスーラに訊ねる。


    「鈴りんちゃんは連大に飲み込まれた……でも、僕は連大ごと鈴ちゃんを傷つけるつもりはない。彼女も救い出す。その方法はあるのか？」


    「うーん……確か、リンって子は羽根の形で天使因子を持っていたよね？」


    　スーラの問いに僕は「ああ」と答える。鈴ちゃんは緑色の光る羽根を紐ひもに結んで首に掛けていた。


    「だとしたら異界の因子は《天使王ミトロン》の欠片とは違い、保持者の魂には同化せず、物質として独立していたことになる。恐らく彼女の因子はもう、ヤサクレンダイのものになっていると思うよ。〝食べる〟……たぶん彼自身の因子もそうやって体に同化させたはずだから」


    「食べたって……あの羽根を？」


    「彼の因子がどんな形をしていたかは分からない。でも無理やり肉体に同化させなければ、あんな木の化け物にはならないよ。彼は間違いなく、もう人とは呼べないモノ。樹木化した彼にとって天使因子は存在の核となっているはず。その部分だけを上う手まく破壊すれば取り込まれた彼女──リンは無傷で救い出せるかもしれない。ただ……」


    　そこでスーラは言葉を切り、未み由ゆの方を見た。


    「何ですか？」


    　未由に促うながされ、スーラは口を開く。


    「ヤサクレンダイは人に戻ることはない。そのまま死ぬことになる。ミユさん、それが今のあなたにとってどんな意味を持つかは分からないけど、覚悟は決めておいてね」


    「……………………はい」


    　顔を伏せ、しばらく沈黙した後、未由は小さな声で答えた。


    　表情が見えなかったため、未由が何を考えているかは分からなかった。復ふく讐しゆうの機会を得て喜んでいるのか、それとも連れん大だいを殺すことで自分のタガが外れてしまうのを恐れているのか……判断がつかない。


    　僕は未由に思いつめてほしくなくて、口を開いた。


    「未由、連大は理性がほとんど残っていなかった。スーラの言うとおり、連大はもう怪物だ。怪物になることで、人間だった自分を自ら殺したんだ。だから僕らは連大を殺しにいくんじゃない。あいつの抜け殻を倒しにいくんだ」


    　未由に、そして自分自身にも言い聞かせるようにして告げる。


    　戦いの途中で迷わないように。迷いに命を奪われないために──。


    　半端な覚悟で戦える相手じゃない。連大も、そしてエノク＝ケテルも。


    　未由はきゅっと繋つないでいた手に力を込めて、小さく頷うなずく。


    　スーラは僕らが心を落ち着けるのを待ってから、話を再開した。


    「じゃあ……そろそろ本題に入るね。スーラたちは天使因子を全て壊さなきゃいけない。だけど現状の戦力でそれが可能かはまだ分からないよね。今のスーラたちで倒せるのならそれでいい。でも力不足だった場合、ケイスケくんには《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんしてもらう」


    　スーラは僕を真っ直すぐに見つめた。逃げることは許さない、僕にはその責任があると、その目が言っている。


    「分かってる。ヒースの目覚めを邪魔して、由ゆ衣いが果たそうとしていた役割まで半分強引に半分背負ったんだ。覚悟はある」


    「うん、そうじゃなきゃ困るよ。これは方はこ舟ぶねにとっても大きな賭かけ。あなたの行動次第でスーラたちの千年が無駄になるんだから。今からあなたに《天牢ウオルフ＝ライエ》召喚の《姿の言葉シヤープワーズ》と《起動言語トリガー》を教えるよ。ちゃんと覚えてね」


    　そう言ってスーラは長い言ことの葉はを唄うように紡つむいだ。不思議と懐かしい。遠い昔に聞いたことがあるような気がする。いや……比ひ喩ゆではなく、そのとおりなのかもしれない。たぶんこの呪文は千年前に《天牢ウオルフ＝ライエ》へ刻まれた鍵。《天牢ウオルフ＝ライエ》と何度か混じった経験のある僕は最初からこの言葉を知っていたのだ。


    　一度聞いただけで、僕は完全に頭の中で諳そらんじることができるようになっていた。


    　僕が「もう覚えた」と言うと、スーラは少し驚いたようだったが、そのまま説明を続ける。


    「上出来だね。その言葉を唱えれば《天牢ウオルフ＝ライエ》はあなたと一つになろうと動き出す。術式の制御はスーラたち方はこ舟ぶねが総力を挙げて行うから、あなたはただ《天牢ウオルフ＝ライエ》を受け止めればいい。だけど……一つ問題があるの。この術は夜にしか発動しないんだ」


    「え……？」


    　思わず間抜けな声を上げる。視線を上に向ければ真っ青な空が広がっていた。ここがどこかは分からないが、美み傘かさ市もまだ昼過ぎのはず。僕らが《方舟》で過ごす一日は、外では十分程度の時間でしかないと聞かされていた。


    「月と星と闇やみが空に揃そろわなきゃいけないの。だからこれから街へ突入しても、本格的な戦闘は日が沈んでからにしてほしいんだよ。もし日没までに異界の具現が為なされそうな場合は戦わなきゃいけないだろうけど、それでも妨害と時間稼ぎに徹してね」


    　スーラの注意に、僕は思わず渋い顔をしてしまう。


    　美傘市へ帰ったら、すぐにでもアリッサを助け出すつもりだったから。


    「……あなたの気持ちは分かるよ。でも《天牢ウオルフ＝ライエ》召しよう喚かんは切り札なの。それが使えない状態で決戦を挑むのは無謀すぎる。仮にあなたと由ゆ衣いちゃんの《魔狼フエンリル》が彼らに通じたとしてもね」


    　その言葉に敗北の記憶が蘇よみがえる。


    《魔狼フエンリル》がエノクに通じるか──それは一番不安な要素だった。前回の戦いで僕が使った高位魔術《天へ至る星狼シリウス》は、エノクに牙きばを突き立てることなく掻かき消されてしまったのだ。


    　渋々と日没までは無茶はしないと約束してから、問いかける。


    「もし……《魔狼フエンリル》でもエノクに傷を負わせられなかったら？」


    「その時は《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚するしかなくなるね。まあ、あなたたちの牙が彼らに届くかどうかは、これからすぐに分かるよ」


    　そう言うと同時にスーラの姿が消えた。


    　だが視線を巡らせて気付く。移動したのは僕たちの方だ。丸みを帯びた頼りない足場。僕と未由は《流ながれし星ほし竜りゆう》の頭部から生はえた角つのの先端に立っていた。


    「きゃっ」


    　足元を覗のぞきこんだ未み由ゆが悲鳴を上げて座り込む。いくら巨大でも角の先は尖とがって細くなり、幅は一メートルほどしかない。その下には凄すさまじい速さで流れていく雲海が広がっていた。


    　立ち竦すくんだ僕の前に再びスーラが半透明の姿で現れる。


    「もう着いたよ。これから雲の下に降りるね」


    　その言葉と同時に足場が傾く。


    「うわっ」


    　バランスを崩し、空に投げ出されそうになった僕だったが、がしっと足首を何かに固定され、転ぶだけですんだ。見れば角つのの中から灰色の腕が飛び出し、僕の足首を掴つかんでいる。


    　ひどく気味が悪い光景だったが、どうやら《流ながれし星ほし竜りゆう》の媒介となっている人形の手のようだ。未み由ゆも生はえてきた腕に体を支えられている。


    　落ち着きを取り戻し、僕は前を見る。


    　厚い雲の層は僕らにぶつかることもなく、星竜の数十メートル手前で裂けていった。地上への道が開かれる。


    　白い帳とばりを抜けた先に見えたのは弧を描く地平線。眼下には紅葉し始めた山が連なる景色があった。


    　ここは──。


    　僕は何度かアリッサに掴つかまって空を飛んだから見覚えがある。この地形は、美み傘かさ市の上空だ。


    　だがおかしい。僕らの街は美しい山々に囲まれた盆地にあったはずだ。しかしそこにあるのは山を貫く高架上の線路だけ。駅もなければ──街もない。


    「どうなってるんだ……」


    　愕がく然ぜんとする僕にスーラが説明する。


    「異界となったあなたたちの街は、既に外から認識できなくなっているんだよ。線路だけは街の外同士を繋つなぐものだったから、かろうじて残っているんだろうね。これは異界を拒絶する《天牢ウオルフ＝ライエ》の防衛反応。〝存在しない〟ことにして異界の拡大を防いでる。でも、こうすれば境界は見えるはずだよ」


    　スーラが手を振り上げると、星ほし竜りゆうの周囲に金色の光球が生まれ、眼下の盆地に撃ち込まれた。


    「くっ！」


    　眩まばゆい光が弾けて、僕は目を手で覆おおう。


    「よく見て、あれが異界の外がい殻かくだよ」


    　スーラに言われて、僕は指の隙間から下を見る。光球は平原にまでは達せず、中空で爆発していた。金色の炎に焼かれてドーム状の茶色い壁が浮かび上がる。盆地全てを覆おおう大きさだ。


    　外殻の形は綺き麗れいな半球ではなく、少し歪いびつな楕だ円えん形けい。まるで地面に埋まった卵のようだと僕は思った。


    「あの壁……木の根か？　もしかして街にいたときに見た、逆さまに生えた木の──」


    「うん、空から生えた逆樹《楽園の守護者ガブリエル》の根だね。もう、街を隙間なく覆っちゃってるみたい。この状態じゃ《流れし星竜》でも突破は難しい。《天牢ウオルフ＝ライエ》の力を持つケイスケくんが街にいたときは、二つの法則がせめぎあっていて境界は脆もろかったんだけどね……」


    「でも、ここまで来た以上、作戦はあるんだよな？」


    　スーラの言葉は困難な状況を示していたが、僕は打開策があることを信じて問いかける。


    　星竜は真っ直すぐ、異界の外がい殻かくに向かって降下を始めていた。


    「作戦ってほどのものじゃないよ。あの境界を破れる可能性があるのは、〝世界〟として異界と同格な《天牢ウオルフ＝ライエ》の力だけ」


    　にっこりとスーラが微ほほ笑えんで言う。


    「ケイスケくん、頑張ってね。スーラ、応援してるよ」


    　ようやく角つのの先端に転移された意味が分かった。僕が突破口を開けということだったのか。


    「はは……いきなり、大役だな」


    　苦笑いしながら近づく地上を見下ろす。冷や汗が頬ほおを伝った。


    「うん。とても大事な局面だよ。これは──試金石だから」


    「試金石？」


    「あなたとユイちゃんで制御下に収めた《魔狼フエンリル》……その力が天使因子保持者たちに通じるかどうかの力試し。以前、あなたの魔術がエノク＝ケテルに通じなかったのは、存在の大きさ──力の総量が違いすぎたから。彼は異界の力をほぼ完全に掌握しているんだと思う」


    「……そうかもな。まるで小さな波が大波に呑のまれるみたいに、僕の魔術は掻かき消されたから」


    　エノクの体を喰い破るはずだった狼頭は、ただの右手に戻っていた。そしてそのまま右腕を鎌で切り裂かれた。


    「ケイスケくん、そのときと状況は同じなんだよ。これから挑もうとしているのは異界そのもの。つまり外殻は、彼と同じかそれ以上の力で守られている。それを破れるならば、彼にも攻撃が通じるということになるはず」


    「そういうことか……外殻を突破できなきゃ、何も始まらないんだな」


    「うん。失敗すれば《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんする以外に手はなくなる。あなたは希望的観測を抱いているようだけど、《天牢ウオルフ＝ライエ》になれば恐らく人間には戻れない。あなたが自分を含めての日常を取り戻したいと願うなら、あの壁を何としても破壊しなきゃダメだよ」


    　僕は仮に《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚することになっても、人間に戻る希望は捨てないと由ゆ衣いに言った。スーラはそれを覚えていたのだろう。


    　厳しい言葉だ。ただ、由衣に言ったことを翻ひるがえすつもりはない。あれは《天牢ウオルフ＝ライエ》召喚を楽観視した台詞せりふではなく、どんなことになっても諦あきらめないという意味を込めて告げたのだ。


    　だから当然、《魔狼フエンリル》の力でエノクたちを倒すことも諦めない。


    「……正念場か」


    　星ほし竜りゆうはだいたい斜め四十五度の角度で異界の外殻へと降下していく。


    　僕は人形に足首を固定されながら、急傾斜となった角の上で右手を構えた。


    　猛スピードで飛んでいるというのに、周囲は不気味なほど無風。音さえもほとんどない。大気を星竜がコントロールしているからだろう。


    「突っ込んだ際の衝撃は全部《流ながれし星ほし竜りゆう》で抑え込むよ。だからケイスケくんは、外がい殻かくの破壊に全力を注いで」


    「分かった！」


    　スーラに頷うなずく。


    「──啓けい介すけくん」


    　背後から心配そうな未み由ゆの声。僕は顔だけで振り返り、未由を安心させるために、自分自身を奮い立たせるために、無理やり笑った。


    「大丈夫だ。こんなところで躓つまずいていられない。僕と由ゆ衣いの力──信じてくれ」


    　そう言って、僕は右手首に嵌はまる銀の腕輪に触れた。


    　──由衣、聞こえるか？


    　心の中で呼びかける。


    『うん、スーラさんのお話も全部聞いてたよ』


    　──なら、話は早い。どうやって《魔狼フエンリル》の力を使えばいい？　未由には大見得を切ったけど、正直どうすればいいのか分からない。


    『もう……お兄にいちゃんは相変わらず肝心なところがいい加減だね。仕方ないからあたしが頑張ってあげるよ。《魔狼フエンリル》の力は、お兄ちゃんが使っていた魔術の形で具現してあげる』


    　──魔術の形？


    『これまでお兄ちゃんが創った魔術は全部《魔狼フエンリル》のイメージから生まれたものだもん。《魔狼フエンリル》を使いやすい形で発動させるのに、ちょうどいいの。呪じゆ文もんはいらないから、どの魔術の形を象かたどるのかだけ、あたしに教えて』


    　──了解。


    　僕はもう目の前に迫った異界の外殻を見据えながら、叫ぶ。


    「由衣！　《形式モード・貪れ魔狼デイバウアー》!!」


    　銀の腕輪が光を放つ。どくん、と右腕が脈動した。


    　ぞわっと腕の表面を黒い体毛が覆おおい尽くし、右腕が狼の頭部へと変形していく。痛みはないが、感覚が組み替えられていくのが分かる。右手は鋭い牙きばを生はやした口こう腔こうへと──進むべき道を切り開く武器へと変化を遂げる。


    　陽かげ炎ろうのようだった本来の《貪れ魔狼デイバウアー》とは違う。圧倒的な存在感。まさしくこれは《貪れ魔狼デイバウアー》の原型。僕が最初に見た《魔狼フエンリル》の姿だった。


    　しかも完全に僕の意思で動かせる。昔は勝手に餌えさとなる魔術へ喰くらいついていたのに、すぐ傍そばにある《流ながれし星ほし竜りゆう》を襲うこともない。


    　よく見れば銀の腕輪はそのまま狼の首輪となり、光り輝いている。由衣が《魔狼フエンリル》の本能を抑えてくれているのだ。


    　腰を落とし、狼ろう頭とうを振りかぶる。


    　既に外がい殻かくは視界を占領している。根が形作る壁面のでこぼこや、ざらついた表皮の質感さえも分かる距離。


    　──行くぞ、由ゆ衣い！


    『うんっ』


    　牙を開く、そして吠ほえる。


    「だあああああああああっ!!」


    　星ほし竜りゆうの角が外殻へ激突するのと同時に、僕は《魔狼フエンリル》を振り下ろした。
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    　天樹の淡い光に照らされた傘さん陽よう学園。


    　床の一部は崩ほう落らくし、給水塔はひしゃげ、瓦が礫れきが散乱している校舎の屋上。


    　そこにいるのは二人の人間。


    　一人は樹木の幹に拘こう束そくされたアリッサという少女。もう一人は白い修道服を纏まとう少年、エノク＝ケテル。


    　彼らの傍そばに立っていた巨人の姿はない。エノクは修道服に付いた汚れを叩たたいて落としながら、溜ため息いきを吐つく。


    「全く……厄やつ介かいなことになったな」


    「どういうつもりよ……」


    　エノクの呟つぶやきに反応して、アリッサが声を上げる。


    「ん？」


    「どうしてレンダイに〝あんなこと〟を言ったのよ！　このままじゃ──」


    　アリッサに非難の言葉をぶつけられ、エノクは皮肉な笑みを浮かべた。


    「仕方ないだろう。連れん大だいに負けるオレじゃないが、今の奴を服従させる手段もない。さっきの様子を見ていて、それぐらいは分かったはずだ」


    　アリッサはエノクの言葉で、連れん大だいが反旗を翻ひるがえした瞬間を思い出す。


    　暴風のように襲いかかった連大の腕は、エノクを掴つかんで身動きを封じた。


    　けれど、連大がいくら締め上げようとも彼の肉体が砕けることはなかった。苦しそうな表情は浮かべるが、致命的な領域まで破壊が及ばない、そんな光景。


    　業ごうを煮やした連大はエノクを飲み込もうとしたが、「オレを壊せないお前に、オレの欠かけ片らを支配できるのか？」というエノクの言葉で動きを止めた。


    　そしてエノクは連大に取引を持ちかけたのだ。


    「だとしても……〝神になりたければお前は予備を使えばいい〟──だなんて！」


    　予備とは街の人々。アリッサが使えなかった場合の保険。異界と繋つながるための生いけ贄にえ。エノクはそれを連れん大だいに差し出した──。


    「対等な相手には対等な条件を提示しなければならないだろう？　これから始まるのはオレと連大の競争だ。オレはアリッサの木を育て、天に近づく。連大は街の人間を束ねた世界樹で神を目指す。先に空へ届いた方が《楽園の守護者ガブリエル》の中核になるのさ」


    「あんた、自分が不利なこと分かってるの？　今、あたしの木は成長を止めてるんでしょ？　どう考えてもレンダイに先を越されるじゃない！」


    「そうだな、このままだとレンダイは街の人間全てを犠牲に、空の大樹へ手を届かせるだろう。それが嫌いやなら、キミがとるべき道は一つしかない」


    「っ……あんたは──」


    「睨にらむなよ、アリッサ。状況は何も変わっていないんだ。キミ次第で人々の命運が決まる。迷っていられる時間は、もうないぞ？」


    　エノクは屋上の淵ふちに立ち、学園を見渡した。生徒たちが木に変じたことで生まれた樹海は、既に跡形もない。


    「あたしは……諦あきらめない」


    　アリッサは軋きしむ声で選択を拒絶する。だがエノクはそんなアリッサを真っ直すぐに見上げて、酷薄に告げた。


    「その意地は、数万の人間を殺すことになる」


    「…………っ！」


    「選択肢は二つだけ。街の人間を犠牲にするか、キミが身代わりになるかだ。どちらもキミの希望には沿わないだろう。だけど、それでも二つだけだ。キミの希望は絶えている。認めろ、アリッサ。キミの前にあるのは絶望だけだと」


    「絶望……だけ」


    「そうだ、キミに希望は──」


    　ズゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッゥン──。


    　街が震えたのは、そのときだった。
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    　キィィィィィィィィィイン──!!


    　鼓こ膜まくに痛みを覚えるほどの甲かん高だかい音。網もう膜まくを焼くような強い光。肌を焦こがすかのような熱い風。


    《魔狼フエンリル》が掻かき消されることはなかった。しかし狼の牙きばが外がい殻かくを食い破ることもなかった。僕の牙は、外殻の表面で止まっていた。


    　──拮きつ抗こう。


    　行き場をなくしたエネルギーが荒れ狂う。音と光と熱風になって僕へ押し寄せる。


    「ぐうっ……!!」


    　歯を食い縛り、狼ろう頭とうとなった右腕を左手で支え、押し返されないように堪こらえる。


    　くそっ……これじゃダメだ。拮きつ抗こうを保っても意味がない。


    　この壁を壊さなきゃ、アリッサたちを助けに行けない。エノクに勝つこともできない。


    「ぎっ……があああああああああっ!!」


    　軋きしむような叫びと共に、全身の力を絞り出す。だが一ミリも牙きばは先に進まない。肉体の力など何の足しにもならないことを悟る。これは純粋に異界の法と《魔狼フエンリル》の戦い。言わば世界に対する干渉力の勝負。


    　──由ゆ衣い、これで限界なのかっ!?


    　胸中で叫ぶ。


    『あたしも全力だよ！　出し惜しみなんてしてない。《魔狼フエンリル》の力は全部《貪れ魔狼デイバウアー》の形で具現させてるの！　攻撃的な形に一点集中させてる分、全身狼の姿になるより強力なはずなんだから！』


    　由衣の返事を聞いて、僕は認めたくない現実を直視せざるを得なくなる。


    　無理……なのか？　やっぱり《魔狼フエンリル》じゃ力不足なのか？　残された手段は《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんすることしか──。


    　だが悔しさに歯は噛がみする僕の耳に、未み由ゆのか細い声が届く。


    「奪うは幸福。眩まばゆき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王……」


    　魔術の詠えい唱しようだ。振り返ることができない僕は、背後にいるはずの未由へ叫ぶ。


    「未由、何をするつもりなんだ？　たとえ高位魔術でも外がい殻かくには傷一つつけられないぞ！」


    　スーラは《流ながれし星ほし竜りゆう》でも無理だと言ったのだ。《高次存在ヴイナー》の扱う魔法で不可能なことが、人間の扱う魔術でできるはずがない。


    「震え、のたうち、彼かの日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者……。止やむことのない嘆き。涙は涸かれ、心を染めるのは、赤き怒り……」


    　しかし未由は《姿の言葉シヤープワーズ》を重ね続ける。


    「嘆きが撒まきしは怒りの種。怒りが芽吹くは炎の大地。王はただ灼しやく熱ねつの涙を落とす！」


    　紡つむがれたのは四節の高位魔術。


    　僕の肩に置かれる白い指先。未由が隣に並ぶ。


    　戸惑う僕に未由は力強い表情で頷うなずいて見せてから、最後の《起動言語トリガー》を告げた。


    「──嘆きの炎涙グリーブテイアー！」


    　火花を散らしていた《魔狼フエンリル》の牙と外殻の間に純白の炎球が生まれる。


    　拮抗で生じていた光と熱さえも圧倒して、膨ふくれ上がる白い炎。


    「啓けい介すけくん！　私の魔術を!!」


    　未み由ゆが叫ぶ。


    「っ!?　そういう──ことか!!」


    　僕はようやく未由の意図を理解した。狼の牙きばを閉じて、弾ける瞬間だった白炎を呑のみ込む。


    　──どくん。


    　大きな脈動が右腕に走った。黒かった狼ろう頭とうの毛並みが、炎と同じ白色に変化する。熱い。内側から凄すさまじい熱量が右腕に溢あふれる。閉じた牙の隙間から炎の吐息が漏れた。


    『お兄にいちゃん！　すごい力──このままじゃ抑えきれない!!』


    　由ゆ衣いの声が頭の中に響く。


    「大丈夫だ！　全部、この壁に叩たたきつけてやる!!」


    　僕は叫び、再び牙を開く。口こう腔こうから溢れた炎が狼頭全体を包み込んだ。


    　そう、忘れていた。《魔狼フエンリル》は《方はこ舟ぶね》の魔術を呑み込んで力を増す。初めて《魔狼フエンリル》が覚かく醒せいしたときもそうだった。魔術を吸収しすぎて、封印しきれなくなったのだ。


    　さっきまでの《魔狼フエンリル》は空っぽだった。それなら完全に制御できて当たり前。


    　今必要なのは安全で使いやすい力じゃない。


    　扱いきれないほどの力。目の前にある障害を全て噛かみちぎれるほどの、獰どう猛もうな牙だ！


    「砕けろぉぉぉぉぉっ!!」


    　燃える牙を突き立てる。一瞬火花が散るが、力を増した《魔狼フエンリル》は容易たやすく拮きつ抗こうを崩した。


    　牙が外がい殻かくに喰い込む。


    　木の根でできた壁面にバキッと複数の裂け目が走った。それは世界の亀き裂れつ。異界の法が今、ひび割れた。


    　脆もろくなった外殻に僕は取り込んだ力を注ぎこむ。裂け目から噴きあがる白い炎。


    　炎上は連鎖し、牙を突き立てた場所を中心に燃え広がった。


    　茶色の表皮は一瞬にして白い灰へと変わる。僕は脆くなった外殻へ、さらに牙をめり込ませた。


    　無数の亀裂が蜘く蛛もの巣状に広がり、破滅的な音を響かせる。


    「こ、ん、のぉぉっ!!」


    　最後の一押し。未由に貰もらった力を出し尽くす。


    　牙が外殻を貫き、バクンと閉じる。同時に周囲の壁も崩壊した。止まらない。白い炎で焼かれた部分が全て崩れ去って行く。巨大な穴が口を開けた。


    　外殻の内側は暗い闇やみ。僕らと星ほし竜りゆうはそのままの勢いで美み傘かさ市へと突入する。


    　真昼の明るさに慣れていた目はすぐに順応しない。何も見えない闇の中でスーラの声が聞こえた。


    「ひやひやしたけど、何とかなったね。《魔狼フエンリル》の力は証明された。エノク＝ケテルにも通用する武器になるはず。ただし魔術を吸収した状態で、だけどね」


    「ああ、未み由ゆの機転があったからだ……ありがとう」


    　肩で息をしながら、隣にいるはずの未由へ礼を言う。まだ闇やみに慣れない。


    「ううん、お礼なんていいよ。私の方が、ほっとしてるから。一緒に戦う意味を見つけられて、正直嬉うれしい」


    　思ったよりも近くから未由の返事。その顔が緑色の光に照らされて浮かび上がる。


    　間近で見つめ合ったのは一瞬。すぐに異常だと気づく。この光はどこから──。


    「上だよ！」


    　僕の前に浮かんでいたスーラが叫ぶ。


    　太陽の光を拒む、暗い異界の殻。その天頂で逆さまの大樹が輝いていた。光っているのは、翼のように左右へ広がった枝に茂る緑の葉。見ている間にも、その輝きを増していく。


    　緑の光に照らされて、薄闇に沈んでいた街の姿も露あらわになった。


    　悪寒が走る。以前の戦いでは、あの樹から放たれた緑の矢に《流ながれし星ほし竜りゆう》は射抜かれたのだ。


    「スーラ！　まずいぞ、たぶん狙ねらわれてる！」


    「分かってる！　ここまで派手に突入したんだし、迎撃されるのも当然だよ。でも、この前みたいにはいかないんだから!!」


    　臨界に達した緑の光が僕らに向かって放たれる。収束し、一本の矢となる緑光。


    「ルォォォオォォォオォォオッ!!」


    　星竜が咆ほえ、その全身が金色に輝いた。すると星竜の前に数え切れない光の盾たてが現れる。


    　ガギリリリリリリリリリリリリリッ!!


    　緑の矢は耳みみ障ざわりな音を立てて、盾を貫いて星竜へと迫るが、何百層もの盾を砕く過程で針路を逸そらされる。頭上を通り過ぎていく緑の矢を見送り、スーラはガッツポーズを取る。


    「ざまーみろー！　今度のスーラとウルト姉ねえ様は本気なんだから！　簡単にやられてあげないよーだ！」


    　空中でくるくる回るスーラ。だが逆さまの樹はまた光を溜ためている。


    「スーラ、二撃目が来るぞ！　このまま逃げ回り続けるのか？」


    　逆さまの樹で僕らを攻撃したのは、恐らくエノクだろう。あいつがこの場に現れれば、その時点で決戦だ。まだ《天牢ウオルフ＝ライエ》召しよう喚かんが可能な時刻ではない。


    「大丈夫、派手に立ち回っているのも計算だよ。ケイスケくんとミユさんは隙を見て地上へ転移させる。その後、敵の目を引きつけながらスーラたちは外へ脱出するつもり。ケイスケくんさえ街の中にいれば外がい殻かくは脆もろくなるの。《流れし星竜》だけでも再突入は可能だから安心して」


    「スーラたちが囮おとりになるのか？」


    「そういうことだね。外に出た後、《流れし星竜》は異界全体の時間を遅くする」


    「遅く……？」


    　よく意味が分からずに問い返す。


    「うん。たぶんほとんど相そう殺さいされちゃうだろうけど、少しは日没までの時間を早めることができるはず。ケイスケくんとミユさんは夜が来るまでに決戦の準備をして、必要なら時間稼ぎをお願い。お互いの連絡は──これで」


    　スーラが透明な手をこちらに差し出す。金色の光が収束し、小さな人形が具現した。


    　どうやらスーラの媒介用ドールのミニチュア版らしい。


    「そのドールに話しかけてくれれば、スーラに伝わるよ。日没が近づいたらスーラからも連絡するね」


    「……分かった」


    　頷うなずき、人形をズボンのポケットに入れる。


    　そんなやり取りをしている間に、再び放たれる緑の矢。先ほどよりも強い輝きに目を細める。


    「ルォォォオォォッ!!」


    　星ほし竜りゆうは盾たてではなく、今度は金色のブレスで迎撃した。緑と金の輝きが激突し、散乱した光が異界の闇やみを一時的に吹き飛ばす。もう目を開けていられないほどの眩まぶしさ。


    「──今しかない、行くよっ！」


    　物体の輪りん郭かくを消し去る極きよつ光こうの中でスーラが叫ぶ。


    　僕は万が一にも逸それないよう、手探りで横にいる未み由ゆの手を握った。


    　ほんのわずかな浮遊感。そして靴裏の感触が変わる。目を開くと、光は遠くなっていた。


    　僕と未由が立っているのは、低い柵さくに囲われた見晴らしのいい場所。複数のタンクが中央に置かれており、そこから繋つながった大小のパイプが床面積の半分以上を占領していた。たぶんどこかのビルの屋上だろう。


    　ゴォォォォォォンッ!!


    　雷に似た、激しく低い音が轟とどろく。


    　空を見上げると白い翼を広げた巨大な《流ながれし星ほし竜りゆう》が飛んでいる。さらに高い場所では逆さまの木が緑に輝いている。


    　先ほどの爆音は星竜の放ったブレスと、緑の矢の拮きつ抗こうが崩れた音だった。


    　互いを貫こうとした結果、勝ったのは緑の矢。金色の光は吹き散らされ、虚こ空くうに消える。だが、激突によりスピードの減衰した緑の矢を星竜はギリギリで回避した。


    　星竜は外がい殻かくの縁に沿うように飛行し、次々と放たれる緑の矢を何とか凌しのぎ続ける。そして街を一周した後、いつの間にかずいぶん小さくなった外殻の穴から外へと脱出した。再度の侵入を拒むように、穴は急速に萎しぼんで塞ふさがれてしまう。


    　光の激突が終わり、外からの陽光も遮断されたことで、街に暗くら闇やみが戻ってくる。だが完全な闇ではない。星竜が撤退しても、天に君臨する大樹の葉はいまだ緑色に輝き続けていた。光は多少弱まったが、緩やかな明滅を繰り返している。星竜を警戒しているのかもしれない。


    　僕と同じように空を見上げていた未み由ゆと顔を見合わせる。


    「スーラとウルトさんは、無事に脱出してくれたな」


    　僕は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。星竜は攻撃を際どいところで回避していたが、劣勢なのは明白だった。あのままではいずれ致命的な一撃を喰くらっていただろう。


    「うん、ここからは私たちが頑張らないと。やっと帰って来れたね……私たちの街に」


    　感慨深げに呟つぶやく未由。


    「ああ、侵入成功だ。とりあえず、ここがどこか確かめよう」


    　繋つないでいた手を解ほどき、僕は屋上の柵さくへ近寄った。身を乗り出して下を見る。それほど高いビルではない。四階建てぐらいだろうか。ビルに面しているのは一車線の細い道路。向かいもここと同程度の高さの雑居ビルで、一階部分はコンビニになっている。停電しているのか、電気がついている建物はない。人間の姿も皆無。


    「……私はたぶん、歩いたことがない通りだよ。街のどの辺りか、見当つかないな」


    　僕に続いて地上を見下ろした未由は首を振る。


    「ああ、僕も──」


    　見覚えがない。そう答えようとしたが、向かいの雑居ビルに少し引っかかるものを感じた。もう一度よく観察する。一階にはコンビニ、ビルの横にはさびついた非常階段。決して特徴のある建物ではない。でも……。


    　記憶の蓋ふたが開く。


    「いや──知ってる。繁華街の大通りから一本東に外れた道だ」


    　たぶん一回しか来たことのない場所。繰り返し歩くことなどない道。


    　だが、忘れられるはずがなかった。向かいのビル、その屋上にはある思い出が焼きついていたから。


    　あれは僕の現実が壊れた日。街に仮面をつけた人々が溢あふれ、僕は空を飛ぶ金髪少女と出会った。そして危機から脱出するために、僕は彼女と契約した。


    　そう──僕とアリッサが左手と右手で不ぶ恰かつ好こうな握手を交わしたのが、目の前にあるビルの屋上なのだ。


    「啓けい介すけくん、どうかしたの？」


    　少し沈黙が長かったのだろう。未由は僕の顔を覗のぞき込んでくる。


    「……何でもない。だいたいの位置は把握したし、下に降りよう」


    　感傷に浸っている暇いとまはない。思い出話を未由としている場合でもない。ここは敵地。僕らがまだ知らないだけで、一刻を争う事態が進行している可能性もある。


    　僕は気持ちを切り替えて、ビルの屋上を見渡した。生あい憎にく、向かいのビルのような地上まで直通の非常階段はないらしい。だが建物の中へ通じる扉はあった。


    　未由はドアノブを回すが、鍵がかかっているようで開かない。そこで僕はまだ右腕が狼のままだったことに気付く。感覚に違和感がないせいで、《形式モード・貪れ魔狼デイバウアー》の解除を忘れていた。


    「未み由ゆ、僕が開けるよ」


    　僕は腕を元に戻す前に、ドアノブを牙きばで喰くいちぎった。キィと音を立てて扉が開く。電気のないビルの中は真っ暗だ。手探りで一歩中に入った後、心の中で呼びかける。


    　──右腕を戻してくれ、由ゆ衣い。


    　返事はなかったが、腕輪が輝いて狼ろう頭とうを銀色に染め上げると、輪郭が人間の腕の形へと萎しぼんでいく。光が外に漏れそうだったので、僕は未由を招き入れてから扉を閉めた。


    　光源があるうちに内部の様子を確認する。目の前に階段があり、下へと続いている。どうやら各階の踊り場からそれぞれのフロアへ入れる構造らしい。だとすれば普通に階段を下れば外へ出られるだろう。


    　光が収まり、右手に五指の感覚が戻ってきた。真っ暗になってしまったため確認できないが、触った限りではすべすべした人間の腕だ。


    「魔術で明かりを作ろうか？」


    　未由が提案するが、僕は少し考えて「やめとこう」と答えた。


    「どうして？」


    「何がきっかけで気付かれるか分からない。もしもエノクが魔術を感知できたらマズいしな」


    「そうだね……できるだけ慎重になった方がいいね」


    「ああ、たぶんエノクは僕らが《流ながれし星ほし竜りゆう》と一緒に侵入した可能性も考慮しているはずだ」


    　エノクに切り離された右腕は僕らと共に《方はこ舟ぶね》へ転移された。エノクは校舎の屋上から無くなった右腕に気付いたに違いない。となると僕が再び《天牢ウオルフ＝ライエ》との繋つながりを取り戻すと考えたはず。ならば突入してきたのが星竜だけとは安易に判断しないだろう。


    「じゃあ、私たちを捜しに来る……かな？」


    　未由が不安そうに問う。


    「分からない。でも、このビルからは早く離れた方がいいと思う。スーラは細心の注意を払ってくれただろうけど、万が一にも転移が見み咎とがめられていたら危険だ」


    「うん。なら、急ごうか」


    　僕と未由は手すりに掴つかまりながら慎重に階段を下った。


    　最初は転がり落ちないよう集中していたが、だいたいの段数を把握すると余裕が生まれる。未由も同じようで、タンタンタンと一定のリズムで段を下りながら僕に話しかけてきた。


    「……静かだね、啓介くん」


    「ビルの中には誰もいないみたいだな。たぶん学園の生徒と同じで、緑の葉を求めて外へ出ていったんだろう。そして……木になった」


    　苦々しく呟つぶやく。願いを追い求め、樹木へと変じた人々の姿を僕は忘れていない。


    　何回か階段を折り返すと、少し明るいフロアに出た。壁面に郵便受けが並んでいる。どうやら一階に着いたらしい。正面のガラス戸から淡い緑の光が射し込んでいた。


    　扉を押してビルの外へ出る。道路の向こうに電気の消えたコンビニが見えた。空を見上げれば、逆さまの木がシャンデリアのごとく街を照らしている。


    　太陽に比べれば頼りないが、闇やみに慣れた目には十分明るい。改めて通りを観察するが──目立ったものは何もない。


    　だが屋上から見た時には見落としていたことに気付く。何もなさすぎるのだ。


    　あるべきはずの異常さえ、ここにはない。


    「木……」


    「え？」


    　ぽつりと漏らした僕の声に未み由ゆが反応する。


    「木が、ないんだ。いなくなった人たちは木に変わったはずなのに、道の真ん中とか──変な場所に生はえてる木がないんだよ。あと、あれだけ空から降ってきていた光る葉が地面に落ちていないのもおかしい」


    「つまり……ここにいた人たちは木になったわけじゃなくて、別の理由で消えちゃったってこと？」


    「分からない。でも僕らが《方はこ舟ぶね》へ転移する前と、何か状況が変わったのかもしれないな」


    　警戒しつつ視線を巡らせた僕は、背後──自分たちが出てきた雑居ビル一階の様子に気が付いた。昇降口とテナント部分は壁で区切られていたので見逃していたが、一階部分は衣服を扱う専門店のようだった。しかしマネキンが並べられたショーケースも、ガラス製の自動ドアも、めちゃくちゃに破壊され、ひどい有様。


    「どうして……ここだけ？　他のお店は綺き麗れいなままなのに……」


    　僕の視線を追って店の様子を見た未由が眉まゆを寄せる。


    　店内を覗のぞき込むと、引き裂かれた衣服が散乱していた。暗くて奥は見えないが、何の気配もしない。


    　不気味なものを感じ、僕は唾つばを飲み込んだ。


    「……移動しよう、未由。何だか嫌いやな感じがする」


    「どこに向かうの？」


    　問われて僕はやるべきことを、頭の中で整理する。


    　まずは状況の把握。そして可能ならば……仲間の救出。


    「──学園だ。エノクとアリッサがまだ校舎の屋上にいるかどうかを確かめないと。それに冬ふゆ上がみたちのことが気になる」


    　冬上、陽ひ名なちゃん、ツグミ、山やま崎ざき、宮みや島じまは屋上の崩落に巻き込まれて階下へ落ちてしまった。その後どうなったかは分からない。


    「私も皆のことは心配。でも危険じゃない？　夜まで決戦は待たないといけないのに……」


    「だけど日没を待たずに異界が具現してしまうようなら、時間稼ぎをするようにとも言われただろ？　タイムリミットを知るためにも学園に行く必要がある。冬ふゆ上がみたちが無事なら合流できる可能性も高い」


    「無事……かな」


    　振り下ろされた連れん大だいの巨大な拳こぶし。屋上に開いた大きな穴。あの時の惨ざん状じようを思い出したのだろう。未み由ゆの声が暗くなる。


    「ツグミと陽ひ名なちゃんがいるんだ。きっと……大丈夫」


    　ツグミは元《群れクラウド》の生体兵器。変身能力と精神感応力テレパスを持ち、身体能力も常人よりは高い。陽名ちゃんもかつては《雀スパロウ》と名乗っていた魔術師で、あらゆるものを〝視みる〟ことに長たけている。あの二人ならば、僕らがエノクたちと戦っていた間に、皆を連れて逃げてくれたかもしれない。


    「……うん」


    　未由は頷うなずく。自分に言い聞かせるように「冬上さんだって、呆あきれるぐらいしぶといもんね」と呟つぶやき、前を向く。


    「行こう、啓けい介すけくん」


    　迷いない足取りで歩き始める未由。


    「あ、未由」


    「何？」


    「逆方向」


    「…………」


    　未由は頬ほおを赤く染めて、無言で回れ右をした。
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    　静かで、暗い街路を僕と未由は並んで歩く。


    　窓から漏れる明かりも、道を照らす街灯もない街は闇やみの密度がとても濃い。天頂に生はえた逆樹の光が届かない場所は、黒に塗り潰つぶされて何も見えない有様。細い路地などは一寸先も見通せないので立ち入ることはできなかった。


    　空が開けた広い道を選んで僕らは学園を目指す。街には相変わらず人の気配がしなかった。場違いな場所に木々が生えている様子もない。ただ通りに数軒、何かの襲撃を受けたように壊れている住宅や店舗があった。僕らが転移したビルだけではなかったらしい。


    「本当に、誰もいないのかな」


    　道沿いに並ぶ建物の真っ暗な窓を仰ぎ見て、未由がぽつりと呟つぶやく。


    「どういう意味だ？」


    「空から降ってきた光る葉は、学園の生徒を木に変えちゃったよね。でも〝願いを叶かなえてやる〟って誘惑に負けなかった人もいた。冬ふゆ上がみさんも、その一人。山やま崎ざきくんもそうだったんでしょう？」


    「ああ、宮みや島じまは危なかったけど、山崎は自分の意思で光る葉を拒絶してた」


    「なら他にもいるはずだよ。あのとき、街の人間全員が木に変えられたわけじゃないと思う」


    「確かに……な」


    　未み由ゆの言うことには一理あった。光る葉に頼らない人間は、山崎たち以外にもいたはずだ。


    「そういった人は、どうしているんだろ。どこかに隠れているのかな……」


    　人の姿を探すように、未由はビルや住宅の窓ガラスを順に眺めた。しかし窓の向こうに応える影はない。


    　──ざぁぁぁっ。


    　その時だ。木々が揺れ、葉が擦こすれ合う音が耳に届いた。


    　何気ない音。ありふれた雑音。道路に人間が変じたと思われる木はないが、住宅の庭などには普通に樹木が植えられている。だから、木々のざわめきが響くことは不思議ではない。けれど、何か違和感を覚えて足を止める。


    「啓けい介すけくん？」


    　未由は数歩行き過ぎてから、立ち止まった。


    　──ざぁぁぁぁ、ざぁぁぁぁぁ。


    　また、聞こえた。だがすぐ傍そばの家にある木は揺れていない。そもそも、風がない。街は完全な無風。停止した大気はひどく重苦しい。


    「未由、気をつけろ。何か変だ」


    　──ざぁぁぁぁぁぁ、ざぁぁぁぁぁぁぁぁ、ざぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！


    　風はないのに、大きくなるざわめき。そこに混じって、低いバキバキッという異音も響いてくる。


    　どこだ……どこから聞こえてくる。


    　だが音の主は捜すまでもなく、数メートル先の路地から這はい出てきた。


    　闇やみから生まれる悪魔のように、無数の足をくねらせて〝それ〟は現れた。動くたびにミシミシと太い幹が軋きしむ。枝が揺れ、緑の葉がざわめく。


    「……木？」


    　それはそうとしか表現できないモノ。しかし動いている。足のように見えたのは木の根だ。本来、地中に埋もれているはずの根が、ぐねぐねと気味悪く動きながら木の幹を支えている。


    　根の先から枝葉の天てつ辺ぺんまでは三、四メートルほど。木としては大きな部類ではない。だが〝動く〟という一点において、樹木からはかけ離れた存在だった。


    　ざぁぁぁぁぁぁぁぁ──。


    　足元の安定しない〝動く木〟は、枝葉を揺らして僕らの方へ向かってきた。だがその速度は非常に遅い。


    「て、敵……なの？」


    　反射的に手を翳かざし、魔術を放てる体勢を取る未み由ゆ。僕も銀の腕輪に触れて、由ゆ衣いに呼びかけようとする。だがふと、頭の中でいくつかの事象が繋つながり合った。


    　人の気配がしない街。樹木化した人々も見当たらない街路。そして動く木。導かれるのは一つの推論。


    「未由、攻撃しちゃダメだ！」


    　だが僕は後ろから肩を掴つかんで、未由を制止した。


    「え？　どうして──」


    「あの木はたぶん、木に変わった街の人たちだと思う。ここまで見かけなかったのは、きっと自分で移動したからだ」


    「じゃあ……逃げるしかないの？」


    　迫ってくる木を前にして、未由は手を下ろして後あと退ずさる。


    「いや、道は広い。横を走りぬけよう。引き返したら学園までずいぶん遠回りになる」


    「わかった」


    　僕と未由は視線を交わし、地を蹴けった。動く木からの距離を一定に保ちながら迂う回かいし、後ろへ回り込もうとする。
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    　僕らの動きに反応してか、動く木はざわざわと全身を震わせた。バキバキッという音と共に根が蠢うごめき、進行方向が変わる。


    　敵意はないかもしれないと少しだけ期待していたが、そう甘くはなかったらしい。〝動く木〟は間違いなく僕と未み由ゆを追ってこようとしている。けれどあの鈍重さでは捕まる恐れはないだろう。


    　──ざぁぁぁぁ、ざぁぁぁぁぁぁ。


    　しかし妙だった。どれだけ引き離しても枝葉のざわめきが遠くならない。むしろ近づき、大きくなっている気さえする。


    　バキ、バキバキッ……。


    　樹木が軋きしむ音も耳に届く。それも複数の方向から。


    　──ざわわわわっ、ざわわわわわっ！


    　行く手に見える交差点。その角かどから異い形ぎようの影が現れる。緑色の葉を茂らせ、根で這はいずる〝動く木〟だ。


    　一体だけでなく、次々と交差点を埋め尽くす勢いで〝動く木〟は数を増やしていく。まるで林……いや、森になるのも時間の問題だ。道を塞ふさがれた僕らは立ち止まるしかない。


    　細い脇道からも、不吉なざわめきが聞こえてきている。


    「啓けい介すけくんっ！　囲まれる前に引き返さないとまずいよ！」


    「仕方ない……戻ろう！」


    　未由の言葉に頷うなずき、僕らは走ってきた道を駆け戻る。その先には、当然〝動く木〟が待ち受けていたが、一体ならばスルーするのも容易たやすい。


    　走り続け、何とか〝動く木〟たちを引き離す。息を切らせながら振り向けば、木々はもう黒い塊にしか見えなかった。


    　──ざぁぁぁぁ。


    　しかし、音は鳴り止やまない。あれだけ静かだった街はざわめきに満たされていた。恐らくまた別の方向から〝動く木〟が近づいている。移動速度は遅く、普通に走れば追いつかれることなどないのだが、逃げ道を全て塞がれれば最後には追い詰められるだろう。


    　足を止めている暇はない。何とかざわめきの包囲から抜け出そうと走り続ける。


    「私の魔術で、空に逃げる？」


    　走りながら未由が訊きいてくる。未由には空を駆ける炎馬を具現する魔術があった。それを使えば一いつ旦たん安全な場所へ避難できるだろう。だが……。


    「いや、魔術は最後の手段だ。空を飛ぶのはさすがに目立ちすぎる」


    「でも、もう見つかっちゃったんじゃないの？　目立つことを気にする必要あるのかな……」


    「確かにあの木は僕らを追いかけてきてるけど……なんか、僕らを捜していたって気がしないんだよ。反応が機械的というか……攻撃もしてこないしさ」


    「偵察役、なんじゃない？」


    「だったら、すぐにでもエノクか連れん大だいが現れるはずだ。まあとにかく少し様子を見よう。魔術での脱出は、追い詰められてからでも遅くない」


    　そう──魔術ならば、すぐにでも逃げられるのだ。〝動く木〟が僕たちに対してこなせる任務は偵察のみ。発見したなら包囲なんてしても意味はない。攻撃して足止めするのが正しい対応だろう。


    　だとしたら〝動く木〟たちの行動は、僕と未み由ゆを対象にしたものではないと考えられる。


    　じゃあ……あの木は本来何を──。


    　走りながらの思考は酸素が足りず、上う手まく纏まとまらない。結論が出ないうちに、前方からも〝動く木〟たちが現れて道を塞ふさいだ。通りの前後を押さえられた形になる。


    　じりじりと迫ってくる動く森。僕は肩で息をしながら、すぐ横の路地を指差した。


    「こっちだ！」


    　光が届かない細い路地は全てを覆おおい隠す闇やみに満たされていたが、もはや道はそこしかない。


    「待って──私が前を歩くよ」


    　僕とは違い、全く呼吸が乱れていない未由は、僕の左手首を掴つかんでから、路地へ入る。


    「大丈夫か？　足元に気をつけろよ」


    「平気。私、少しは夜よ目めが利きくから」


    　未由は高い身体能力を持つ《高次存在ヴイナー》との混血だ。暗視能力も常人より優れているのかもしれない。


    　未由に手を引かれながら暗闇の中を進んでいく。後ろからバキバキと木々が移動する音が聞こえた。これでもし前からも〝動く木〟が現れればチェックメイト。僕らは魔術での脱出を余儀なくされる。


    　祈るような気持ちで一歩ずつ進む。


    　もしエノクたちに見つかれば、一番勝率が高い奇襲は使えなくなるだろう。それはアリッサを助け出せる可能性が低くなることを意味する。だから少しでも有利な条件は維持しておきたかった。


    　やがて僕の目にも路地の出口が見えてくる。そこだけ薄っすらと明るい。今のところ木の影も見えない。


    　足早に僕と未由はその淡い光を目指した。だが、辿たどり着く寸前──何者かが路地の出口に立ち塞がる。


    「──っ!?」


    　急停止する僕と未由。


    　シルエットは人間のもの。まさか……エノクか？


    　全身から冷や汗が噴き出るのを感じた。最悪に近い状況だ。こちらの戦闘準備は整っていない。慌あわてて銀の腕輪に触れ《魔狼フエンリル》の力を発現させようとした。


    「遠とお見み、か？」


    　しかし、聞こえてきた声に動きを止める。少し高めな男の声。知っている声こわ音ね。


    　僕は恐る恐る訊たずね返す。


    「──宮みや島じま？」


    「おおっ！　ほ、本当に遠見がいた！　友とも月づきさんも一緒だよな？」


    「う、うん……」


    　未み由ゆはまだ呆ぼう然ぜんとした様子で返事をした。


    「よ、よかったぁ～！　陽ひ名なちゃんの言ってたとおりだ」


    　嬉うれしそうな声を上げる宮島の元へと僕らは駆け寄る。路地を出て緑光の下でその姿を確かめた。


    　小太りな体型、案外二枚目な顔立ち、傘さん陽よう学園の制服。間違いなく僕の同級生であり友人の宮島通とおるだ。


    「宮島……無事だったんだな」


    　ほっとして自然と笑みが零こぼれた。僕は自分で思っていた以上に、この友人のことを心配していたようだ。


    「あ、ああ。まあ……な」


    　何な故ぜか目を逸そらす宮島。


    「何か、あるのか？　他の皆は？」


    「……は、話は後だって。す、すぐに逃げないと！　後ろ、すぐ傍そばまでアレが来てるんだぞ！」


    　宮島は僕らが通ってきた路地を指差す。暗くら闇やみの中を見通すことができなかったが、バキバキという移動音と、木の葉のざわめきが近づいていた。


    　がくがくと膝ひざを震わせながら、宮島は僕の腕を掴つかむ。その手は緊張でひどく汗ばんでいた。


    「急ぐぞ！　早くしないと陽名ちゃんに教えてもらった逃げ道が使えなくなる！　とにかく俺についてきてくれ!!」


    　僕は宮島に半ば引き摺ずられるようにして走り出す。未由も背後を警戒しながら後に続いた。


    　せっかく辿たどり着いた明るい大通りから、再び暗い路地裏へと宮島は足を踏み入れる。


    「遠見、はぐれないように友月さんの手を」


    「あ、ああ」


    　宮島に言われ、今度は僕が未由の手を握る。宮島を先頭に、僕らは闇の中を進み始めた。


    　視界が利かない不安から歩幅が狭くなるが、宮島は僕の腕を強く引っ張り減速を許さない。宮島の歩みは速く、危なげがなかった。もう広い道へ出るつもりはないらしく、暗闇の中を直角に折れて、別の裏路地へと入り込んだ。宮島が「この角を曲がるぞ」と言わなければ僕には曲がり角があることさえ分からなかっただろう。


    「み、宮みや島じま。お前、道が見えてるのか？」


    　正直、先ほどの未み由ゆよりも足取りがしっかりしている。闇やみの中を進むのに全く躊ちゆう躇ちよを覚えていない。


    「んなわけねーだろ。俺は単に〝覚えてる〟だけさ。忘れたか？　俺は無限の特技を持つ男なんだぜ？」


    　宮島の声は震えていたが、何とか強がろうとする響きがあった。僕はそのノリに合わせてできるだけ明るい調子で聞き返す。


    「覚えてるって、これはどんな特技なんだよ？」


    「ふふふ、聞いて驚け！　俺は美み傘かさ市の道を、どんな細い路地も含めて完全に把握しているのさ！　俺はもう目を閉じていても、街のどこへだって行ける美傘市マスター。だから真っ暗闇でも関係ねー」


    「おお、珍しく実用的な特技だな」


    　宮島の特技は呆あきれてしまうものが大半なのだが、今回は素直に感心する。


    「宮島くん……すごい。きっと毎日毎日、街をくまなく歩き回ったんだね。美傘市が……大好きなんだね」


    　未由の声には尊敬の響きさえ混じっていた。


    「いや、今年の夏休みは遠とお見みたちがいなくて暇ひまでさ。やることなくて」


    「暇潰つぶしかよ！」


    　僕は思わずつっこむ。


    「あ、あはは……で、でもいくら道を覚えているからって、普通はこんな暗闇をすいすい歩けないよ。す、すごいよね」


    　フォローするように未由が言う。


    「お、友とも月づきさん。いいところに気が付いたな。実は足元が見えない場所での歩行法ってのがあるんだよ。ま、単に転ばないようにするための特技だけどな。体重移動のタイミングとか難しいんだぜ？」


    　得意げに宮島が新たな特技を披ひ露ろうする。


    「お前、そんな技術をどこで習得してくるんだよ……」


    　僕が問うと、宮島はテンションを上げて説明し始めた。


    「ん、聞きたいか？　この暗中歩行の術を習得する過程には長いドラマがあってな。俺さ、昔から忍者に憧あこがれてたんだよ。忍者って日本の元祖びっくり人間って感じじゃん？　特技の塊みたいな存在じゃん？　だから俺、小六のときに忍者体験ツアーに参加したんだよ。ほら、観光地でやってる子供向きのイベントあるだろ？　ああいうのだよ。けど俺、やっぱそんな子供だましじゃ満足できなくてさ。皆から離れて忍者屋敷探検してたんだ。そしたらさ、なんとマジモンの忍者に──あ、着いた」


    　歩きながらマシンガンのように喋しやべり続けていた宮みや島じまが、急に立ち止まる。


    「本当か？　ここ……どの辺りだ？」


    　途中から宮島の話を聞き流していた僕は、すぐに気持ちを切り替えて周囲を見回す。今まで歩いてきた路地より多少道幅が広いようだ。差し込むわずかな明かりが、建物の輪郭を浮かび上がらせている。目の前にあるのはとても高いビルのようだった。天高く伸びた真っ黒い影が、空を半分覆おおい隠している。


    「え？　え？　お話はそこで終わり……なの？　忍者が出てきてどうなったか気になるんだけどな……」


    　一方、未み由ゆは宮島の話をしっかり聞いていたようで、残念そうに呟つぶやいた。


    「話の続きは、また今度じっくり聞かせてやるぜ。今は早く、木のバケモノに見つからないうちに中へ入るぞ」


    　特技についての話をしている間に宮島は普段の調子を取り戻していた。僕らを先導して、建物へ向かっていく。どうやらビルの裏口がそこにあるようだ。暗く四角い穴が開いている。傍そばには守衛室らしき場所があったが、当然人はいない。


    　宮島の背中を追いかけて中へ入ると、そこは完全な闇やみではなかった。赤い非常灯がうっすらと室内を照らし出している。


    「ここ、非常用電源があるみたいなんだよ。さすが街で一番大きいショッピングモールってとこだな」


    　宮島が説明する。そうか、ここは駅前のショッピングモール……。


    　僕にとっていろいろと思い出がある場所だ。初めてアリッサを見たのが、この屋上。そこから飛び降り、風に乗って僕の頭上を過ぎ去った少女の姿は今でも脳裏に焼きついている。


    「エレベーターも動くみたいなんだけどよ。途中で止まったりしたらやばいし、階段を使うぞ」


    　緑色に輝く非常口の標識に向かって宮島は歩き出す。この辺りは従業員しか立ち入らないバックヤードなのだろう。あちこち配管がむき出しになっている。


    　階段は非常口の灯火に照らされて、コンクリートの地肌を晒さらしていた。足音を反響させながら、僕らは階段を上っていく。


    　踊り場の壁にある階数表示が五階を示しても、宮島は足を止めなかった。体力を消耗している僕は、足を持ち上げるのも辛くなってくる。


    　だがそのとき、タッタッタッと上階から足音が下りてくることに気付いた。足を止め、疲れから俯うつむいていた顔を上げる。


    　──タッ！


    　傘さん陽よう学園の制服を着た少女が一つ上の踊り場に姿を現す。ふわふわした柔らかそうな長い髪。小学生に間違われてもおかしくない小柄な体たい躯く。一目で誰か分かる。朝あさノの宮みや陽ひ名な──僕の仲間だ。


    「啓けい介すけさん！」


    　陽ひ名なちゃんは顔を輝かせると、両手を広げて踊り場から飛び降りる。


    「うわっ!?」


    　階段の途中にいた僕は慌てて受け止める準備をする。


    　──ぽすん。


    　陽名ちゃんの体重が軽かったせいか、思ったより衝撃はなかった。勢いに負けて階段から転げ落ちるなどという事態にはならず、ほっとする。


    「ひ、陽名ちゃん、危ないだろ？」


    　首にぶらさがった陽名ちゃんを注意するが、涙目で睨にらみ返されて僕は口を噤つぐむ。


    「うるさいです。これぐらいの意地悪、受け止めてください。わたくし、もう……意地悪ができないかもしれないって思ってたんですよ」


    「……僕は、ちゃんと生きてるよ」


    「みたいですね。でも……わたくしが校舎の屋上から三階へ落ちた後、啓介さんの〝色〟は弱くなって……一瞬だけ爆発するみたいに強くなりましたけど、最後には〝視みえ〟なくなって……もしかしたらって──ずっと不安だったのです」


    　陽名ちゃんは人の気配や運命といった曖あい昧まいなものを〝視る〟ことができる。それは色を伴うことが多いらしい。
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    「心配かけてごめん。約束、破るところだったな……」


    　僕は陽ひ名なちゃんと、ある約束をしていた。それは彼女の整理しきれない想いを、意地悪という形で受け止めること。一生、受け止め続けること。エノクに負けた時、僕が死んでいればその約束は果たせなくなっていた。


    「全くです。啓けい介すけさん、忘れないでください。わたくしはあの約束があるから……今ここにいるのです」


    　陽名ちゃんは僕の耳元でそう囁ささやくと、首に回していた手を解ほどいて階段に着地する。そして僕の後ろに立つ未み由ゆに笑いかけた。


    「未由さんも、ご無事でよかったです」


    「……私には、ずいぶん淡白なんだね」


    　未由はむすっとした表情で答える。だが何な故ぜかその目は陽名ちゃんではなく、僕の方を睨にらんでいた。あれ？　僕、何かしたか？


    「ふふ、女は現金な生き物なのですよ。それから宮みや島じまさん、お二人を無事に連れてきてくれてありがとうございます。では立ち話は疲れますし、移動しましょう。情報交換はそれからで」


    　陽名ちゃんは真ま面じ目めな表情になって僕らを促す。


    　僕は仲間二人と再会できた喜びを噛かみ締めつつも、他の仲間たちが姿を見せないことに胸騒ぎを覚えていた──。
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    　陽名ちゃんの先導で僕らが辿り着いたのは、ショッピングセンターの屋上だった。


    　アーケードゲームの筺きよう体たいが並ぶコーナーや百円で動く子供用の遊具などがあり、屋上を囲うフェンスの傍そばにはベンチが並んでいる。通りを挟んだ駅ビルよりも高いこの屋上からは、街が一望できた。


    　とはいえ、あまり愉快な景色ではない。空は無骨な根の壁に覆おおわれ、天頂には太陽ではなく逆さまの樹が君臨している。


    　外界から隔絶されたことで電気の供給が途絶えたのだろう。雑多な繁華街は光による主張を封じられ、闇やみの中に埋もれていた。


    　そんな変わり果てた美み傘かさ市を見下ろせるベンチに、僕らは腰を下ろす。陽名ちゃんだけは立ったまま、僕と未由と宮島の視線が集まるのを待って話し始めた。


    「まず、最初に言っておくです。ここにいるのは──ここまで逃げ延びることができたのはわたくしと宮島さんだけです」


    「……そう、か」


    　ある程度、予想はしていた。だが事実として突きつけられると呼吸が苦しくなる。


    「順を追って、何があったかを説明しますです。聞いてください」


    「ああ……頼む」


    　絶望するにはまだ早いと、僕は現状を把握するために耳を傾けた。


    「鈴りんさんを飲み込んでしまった巨人──その一撃で屋上の床が崩落した後……わたくしはしばらく気を失っていたようでした。目が覚めると、天井に開いた穴の上に青い巨大な竜りゆうが浮いていたのです」


    「……ウルトさん、だな」


    　陽ひ名なちゃんはウルトさんが《流ながれし星ほし竜りゆう》を召しよう喚かんしたときに目覚めたのだろう。僕はそのときもう右腕を切り離されていて、何もできなかった。


    「やはり、そうだったのですか。気配の色でそうではないかと思っていました。それから戦闘が始まり、脆もろくなった天井から瓦が礫れきが落ちてきました。逃げようと身を起こしたのですが、壊れたピアノと瓦礫に押し潰つぶされた教室にいたのはわたくし一人でした。そこにツグミさんがやってきて、わたくし以外はもう下の階に運んだのだと教えられました」


    「そっか、ツグミが……」


    「はい、一人で頑張ってくれていたのです。ですがどうしても由ゆ衣いさんが見つからないと焦あせっていました。由衣さんの気配は天井の向こうに〝視みえ〟たので、ここを捜す必要はないとツグミさんに教えましたが……そのとき、啓けい介すけさんと未み由ゆさんの気配がとても弱いことに気付いたのです」


    　確かに僕は出血が致命的な量に達しようとしていたし、未由は連れん大だいに敗れて全身血ち塗まみれの酷ひどい有様だった。そして恐らく、陽名ちゃんが感じた由衣の気配というのは僕の右腕のことだろう。


    「わたくしは正直──取り乱してしまいました。もう一度、支えを失うことを想像したら耐えられなかったのです。何の考えもなく、屋上へ続く階段に走りました。ですが辿たどり着く前に、啓介さんたちの気配は消えてしまったのです」


    　その時のことを思い出したのか、涙声になる陽名ちゃん。だが下唇くちびるを噛かんで嗚お咽えつは漏らさなかった。


    「……それから、わたくしたちは雪ゆき絵えたちと合流しました。皆で一階の教室に移動して身を隠し、様子を窺うかがいました。アリッサさんの気配はまだ〝視え〟たからです。けれど、アリッサさんの傍そばに視える敵らしき気配が動かず、助けに行く隙すきは見つけられませんでした。そして一時間ほど経った頃──街がざわめいたのです」


    「ざわめいた？」


    「音の波が押し寄せてきたのですよ。窓から外を窺うかがうと、校庭の樹海が……学園の生徒が変化した樹木が一斉に動き出していました。大半の木は校門から外へ向かって移動し始めましたが、一部は校内に侵入してきました。危険を感じたわたくしたちは逃げようとしましたが、既に道は塞ふさがれていたのです。けれどツグミさんが囮おとりになって木の化け物を引きつけてくれて……わたくしたちは学園から脱出することができました」


    「そこでツグミとは逸はぐれたのか……」


    「はい……ですが街にも動く木は溢あふれていて、追い詰められるたびに誰か一人が囮になるしかありませんでした。雪ゆき絵えと山やま崎ざきさんはそのときに……」


    　陽ひ名なちゃんは小さな拳こぶしを固め、悔しさを滲にじませた表情で俯うつむいた。


    「でもさ、みんな捕まったかは分からないんだろ？」


    　問いかけるが陽名ちゃんは暗い顔のまま。つまりそれだけ絶望的な状況で別れたのだろう。


    「っ……そ、そもそも木に捕まったからってどうなるんだ？　僕と未み由ゆも何となく不気味だったから逃げたけど、まさか喰われるわけじゃ──」


    「〝喰われる〟のですよ」


    「え？」


    　最悪の例たとえとして口にした言葉を肯定され、僕は言葉を失った。


    「逃げる途中、わたくしたち以外に無事だった人を見かけました。ですがその人は木の根に捕らえられ、幹に開いた虚うろの中に放り込まれてしまいました。その途端、木は二倍近い大きさに成長して、今度はわたくしたちを追いかけてきたのです……」


    「人を喰って……成長するのか？」


    「そのようです。もしかしたら、木にならなかった人間を取り込むことが目的なのかもしれないです」


    　脳裏にツグミ、冬上、山崎が追い詰められ、木に食われるビジョンが浮かぶ。鈴りんちゃんが連れん大だいに飲み込まれる瞬間を目にしていた僕にとって、その想像はひどくリアルだった。


    「……大丈夫だ。もし……もしも、万が一、冬ふゆ上がみたちが取り込まれてしまっていても、元凶を何とかすれば助け出せる……そのはずだ」


    　自分へ言い聞かせるように僕は呟つぶやいた。その言葉に反応したのは、ずっと黙っていた宮みや島じまだった。


    「本当かっ!?　山崎は、皆は、助けだせるのか!?　山崎のやつ……俺は冬上みたいになりたいんだって台詞せりふを吐いて、走っていったんだ……。本当はすんげぇ臆おく病びようなはずなのに、無理しやがってさ──」


    「宮島……」


    「俺、それまではブルってて……泣き喚わめきながら、ただ引っ張られてたんだ。でも、あいつばっかカッコイイのは悔しくて……こんな状況が許せなくて……ふざけんなって思って……山崎の行動を無駄にしてたまるかって、もう必死で、逃げ道を探したんだ。でも一番欲しかったのは安全な場所じゃなかった。全部を元通りにする方法だったんだよ！」


    「──その方法はある」


    　はっきりと僕は告げる。異界を消し去れば、その力で変化したものも元に戻るはず。僕の望みも宮みや島じまと同じだ。僕らは世界を救いたいわけじゃない。自分たちのちっぽけな世界を守りたいだけなんだ。


    「本当に、本当か？」


    「ああ」


    　僕の返事を聞いて、宮島は脱力したようにベンチの背もたれに体重を預けた。


    「……ぅうっ、ううっ」


    　腕で顔を隠して泣き始める宮島。僕らを助けに来た時もそうだった。ずっと限界以上に頑張っていたのだろう。しばらくそっとしておくことにする。


    　陽ひ名なちゃんはそんな宮島を見て、優しく笑った。


    「本当に、宮島さんは頑張ってくれたのです。宮島さんがいなければ、ここまで逃げてくることはできなかったですから」


    「……気になってたんだけど、この場所は安全なのか？」


    「今のところは、たぶん安全です。山崎さんがいなくなってからの宮島さんは本当に冴さえていて、それまでの経験から木の行動パターンを割り出してしまったのですよ」


    「行動パターン？」


    「はい。動く樹木は、単純に一定距離にいる人間を感知するようなのです。学園でわたくしたちの方に向かってきた樹木の範囲から考えて、その距離は約二十メートル。ただし一体に見つかると、他の場所からも別の木が集まってきます」


    「そういえば僕らも最初に一体と出会った途端、大群に囲まれたな……」


    　つまりは屋内に隠れていても距離次第で感知されるということ。ここまで来る途中に見た、襲撃された住居や店……たぶんそこには木にならなかった人々が身を潜めていたのだろう。だが〝動く木〟に感づかれて襲われた……。


    「ですから対策としては近づかないことが最も重要なのです。敵から二十メートルという距離を維持するのは水平方向なら難しいですが、垂直方向に離れるなら高いビルに上るだけで可能です。そういうわけでわたくしたちはこのショッピングモールに隠れているのですよ」


    「なるほど……」


    　感心する。並なみの洞察力では、そこまで分析することは適かなわない。


    「それで話の続きですが──わたくしたちが街の様子を見るため屋上に来たとき、空を砕いて学園で見た竜りゆうが現れたのです。わたくしは竜に混じった啓けい介すけさんと未み由ゆさんの気配を〝視み〟つけて、お二人が街へ降りたことにも気付きました」


    「だから宮島が迎えに来てくれたんだな」


    「俯ふ瞰かんして街を〝視み〟れば、啓けい介すけさんたちが木と出くわすことは分かりましたからね。逃走ルートを予測して、宮みや島じまさんに向かってもらったのです。本当はわたくしも一緒に行くつもりだったんですけど。足あし手で纏まといだって置いてかれちゃいましたです」


    　陽ひ名なちゃんが苦笑すると、顔を隠したまま宮島が鼻声で呟つぶやく。


    「安全な道を教えてくれただけで十分だったんだって。急がないと間に合わないタイミングだったしさ」


    「でも、すごい震えてたよな」


    「し、仕方ねえだろ、滅茶苦茶怖かったんだから！　一人きりだと見栄張ってられなくて泣きそうだったんだよ！」


    「今は泣いてるけどな」


    「うっせ、もう涙なんて出てねえよ」


    　宮島はそう言ってごしごしと顔を擦こすってから腕を下げる。そして赤くなった目で僕を見て、口を開いた。


    「遠とお見みたちの方はいったい何があったんだ？　まあ……俺が聞いて理解できるかは分かんねえけどさ」


    　問われて、僕はどう説明すべきか考える。


    　右腕を巡る由ゆ衣いとの喧けん嘩か、《方はこ舟ぶね》の計画を変えようとしたスーラ──そのあたりの事情はややこしい。


    「簡単に言うと……大おお怪け我がを負った僕らはウルトさんに安全な場所まで運ばれたんだ。そこで傷を癒いやして戻ってきた。敵と戦えるだけの力も手にして、な」


    　細かな背景は置いておき、最低限必要な情報を伝えることにした。陽名ちゃんにはあとで詳しい説明を求められるかもしれないが、宮島に《天牢ウオルフ＝ライエ》や天使について教えても混乱させるだけだろう。


    「戦う、か。遠見は、すげぇ言葉を口にするなあ」


    「すごい？　何がだ？」


    「遠見たちはさ……街をこんなふうに変えた、とんでもない奴と戦うっていうんだろ？　大怪我したって軽く言ってたけど……めちゃくちゃ痛かったはずだろ？　普通なら、そんな相手には二度と関わりたくないぞ」


    「……あんまりビビらせないでくれ。冷静に考えると、怖くなってくる」


    　僕は苦笑しながら、右腕をさすった。敗北の恐怖はどうしようもないほど体に刻まれている。僕がそれでも戦おうと思うのは、より強い衝動があるから。失いたくないという〝飢え〟が僕を突き動かすからだった。


    「ああ、悪い。いやさ、俺はその……殴られるなんてことは痛いだろうし、考えたくもないんだけど……自分が誰かを殴ることも想像できないんだよな。戦うって言葉に現実感がないんだ。だからすげぇって思ったのさ」


    「そういう意味なら、別にすごくなんてない。宮みや島じまだって父親に勝ちたいって話、してただろ？　殴り合うだけが戦いじゃない。誰だって、負けたくない相手とは戦うしかないんだ。それぞれの……方法で」


    　エノクの姿を脳裏に描き、僕は言う。


    「そっか──そういやそうだな」


    　自分に照らし合わせて考えたのか、宮島は納得したように頷うなずいた。


    　話が一段落した気配を察して、陽ひ名なちゃんがパンと手を叩たたく。


    「では、このあたりで情報交換は終了ということにするです。これからの行動について話し合うのは、栄養補給の後にしましょう」


    　そう言って陽名ちゃんはベンチの下からパンパンに膨ふくらんだビニール袋を取り出した。


    「陽名さん、それは？」


    　未み由ゆの問いに陽名ちゃんは薄い胸を張って答える。


    「食料です。一階にはスーパーもありましたからね。調理せずに食べられるものを集めておきました。あ、代金はレジに置いてきましたのでドロボウではないのです」


    　スナック菓子やペットボトル飲料、それに総菜コーナーのコロッケやミンチカツなどが袋の中から出てくる。おいしそうな匂いに、腹が鳴った。


    「……啓けい介すけさん、お腹なかが空すいていたみたいですね」


    　陽名ちゃんが笑う。そういえば《方はこ舟ぶね》で朝食を食べて以降、何も口にしていなかった。


    「ああ、すごく助かったよ」


    「いえいえ。ただし、後で割り勘ですからね？」


    　食料に手を伸ばした僕へ、陽名ちゃんは釘を刺す。


    「しっかりしてるな……陽名ちゃん」


    　ケチだという意味ではない。〝後で〟という言葉は、この非日常の後に日常が帰ってくると信じていなければ口にできない。つまりは絶望していないことの証明。


    「それほどでもあるのです」


    　陽名ちゃんは僕が目をつけていたコロッケを先に確保して、意地悪く微ほほ笑えむ。


    「あ」


    「う……もう、そんなに情けない顔をしないでくださいです。仕方ありません──」


    　おおげさに肩を落とした僕を見て、陽名ちゃんはコロッケを半分に割って差し出してくる。


    　こんなふうに──しっかりしていて意地悪で、そして優しいのが、朝あさノの宮みや陽名という女の子だった。


    



    
      ５

    


    



    「──エノクたちに気づかれないよう学園まで行くのは、無理だと思うか？」


    　食事を終えた後、僕は陽ひ名なちゃんに訊たずねた。ベンチに座っているのは僕と陽名ちゃんだけ。宮みや島じまは用を足しに席を外し、未み由ゆはフェンスの傍そばに立って街を見下ろしている。


    　僕らの足元には空から容器を詰め込んだビニール袋が転がっていた。食料は十分以上にあり、枯こ渇かつしかけていた体力も少し回復した。


    　次は、行動を開始する番だ。けれど、街には予期せぬ〝動く木〟という障害が溢あふれている。思うようにはいかない。


    「そうですね……難しいのは確かです。しかし必要なことなのですよね」


    　陽名ちゃんには、僕の切り札が日没後でなければ使えないことを食事中に伝えてある。もっとも……その切り札が《天牢ウオルフ＝ライエ》の召しよう喚かんだとまでは言い出せていなかったが。


    「ああ。このショッピングモールにいれば安全かもしれない。だけど日没まで待っていたら手遅れになる可能性がある以上、行くしかないんだ」


    「それは分かるのですが……地上を進めば間違いなく〝動く木〟に出くわしてしまいます。二十メートル以上の高度を飛行すれば安全ですけれど……」


    「魔術はできれば使いたくない。それに、空を飛ぶのは見つけてくれっていうようなもんだ」


    「となれば、徒歩で〝動く木〟の半径二十メートル以内に近づかずに学園を目指す……という選択肢しか残らないです」


    「宮島は僕らをショッピングモールに案内するとき、安全なルートを選んでた。あれは陽名ちゃんが教えたんだろ？　同じようにはいかないのか？」


    　僕は陽名ちゃんならば学園までの安全なルートが分かるのではないかと期待していた。だが陽名ちゃんは申し訳なさそうに首を横に振る。


    「確かに、この場所から街を見渡せば、現時点での安全なルートは分かるです。けれど木は移動しています。学園までは急いでもここから二十分。その間に安全だった道も、使えなくなってしまうのですよ」


    「そうか……僕らは近くにいたから、宮島は迎えに来れたんだな」


    「はいです。リアルタイムに情報を伝える手段があればいいのですが、携帯電話もこのとおりですし……」


    　陽名ちゃんはスカートのポケットから携帯電話を取り出して僕に見せた。電波表示は圏外。僕も携帯を持っていたことを思い出して確認するが、アンテナは立っていなかった。街全体が隔離された影響だろう。


    「あの……」


    　するとそこに未由が口を挟んだ。フェンスから離れて、僕らの前までやってくる。話を聞いていたのだろう。


    「未由、どうしたんだ？」


    　僕が訊たずねると、未み由ゆは躊躇ためらいがちに口を開いた。


    「一つだけ、あるよ。リアルタイムに情報を伝える方法」


    「えっ、本当か？」


    「うん。ただ……」


    　未由はとても言いにくそうな様子で言葉を濁す。


    「何だ？　とにかく教えてくれ」


    　僕が促すと、ようやく未由はその方法を告げた。


    「──私の血を飲めば、前みたいに私の考えていることが啓けい介すけくんに伝わると思うの」


    「え、それって……」


    「そう……〝支配〟だよ。啓介くんを無意識で縛っちゃった、私の力。もう使うべきじゃないのは分かってる。啓介くんは傷ついただろうし、私も何が本当か分からなくなって怖かった。だから……ごめん、やっぱり忘れて」


    　未由は悲しそうな顔で、謝った。恐らく僕の表情を見たからだろう。自意識を侵される恐怖は、反射的に僕の顔を強こわ張ばらせていた。


    　しかし他に手段がないならば、この方法を取るべきだろう。未由がここに残り、陽ひ名なちゃんの言葉を僕に伝えれば、そのつど安全な道を選ぶことができる。


    　でも──未由の悲しんだ顔を思い出すと、口が動かなかった。


    『お兄にいちゃん、心配しなくていいよ』


    「へっ!?」


    　思いがけない場所──自分の内側から声が聞こえて、僕は驚く。


    　未由と陽名ちゃんが、奇声を上げた僕をきょとんとした顔で見た。


    　──由ゆ衣い、か？


    『もう……あたしのこと忘れてたでしょ？　今はあたしがお兄ちゃんの中にいるんだからね。お兄ちゃんの心は、未由お姉ねえちゃんにだって手出しさせないよ』


    　──操られる心配はないってことか？


    『うん、だって《魔狼フエンリル》……っていうかお兄ちゃんの支配権は、全部あたしのものだもん』


    　何か今、ひどく物騒なことを言われた気がした。


    　まあとりあえず無意識化での隷れい属ぞくは心配ないと未由に伝える。


    「……え？　由衣ちゃんが？　それなら……大丈夫そうだね」


    　ほっとした様子で未由は胸を撫なで下ろすと、カプリと自分の人差し指を噛かんだ。そして血の珠たまが浮かんだ指を差し出してくる。


    「い、いきなりか？」


    「だ、だって早くしないと宮島くん戻ってきちゃうよ。あんまり支配が長引くとよくないだろうし、一滴だけね。これぐらいなら効力も長続きしないと思う」


    　顔を赤くして未み由ゆは僕を急せかす。確かにこんなところを宮島に見られるわけにはいかない。覚悟を決めて、未由の人差し指を口に含む。血の味が口内に広がった。


    　僕の内側に熱が流れ込んでくる感覚。薄れていた未由との繋つながりが復活したのを感じた。


    「……啓けい介すけさん、なんかいやらしいです」


    　熱に浮かされて、ボウッとしていた僕は陽ひ名なちゃんの声で我に返る。慌てて口を離して横を見ると、ジト目の陽名ちゃんに睨にらまれていた。


    『どう、聞こえる？』


    　未由の声が胸の内側に響いた。


    「あ、ああ、聞こえる」


    　僕が頷うなずくと、未由は『上う手まくいったね』と笑う。同時にぷつっと音がして心の声が途切れた。未由が自分で回路を閉じたようだ。


    「でも……相変わらず啓介くんの声は聞こえないんだよね。そうだ、啓介くんの血を私が飲めば相互回路が作れるかもしれないよ」


    　まあ有り得る話かもしれない。けれど上気した未由の顔を見て、僕は溜ため息いきを吐ついた。


    「未由、単に血が飲みたくなったんだろ？」


    「あ、はは……分かっちゃった？　ごめんね、私の血を吸ってる啓介くんを見たら、抑えきれなくなっちゃって」
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    　居心地悪そうに未み由ゆが上うわ目め遣づかいで僕を見る。


    「……う、分かったから、ほ、ほら」


    　僕も自分の人差し指の先を犬歯で噛かんで傷つける。思ったより痛かったが、平然を装って未由に指を差し出す。


    「ありがとう啓けい介すけくん。じゃあ、いただきます」


    　何な故ぜか合がつ掌しようしてから、未由は僕の指を咥くわえた。ちゅう、と傷口が吸われる。


    「む──さっきより、もっといやらしい感じです」


    　憮ぶ然ぜんとした陽名ちゃんに脇わき腹ばらを突つかれた。


    「うわっ!?」


    　驚いた僕は指を引き戻す。


    「え……もう、終わり？」


    　物足りなさそうな顔の未由。だが陽名ちゃんは僕と未由の間に割って入って、「終わりですっ！」と叫んだ。


    「は、はい……」


    　陽名ちゃんの剣幕に圧おされて、未由は身を縮めた。


    「それで、啓介さんからも心の声を届けられるようになったのですか？」


    　表情はにこやかに、だが僕の足の甲を踏みつけながら陽名ちゃんが訊たずねてくる。


    「い、今試すって……」


    　──未由、聞こえるか？


    「あ、ホントに聞こえた」


    　驚く未由。どうやら本当に血を飲むための口実として、言ってみただけだったらしい。


    　陽名ちゃんは呆あきれた顔をして呟つぶやく。


    「恐らく、聞き取れるようになったというのが正解ですね」


    「え？　僕から未由への回路が作られたんじゃないのか？」


    「いいえ、繋つながりというものは基本的に最初から相互的なものです。これまでは未由さんから啓介さんへ流れ込む力の波が大きすぎて、啓介さんから届く声は掻かき消されていたのでしょう。ですが〝聞こえるかも〟と未由さんが耳を澄ましたことで、かすかな啓介さんの声に気が付いた……そんな感じですね。たぶん」


    「それってつまり……」


    「暗示みたいなものです。だって啓介さんの血に、特殊な能力なんてありませんよね？」


    「そういや……そうか」


    　血を媒介にするのは友とも月づき家の力。繋がりは未由の力で作られたものだった。


    「まあ、暗示だろうと何だろうと心で会話ができるようになったのは好都合です。ここから未由さんを介して、わたくしが学園まで啓介さんを誘導しますです」


    「ああ、お願いするよ」


    「で・す・が！」


    　陽ひ名なちゃんは僕の頬ほおをぎゅっと抓つねる。


    「いたたたたっ!?」


    「さっきのやり取りはいやらしすぎです。不健全です。反省してくださいです」


    「わ、分かった。は、反省します！」


    　痛みに耐えかねて僕は叫ぶ。


    「よろしい」


    　頬から手を離すと陽名ちゃんは、ごそごそと懐ふところから何かを取り出した。


    「もしまた同じことをしたら、お仕置きしますから」


    　陽名ちゃんはそう言って、血が出ている僕の人差し指に可愛かわいい花柄の絆ばん創そう膏こうを巻きつけてくれたのだった。


    



    



    「……よし、行くか」


    　気合いを入れるために僕は小さく呟つぶやく。場所はショッピングモールの一階、赤い非常灯に照らされた従業員用のバックヤード。周囲には誰もいない。僕一人きりだ。


    　これから僕は、単独で学園に向かう。


    　未み由ゆ、陽名ちゃん、宮みや島じまは屋上。安全なルートを伝達してもらうために未由は残らざるを得ない。だが正直、未由と別れて行動するのは不安だった。いざというとき、《魔狼フエンリル》だけでは力不足だと分かっていたから。


    　──やっぱり、エノクたちに見つかったら逃げるしかないかな……。


    『大丈夫。もし戦いになったら隠れている必要もなくなるし、魔術ですぐに駆けつけるよ』


    　僕の思考に、未由が返事をする。連絡を取り合うため、既に回路は開いてあった。


    　いろいろ実験してみたところ、頭の中で言語化した思考でないと曖あい昧まいすぎて相手に伝わらないらしい。距離に関してはほとんど影響せず、こうして数十メートル離れた状態でも、未由の声がクリアに届く。


    　──分かった。だけど未由は姿を見せない方がいい場合もあるからな。助けが必要な時は僕から頼むよ。


    『うん、了解。無理……しないでね。あ、横で陽名さんと宮島くんも、気をつけてって言ってる』


    　──二人にも、分かったって伝えてくれ。じゃあ行ってくる。


    　胸中で未由に返事をし、僕は裏口から暗い屋外へと足を踏み出した。


    　辺りに〝動く木〟がいないことは屋上から確認ずみだったが、体は緊張で強こわ張ばる。相変わらず闇やみは濃いため、ほとんど何も見えないからだ。僕はズボンのベルトに挟んでおいた懐中電灯を取り出し、スイッチを入れた。前方の暗闇を丸い光が押し退のける。


    　これは食料品と同じく、陽ひ名なちゃんが店内から見つけてきたものだった。宮みや島じまが僕らを迎えに行っている間に発見したらしい。電池で動くなら停電していても関係ない。文明の利器は多様なのだ。


    『啓けい介すけくん、まずは目の前の道を真っ直すぐ』


    　未み由ゆの指示に従い、懐中電灯で足元を照らして歩き出す。〝動く木〟は距離で人間を感知するようなので、光は気にしないでもいいだろう。ただ広い場所での光はエノクたちの目に届いてしまうかもしれない。大通りではスイッチを切る必要がある。


    　懐中電灯は常に地面へ向けつつ、僕は裏路地を縫ぬうように進んだ。


    　次は右に、真っ直ぐ、そこを左……ナビゲートは正確だった。〝動く木〟は現れず、木の葉のざわめきも聞こえてこない。


    　陽名ちゃんが危険な範囲を見極め、宮島が迂う回かいルートを導き出し、未由が伝達する。完成されたチームプレーだ。


    　大通りは、ほとんど横切るだけ。基本的に細い道を歩き続ける。


    　普通に学園へ向かうよりは遠回りになったが、それでも三十分程度でビル街と住宅地を隔てる川まで辿たどり着くことができた。懐中電灯の明かりを消して、橋を渡る。暗闇の底からは水の流れる音が響いていた。


    　──この道、確か橋を渡ると女子寮の前に出るよな？　そこからは学園まで脇わき道みちはないけど……平気なのか？


    　緑の光に薄うっすらと浮かび上がる景色から現在地を推測し、未由に訊たずねる。


    『もうその辺りに〝動く木〟はいないみたいだよ。陽名さんがずっと街を観察して分かったことなんだけど、〝動く木〟は目的地を持って移動しているらしいの』


    　──目的地？


    『まだどこかは分からない。でも隠れてる人を虱しらみ潰つぶしに探しながら、一か所に集まろうとしているのは確かなんだって。学園の近くはもう移動しきった後だから安全だけど、こっちはもしかしたら危なくなるかもしれない。木が店内にまで入ってきたら、屋上にいても見つかっちゃうし』


    　え……平気なのか？


    『ショッピングモールには出口が複数あるから、囲まれる前に脱出できるよ。最後の手段で私の魔術もある』


    　──分かった。未由、そっちのことは頼む。僕はこのまま学園まで行ってみる。


    　声には出さず、心の中で僕の意思を伝え、走り出す。この辺りに〝動く木〟がいないというのならば、注意を払う必要はなかった。


    　橋を渡りきり、女子寮の前を通り過ぎ、川沿いの道を駆ける。


    　学園の校舎と体育館のシルエットが遠くに見えた。


    　帰って、きたんだ。とうとう戻ってきたんだ。アリッサのいる場所に。アリッサを置き去りにしてしまった戦場に──。


    　これまで考えないようにしていた様々な可能性が、頭の中に溢あふれる。


    　アリッサが殺されていたらどうしよう。心が壊されていたらどうしよう。何もかも手遅れだったらどうしよう。エノクを倒そうが、異界を壊そうが、どうにもならない状態だったらどうしよう。


    　呼吸が苦しくなる。いつの間にか僕は歯を噛かみ締め、息を止め、全力で足を動かしていた。


    　ダメだ、落ち着け。まずは様子見だ。アリッサがまだ学園にいるとも限らないんだ。冷静になって状況を分析しろ。


    　胸の内側で荒れ狂う〝飢え〟を抑えつけ、自分に言い聞かせる。


    　一いつ旦たん立ち止まり、深呼吸をして気持ちを落ち着けた。


    　都合のいい楽観的な妄想も、最悪で絶望的な想定も、今はいらない。


    　心を決めろ。一番の望みは何だ。たとえ何があっても果たす目的は何だ。


    　目を閉じる。すぐに少女の顔が浮かび上がる。


    　笑って、僕に右手を差し伸べる少女。金色の髪と碧みどりの瞳ひとみを持つ魔術師。


    　僕は、彼女を取り戻す。アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトを奪い返す。


    　──絶対に。


    　目を開き、再び走り始める。体力を使い果たさないようにペースは抑える。もう余計な思考は浮かび上がってこなかった。規則的に響く自分の足音を聞いているうちに、学園の門が見えてくる。


    　焦あせらない。竦すくむこともない。


    　学園の門は開いていた。門の脇わきには傘さん陽よう祭さいと書かれた看板が倒れている。校舎まで続く道には無人の屋台。


    　抜け殻がらとなった祭りの中へ僕は足を踏み入れた。


    　そのときだ。


    　ヒィィィィィィン──。


    　耳鳴りに似た高い音が学園に響く。続いて金と緑色の光が校舎の屋上から放たれた。眩まばゆい輝きに、学園が一瞬だけ昼の姿を取り戻す。


    　二色の光は混じり合い、光の線となって空に散った。


    「あれは──」


    　何が起こっているのかは分からない。しかし僕の直感が告げた。急げ、と。


    　強く地を蹴ける。一刻も早く、アリッサの元へ向かうために。


    　心は乱れていない。感情は暴走していない。


    　冷静に自分の直感を吟味し、取るべき行動を決めただけ。


    　確信があった。


    　光が放たれた場所にアリッサはいる。まだあの屋上で戦っている。捕らえられていようと、一人きりになろうと、戦っている。


    　だってアリッサはそんな無茶をする──英雄みたいな奴なんだから。


    



    
      ＊

    


    



    　これは一時間ほど前のこと。異界が揺れた、その直後──。


    　学園の屋上で、アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは見た。


    　空が砕ける瞬間を。木の根で編まれた天てん蓋がいにひび割れが走り、崩れる壁の向こうに蒼そう空くうが覗のぞくのを。陽光と共に青い竜りゆうが暗い街へ飛び込んでくるのを──。


    　白翼で風を切り、金色の角つのを輝かせ、巨大な竜は学園の上空を通り過ぎた。


    　希望はない──エノクが口にしたその言葉は巻き起こる激しい風に吹き飛ばされた。


    　エノクは苦々しい表情で、手を翳かざす。すると虚こ空くうから柄えの長い鎌が出現した。


    　透明な三日月形の刃が緑色に輝くと、天頂の逆樹も呼応するように光りだす。


    　逆さまの木から竜を狙ねらって放たれる緑の矢。だが竜は防御壁と金色のブレスで凌しのぎきる。


    　しかし激しい攻撃に圧おされて、竜は開いた穴の向こうへ退却していった。


    「流ながれし、星ほし竜りゆう……？」


    　アリッサは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。突然のことに思考が追いつかない。


    　穴を開けられた箇所の根が再生し始める。蒼空が小さくなっていくのを眺めながら、アリッサはこの出来事をどう受け止めればいいのか分からず混乱していた。


    　壁を修復しているのはエノクのようだった。鎌の先端を穴に向けている。


    「──とうとう来たか。今のは様子見か、外からの攻撃に切り替えたか、それとも……。どちらにせよ、ただ逃げ帰ったわけじゃないだろうな」


    　エノクはアリッサに背を向けていたため、表情は分からない。だがその声には緊張と憎悪と、歓喜が混じっているようにアリッサは感じた。


    　そうか、戻ってきたんだ。たぶん、さっきの星竜はウルト伯お母ばさま。


    　ようやく目の前で起こったことを正しく認識する。すると一気に疑問が脳内に溢あふれ返った。


    　あの《流れし星竜》、とても大きかった。前に見たときの十倍以上。方はこ舟ぶねが、事態の収拾に動き出したの？　星竜を召喚しているのがウルト伯母さまなら、一緒にいなくなったケースケとミユはどうしたんだろう。二人がもう戦える状態じゃなかったのは分かってる。だけどせめて無事かどうかだけでも知りたい──。


    　だが疑問に対する答えは得られない。星ほし竜りゆうは去ってしまったのだから。


    　壁の修復を終えたエノクがアリッサに向き直る。その瞳ひとみに余裕の色はもうなかった。連れん大だいに逆らわれても平然としていたエノクは、これから真剣勝負に挑むような鋭い眼まな差ざしでアリッサを射抜く。


    「見てのとおりだ、アリッサ。もう時間がない、答えを聞こう。オレに心を開き《天使王ミトロン》の木を成長させるか、街の人間を身代わりにするかのどちらかだ」


    　エノクは強い口調で答えを迫る。先ほどまでのアリッサなら、追い詰められ、最後には街の人間を守る選択をしただろう。


    　けれど突然現れた《流れし星竜》が示してくれた。希望が失われたように思えても、それは単に見えなくなっただけ。たとえ自分のいる場所と隔てられていようとも、希望はどこかに残っている。


    「……どちらかですって？　違うわね。選択肢は二つきりなんかじゃない」


    　だからアリッサはエノクの言葉を鼻で笑う。


    「何を言い出すかと思えば……現実逃避はよせ」


    「あたしはちゃんと現実を見ているわ。そのうえであんたが示した選択肢はどれも選ばない。あんたはあたしの希望が絶えたと言ったわね。確かにそのとおりかもしれない。でもあたしじゃない誰かは、まだ希望を持っているのよ。少なくとも伯お母ばさまは戦おうとしている」


    「要するに他力本願か。それは現実逃避と変わらない。結局キミは、選べなかった言い訳をしているだけだ」


    　肩を竦すくめて嘲あざけるエノク。けれどアリッサの声は力を失わない。


    「違うわ。あたしは伯母さまたちの希望を潰つぶさない選択をしたのよ。たぶんあんたには理解できないでしょうね。絶望、絶望って繰り返して、自分の内側しか見ていないあんたには」


    「──黙れ」


    　緑色の軌跡が走る。アリッサの制服が切り裂かれ、ボタンが一つ地面に落ちた。


    　エノクが鎌を振るったのだと、三秒ほど遅れてアリッサは気付く。


    「八つ当たりは……見苦しいわよ？」


    　はだけた胸元を気にしながらも、アリッサは強気の姿勢を崩さなかった。


    「見苦しい、か。いいね、オレを言い表わすのに最適な言葉だ」


    　エノクは喉のどの奥で笑いながら、鎌の柄えで地面を叩たたいた。するとコンクリートを砕いてエノクの足元から木の根が生えてくる。木の根はエノクの体をアリッサと同じ高さまで持ち上げると成長を止めた。


    「何を……する気？」


    　エノクを目の前にして、アリッサの声がわずかに震える。


    「オレは見苦しいからね。手段を選ばないことにした」


    　バンッとエノクの手が叩たたきつけられる。アリッサの顔のすぐ傍そばに──。


    「──っ!?」


    　反射的に身を竦すくませたアリッサへ、エノクは顔を近づけた。


    「オレはキミが街の人間を救うために自らを犠牲にすると考えていた。絶望してくれると信じていた。しかしキミが選択を放棄するならば、オレは別の方法でキミを絶望させなきゃいけない」


    「…………」


    　息がかかる距離で、アリッサはエノクを無言で睨にらみつける。


    「怖い目だ。キミは確かに強いよ。どこまですれば絶望してくれるのか、いまいち分からない。だからまず、奪えるものを全て奪ってしまおうと思う」


    　エノクはさらに顔を寄せた。鼻の頭が触れようかという至近距離。


    「くっ……離れなさい！」


    「最初は唇くちびるだ。その次は体。体で足りなければ心。キミが空っぽになってしまうまで、オレは奪い続けよう」


    「──いやっ!!」


    　アリッサは顔を背そむけ、エノクを拒こばんだ。だが顎あごを掴つかまれて無理やり前を向かされる。両腕両足を木の幹に拘束されているアリッサはそれ以上抗あらがう術すべを持たない。


    「さっきまで戦士のごとく勇ましかったのに、急に女の顔になったな。そんなにオレを受け入れたくないか？」


    「……ええ、すごく嫌いや。今、初めて気がついたわ。あたしはケースケとしかキスをしたくないのよ」


    「なら都合がいい。キミにとって大切なものであるほど、奪う意味は大きくなる。取り返しのつかないものを奪われたキミが、誰を恨むのか楽しみだ。オレか、それとも救いに現れなかった啓けい介すけか、不条理な世界そのものか……」


    　その言葉を聞いた瞬間、アリッサは自ら顔をエノクに近づけた。ただし接触したのは唇でなく額ひたい。アリッサは唯一自由になる首を動かしてエノクに頭突きを喰らわせたのだ。


    「ぐっ！」


    　がんっと骨同士がぶつかる音が響き、仰のけ反ぞったエノクはアリッサから一歩離れた。


    「なーんだ。普通に物理攻撃は通じるのね。おでこ、赤くなってるわよ？」


    　自分も額を赤くしながらアリッサは言う。


    「……無駄なことはやめろ、アリッサ。そんな不意打ちを成功させたところで状況は何も変えられない。囚とらわれのお姫様はどんなことをしても檻おりから出られないんだよ」


    　哀れむようにエノクは言うが、アリッサは口の端はに笑みを浮かべた。


    「お姫様、ね……あんたやたらキザったらしくお姫様って単語使うけど、あたしはそういうタイプじゃないの。残念だけど、あんたの趣味とは合わないわ。あたしはアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。方はこ舟ぶねの魔術師で、ケースケの──英雄よ!!」


    　その瞬間、アリッサを拘こう束そくしていた木が金色の光を放つ。


    「っ!?　何を……」


    　エノクは光に圧おされるようにして木から飛び降りた。


    「伯お母ばさまからは止められた……あたし自身も異界の具現化を早めるかもしれないと思って抑えてた。だけど、決心がついたわ」


    　葉も枝も幹も根も、全てが金色に染まっていく。


    「まさか──」


    「あたし、ケースケにあげたいものがたくさんあるって気付いたの。取られるわけにはいかないの。絶対奪われたくないの！　だからあたしはどんなリスクを背負っても、どんな危険を冒しても、あんたと戦う！」


    　輝きはより強さを増し、木の輪郭を曖あい昧まいにしていく。


    「あたしを拘束しているのはあんたが持つ欠かけ片ら──《緑翼の宣告者ジブリイル》の樹木でしょ？　それがあたしから《天使王ミトロン》の力を吸い上げて、成長している。混じりやすい同質の力だから、簡単に侵食されて取り込まれてしまう……でもそれは可逆な変質」


    　数メートルの高さまで成長していた木が縮み始める。形を失くした樹木から解き放たれ、アリッサが地面に降り立った。
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    「結局はバランスの問題なのよ。移ろいやすい力は、より強く大きい側に傾く。《天使王ミトロン》の力が《緑翼の宣告者ジブリイル》を上回れば、あんたの木もあたしの支配化に置かれる」


    　光の塊となった樹木はアリッサの右手に収しゆう束そくし、剣の輪りん郭かくを象かたどった。


    「普段なら、あたしは自分で《天使王ミトロン》にアクセスできない。でも今はあんたの木が、その橋渡しをしてくれる。もう抑え込んだりはしない。《天使王ミトロン》の力をありったけ引き出して、あんたの力を制する！」


    　光が弾け、抜き身の大剣が具現する。だがその刀身には緑色の蔦つたが絡みつき、剣の柄えはアリッサの右手と融合していた。


    「は、はは……さすがに驚いたよ。木を剣の形に変化させたのか。だが、それはそれで好都合だ」


    　驚きから立ち直ったエノクは口の端はを吊り上げる。


    「キミが自分から《天使王ミトロン》の力を解き放ってくれたのなら話は早い。あとはもう一度、バランスをオレの側に傾ければいいだけ。そうすれば《天使王ミトロン》の力を全て取り込んだ木は天に届くことだろう」


    「……でしょうね」


    　答えるアリッサの額には玉のような汗が浮いていた。息も荒い。


    「ずいぶん辛いようだな。まあ、当然か。真の名である《天使王ミトロン》と欠かけ片らでしかない《緑翼の宣告者ジブリイル》ではそちらに分があるが……キミの《天使王ミトロン》も弱体化している。剣の形を維持するには、常に気を張り続けなければならないはずだ。オレが何もしなくとも、キミは疲ひ弊へいし、やがてバランスは逆転するだろう」


    「──その前に、あんたを倒してみせる」


    　大剣を構えるアリッサ。刀身が金色の光に包まれる。


    「ふん、果たして何分持つかな」


    　エノクも三日月形の鎌をアリッサへ向けた。透明な刃が緑色に輝く。


    「なめないで、あたしは何時間だって戦える！」


    「それはつきあいきれないな。早々にキミの意識を刈り取って、終わりにさせてもらう!!」


    「やれるもんなら、やってみなさい!!」


    　踏み込みは同時。


    　金と緑の軌跡が交差し、刃が激突する。


    　ヒィィィィィィン！


    　剣と鎌は甲かん高だかい音を立てて、互いに弾かれる。


    　その勢いを殺さずに、アリッサとエノクは二撃目を繰り出した。


    　弾ける二色の火花。響き渡る、共鳴と拒絶の剣けん戟げき。


    　暗くら闇やみの中で、長く激しい戦いが始まった──。
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     第二章　戻るべき場所、抗うべき瞬間


    



    
      １

    


    



    　誰もいない露店の間を駆け抜ける。校門から校舎までの道が、これほど長いと思ったことはなかった。


    　屋上では断続的に光が瞬またたいている。校舎へ近づくにつれ、甲かん高だかい衝突音も聞こえてきた。


    　校舎の入り口に辿たどり着く。屋内は真っ暗でほとんど何も見えないが、ここはもう敵地なので懐中電灯は使わないことにした。


    　もう二年間も通っている学園だ。どこに何があるかくらいは把握している。僕は手探りで階段に辿り着くと、足音を殺して屋上を目指す。


    　これからどういう行動を取るにせよ、こちらの存在が気づかれていないというのは大きなアドバンテージだ。ささいなことで敵に悟られてはいけない。


    　三階までやってくる。わずかに明るい。その理由はすぐに分かった。天井の一部が崩れて、その隙間から緑色の光が差し込んでいるのだ。そして大小の瓦が礫れきによって屋上への階段は埋もれている。さらに三階のフロアは水浸し。


    　そういえばこの真上には給水塔があった。《流ながれし星ほし竜りゆう》となったウルトさんは、そこで緑の矢に貫かれたのだ。そのとき、給水塔ごと階段も壊れたのだろう。


    　ここから屋上には出られない。僕はそう判断して三階の教室を見て回る。目的の場所はすぐに見つかった。天井に大穴が開いた教室だ。このクラスは喫茶店の出し物をしていたらしく、白いテーブルクロスやコーヒーカップが瓦礫の下敷きになっている。


    　天井の穴からはちょうど空の天てつ辺ぺんにある逆さまの木が見えた。先ほどよりも音が近い。金属と金属がぶつかり合うような硬質な激突音が響いてきている。剣けん戟げきだ。間違いなく屋上で戦闘が行われている。音と同時に光も瞬いた。


    　……どうする？　《魔狼フエンリル》を発動させて、右腕で跳躍すれば屋上には出られるはずだ。でも、屋上の状況はまだよく分からない。


    　僕は教室の外に一度戻り、扉の隙間から穴の向こうを窺うかがう。


    「……っ──たあっ！」


    　剣戟の音に混じって声が聞こえた。心臓が大きく跳ねる。アリッサの声だ。


    　アリッサが戦っている。どうやって捕らわれの身から抜け出したのかは分からないが、一人で敵に抗あらがっている。


    「ちっ……！　全く──キミはしぶといな」


    　今度は男の声。僕の耳じ朶だに刻まれた絶望の声。エノク＝ケテルの声。


    「言ったでしょ！　何時間でも戦えるって!!」


    　キィィィィイィィン！


    　ひときわ大きい激突音。校舎が揺れて、パラパラと脆もろくなった天井から小さな瓦が礫れきが降ってきた。


    　戦っているのはアリッサとエノクだ。連れん大だいはいるのかどうか分からない。だが二人はもう長時間戦っているようだ。それで決着がついていないのならば、一対一の可能性が高い。


    　心を決める。今が、仕掛けるときだ。


    　奇襲を行うには絶好の状況。人質の奪取と情報の入手も同時に行える。アリッサ一人でエノクと戦えているのなら、僕の加勢で勝てる可能性は高い。無理だったら逃げればいい。元々エノクには情報を得るため、一度接触するつもりだったのだから。


    　けれど……そんな理屈と計算は、実を言えば後あと付づけ。


    　僕は、仮に最悪の状況だったとしても同じ決断をしただろう。


    　アリッサは今、戦っている。ならば僕の立ち位置はここじゃない。アリッサの隣だ。


    　それが当たり前だから、僕は〝そこ〟を目指す。


    　──未み由ゆ、聞こえるか？


    　心の中で呼びかける。


    『どうしたの？　何かあった？』


    　──これからエノクを奇襲する。


    　僕は簡潔に告げた。すると未由はひどく慌てる。


    『え？　ちょ、ちょっと待って啓けい介すけくん！　あたしの魔術を吸収しないと《魔狼フエンリル》は通じないんでしょ？』


    　──まあ、な。


    　そのとおりだった。異界の外壁を突破しようとしたときに、それは証明されている。


    　つまりこれから奇襲を行っても、僕の攻撃はエノクを傷つけることができないのだ。未由の心配も当然。


    『だったら私も今からそっちに向かうよ！』


    　──ダメだ。待ってる時間はない。


    　アリッサとエノクの拮きつ抗こうがいつまで続くかは予測不能。一分後には決着がつき、手遅れになっているかもしれない。


    　だから現在の状況で僕が思いつける作戦は一つだけ。


    　──未由、そこから魔術を撃ってくれ。


    『へ……ここ、から？』


    　──ああ。学園の上空を狙ねらって、特大の高位魔術を頼む。


    『む、無理だよ。確かにショッピングモールの屋上は見晴らしがいいけど、街は真っ暗だし、学園なんて見えないから狙いなんてつけられない』


    　──見えなくても、僕がいる場所なら分かるはずだ。現に僕は未由がいる方向を感じ取れる。


    　こうやって思念が伝わってくる方向。その先に僕は未み由ゆの存在を感じていた。一時的とはいえ、僕と未由は〝支配〟の力による《道パス》で繋つながれている。未由も同じ感覚を得ているはずだ。


    『あ……本当だ。啓けい介すけくんがいる場所は、何となく分かる』


    　──僕がいるのは校舎の三階だ。だからその少し上を狙ねらってくれ。多少狙いが外れても大丈夫だ。僕が受け止める。


    『分かったよ。それなら、できそう』


    　未由から伝わってくる思考の波が変わる。魔術を使うために、集中し始めたようだ。


    　僕は静かに大穴の真下へと移動し、右手首に嵌はまった銀の腕輪に触れた。


    　──由ゆ衣いも、準備はいいか？


    『うん、いつでもいいよ！』


    　心の中で行われる会話は由衣には筒抜けなのだろう。すぐに元気な返事があった。


    　続いて未由の詠えい唱しようも聞こえてくる。


    『……奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王』


    　僕に向けた言葉ではないので、声は小さい。だがタイミングを計るには十分だ。


    『震え、のたうち、彼かの日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者……。止やむことのない嘆き。涙は涸かれ、心を染めるのは、赤き怒り──』


    　この至近距離で《魔狼フエンリル》を発現させれば、エノクに気付かれる恐れがある。だから僕が《魔狼フエンリル》を使うのは、未由が魔術を放ってから。


    『──嘆きが撒まきしは新たな嘆き。怒りが生みしは新たな怒り。王はただ絶望に叫ぶ』


    　未由が《姿の言葉シヤープワーズ》の詠唱を終える。僕はこれから発動させる《魔狼フエンリル》の形を脳裏に描いた。


    『嘆きの咆哮グリーブハウル！』


    　未由の《起動言語トリガー》が聞こえると同時──僕は小さな声で鋭く叫ぶ。


    「行くぞ、由衣。《形式モード・三頭の獄牙ケルベロス》！」


    　右腕が黒い体毛に覆われ、膨ふくれ上がった。肥大化した右腕は三つに裂け、それぞれが狼ろう頭とうを形作る。


    　これはかつて赤き槍やりに滅ぼされた三みつ叉またの狼首。だが今、《魔狼フエンリル》の一形態として再び僕の牙きばとなった。


    　自在に動く三本の狼首を鞭むちのようにしならせて教室の床を叩たたく。その反動で、僕は勢いよく跳ちよう躍やくした。


    　天井の大穴を抜け、校舎の屋上へ飛び出る。眼下に金色の剣を構えたアリッサと、緑に輝く鎌を持ったエノクが見えた。二人ともまだ僕に気づいていない。遥か彼方──繁華街の方角から迫る赤い光に目を奪われていた。


    　瞬く間に大きくなる赤い光の針路を見極める。少し、遠い。


    　僕は狼頭を伸ばし、屋上の床に叩たたきつける。方向修正。僕の体が赤い光の前に躍り出た。


    　エノクとアリッサは反射的に防御体勢を取っている。だが未み由ゆの魔術は彼らを狙ねらったものではない。赤い光流は二人の頭上を通り過ぎ──三みつ叉またの狼ろう首しゆに激突した。


    　どくん。


    　右腕が脈動する。三つの狼ろう頭とうが赤い光を飲み干していく。黒い体毛が血のような赤色に変わった。右腕全体が灼しやく熱ねつし、狼首の根元に嵌はまった銀の首輪が軋きしむ。


    『──うぅっ！』


    　由ゆ衣いの苦しそうな声が聞こえた。《魔狼フエンリル》の力が制御しきれない領域まで増大したのだろう。


    　少しだけ耐えてくれ、由衣。すぐに終わらせる！


    　どの道、一撃に全てを込めなければエノクには通用しないはずだ。溶けた鉄のように赤せき熱ねつした三本の首を目標へ向けて解き放つ。伸びた狼頭は絡まり合い、三重螺ら旋せんを描いて流星のごとく迸ほとばしった。


    「っ……!?」


    　そこでようやくエノクがこちらを振り仰いだ。しかし、もう遅い。エノクの目には僕ではなく眼前に迫った三対の赤い牙きばだけが見えただろう。


    　とっさに鎌の柄えで攻撃を受け止めようとするエノク。けれど未由の魔術を取り込んだ三本の狼首は鎌を噛かみ砕いて、エノクの体に牙を届かせる。


    　キィィィィィイィィィイィィン！
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    　異界の外壁にぶつかった時と同じく、甲かん高だかい音が鳴り響いた。激しい光がエノクの体と《魔狼フエンリル》の間に膨ふくれ上がる。牙きばとエノクの間に生じたのは〝法〟が凌しのぎを削る境界。世界と世界がぶつかり合う断層。


    　けれど拮きつ抗こうは一秒も続かない。赤い牙は境界面をねじ切りながらエノクの体に食い込み、その勢いのまま吹き飛ばす。


    　きりもみ状に回転しながら、崩れた給水塔に激突するエノク。舞い散る粉ふん塵じんがその姿を覆おおい隠した。


    　手ごたえは──あった。


    　黒色に戻った三本の狼首で落下の勢いを殺し、屋上へ着地する。


    「ケー……スケ？」


    　アリッサがぽかんと口を開けて僕を見ていた。


    「──悪い、遅くなった」


    　溢あふれんばかりの感情が込み上げてきたが、口に出せたのはそれだけ。


    「…………」


    　アリッサは目め尻じりに涙が浮かべたが、はっとしたように右手に持つ大剣を見る。あれは《天使王ミトロン》の剣だろう。だが刀身には木の蔦つたが絡みつき、剣の柄は巻きついた蔦によってアリッサの手と融合している。


    　何があったのか問う前に、アリッサは左腕で涙を拭ぬぐい去って僕を真っ直すぐに見つめた。嗚お咽えつを堪こらえるようにして口をぎゅっと引き結び、僕に近づいてくる。


    　そして無言のまま、アリッサは額を僕の胸に押しつけた。


    　どうすればいいのか分からない。けれど慰めや労いたわりの言葉を、アリッサは求めていない気がした。だから、こう問いかける。


    「僕は……間に合った、か？」


    　こくん、と小さく頷うなずく気配。


    　よかった──。今はそれだけ分かれば十分だ。


    　右腕は《三頭の獄牙ケルベロス》形態の《魔狼フエンリル》になっているので、僕は左手でアリッサの頭を撫なでる。


    



    「──やはり戻ってきたな、啓けい介すけ」


    



    　粉ふん塵じんの中から声が響いた。その瞬間、僕はアリッサの腰を抱き寄せる。


    「きゃっ!?」


    　驚いたアリッサが小さく悲鳴を上げる。ずっと注意は払っていた。あの一撃で倒せていなかった場合は一時離脱が最善手。


    　僕は狼首を足元に叩たたきつけて、屋上の端まで跳躍する。


    「お姫様を助けに来る英雄か……全く、古い登場人物は退場したというのに……筋書きだけは過去をなぞっている。だとしたらオレは〝悪い魔法使い〟か……はは、滑こつ稽けいな立ち位置だ」


    　だが、よく分からない言葉を呟つぶやきながら現れたエノクの姿を見て、僕は校舎から飛び降りるのを躊躇ためらった。


    　白かった修道服の腹部は真っ赤に染まっている。砕けて半分になった鎌の柄えで体を支えてはいるが、今にも倒れそうな有様。


    　アリッサと二人でこのまま押し切れば、勝てるかもしれない。もう一度、未み由ゆの魔術を吸収できる隙すきもありそうだ。


    　──未由、聞こえ……。


    『────────────っ!!』


    　心の中で未由に呼びかけようしたとき、言葉ではなく感情の塊が流れ込んできた。


    　熱く煮えたぎる怒りと憎悪。劫ごう火かに似た未由の衝動。


    　……ォォォォォォォォォォォォン──。


    　そして、ほぼ同時に遠方からの低い爆発音。暗い街の中に一際目立つ赤い火柱が立ち昇った。


    　あれは赤い光が──未由の魔術が飛来した方向。距離的にショッピングモールがある辺り。


    「まさ、か──」


    　首筋に冷や汗が伝う。嫌いやな予感に鼓動が早くなる。


    「……啓けい介すけ、失敗したな。さっきの魔術は友とも月づき未由のものだろう？　ずいぶん遠方からキミを援護したようだが……そのせいで彼女は自分の存在を知らせてしまった。最も気付かれてはならない相手にな──」


    　そうだ、ここにはあいつがいない。木の巨人と化した八や朔さく連れん大だいが。


    「連大に、未由を襲わせたのか！」


    「襲わせる？　はっ……オレは連大に命令などしていないよ。もはや彼はオレと対等な存在だからな」


    　エノクは唇くちびるの端から血を零こぼし、目を見開き、壮絶な表情で笑う。


    「は、はははははははははっ!!　本当に何もかも上う手まくいかなくて笑えてくる。この街は今、オレの世界だというのに誰も彼もがオレを阻はばむ。どんな力を手に入れようと、オレは英雄にはなれないということか……はははっ、望むところだ。英雄に比べれば〝悪い魔法使い〟の方が数倍マシさ」


    　エノクが持つ壊れた鎌の柄から蔦つたが伸びた。棒状になった柄の先端から緑色の刃が芽吹き、三日月形の鎌は再生する。


    　どうやらまだ戦う力は残っているようだ。


    「アリッサ……《流ながれし星ほし竜りゆう》の魔術は使えるか？」


    　僕は小声で訊たずねる。


    「今は……無理。天使の力が魔術の発動を妨げちゃうから」


    　アリッサも声を潜ひそめて答えた。《魔狼フエンリル》をアリッサの魔術で強化することはできないと判明する。《天使王ミトロン》の剣を手にしている時点で予想はしていたが……。


    　僕は不利な状況に歯噛がみしつつ、アリッサが持つ大剣に目をやる。


    「──じゃあ、アリッサはその剣だけで戦っていたんだな。《天使王ミトロン》の剣なら、エノクに通用するのか？」


    　僕がせめてもの望みを込めて訊たずねると、アリッサは曖あい昧まいな表情を浮かべた。


    「何度か攻撃は当てたわ……けど、斬ることはできなかったの。たぶん同質の力だからだと思う。それはエノクも同じ。だからなかなか勝負がつかなかったのよ。でも全く効果がないわけじゃない。斬撃じゃなく打撃としてならダメージは通るわ」


    　そう言ってアリッサは左の二の腕を僕に見せた。青黒い打ち身ができている。それがエノクの鎌で打たれた結果ということなのだろう。


    　だがやはり打撃では決定打になりづらい。僕の《魔狼フエンリル》も今は空っぽで、エノクには通じない。エノクも深い傷を負っているが、戦えば長期戦は避けられないだろう。


    　ここは一いつ旦たん逃げて、未み由ゆを助けに行くべきだ。ショッピングモールには陽ひ名なちゃんと宮みや島じまもいる。急いで皆の元へ向かわなければ。


    　そう判断し、僕はエノクを見据えながらじりじりと後ろに下がる。もう僕は屋上の端に立っている。このまま落下し、《魔狼フエンリル》をクッションにして着地するつもりだった。アリッサは僕の行動に気付き、剣と融合していない左手を僕の背中に回してしがみつく。


    　三本の狼ろう首しゆでエノクを牽けん制せいしつつ、少しずつ、少しずつ後方へ……。


    　踵かかとが屋上の縁を越える。背中に感じる空虚に体が震えるが、覚悟を決めてそのまま後ろに体重をかけようとした。だが──。


    「啓けい介すけ、いいことを教えてやろう」


    　絶妙なタイミングで発せられたエノクの言葉に、僕は動きを止められてしまった。


    「いいこと……？」


    「ああ、キミは今から友とも月づき未由を助けに行くんだろう？　つまりは連れん大だいと戦うわけだ」


    「…………」


    　僕は沈黙で答える。エノクは僕らの行動などお見通しだったらしい。


    「連大は、もはやキミたちにとって最大の脅威だ。彼は間もなく街の人間全てを犠牲にして、天の《楽園の守護者ガブリエル》へ至るだろう」


    「な──」


    「詳しい話はアリッサに聞くといい。そして英雄らしく、彼を止めてみろ。オレは〝悪い魔法使い〟らしく、邪魔者同士が潰つぶしあう様を悠々と見物させてもらおう」


    　エノクはそう言うと三日月の鎌を振るった。空間に緑色の亀裂が走り、ガラスのように砕け散る。割れた空間の先には別の景色──草木が生い茂る暗い森が広がっていた。


    　出血が続く腹部を押さえながら、エノクは空間の裂け目に足を踏み入れる。


    「連れん大だいは天の座を取り合う競争相手だ。滅ぼしてくれるならありがたい。啓けい介すけが死んだ場合は、アリッサがいい具合に壊れてくれるだろう。どちらに転んでも損はないのさ」


    　エノクは切り取られた森の中で薄く笑った。裂けた空間が閉じ始める。元々逃げるつもりだった僕は黙って見送るしかない。けれどアリッサは口を噤つぐんではいなかった。


    「レンダイを倒したら、次はあんたよ。首を洗って待ってなさい！」


    「……威勢がいいね、アリッサ。その様子だと、キミが疲ひ弊へいしてバランスを崩すのはまだ時間がかかりそうだ。戦いも決着がつきそうになかったし、そういう意味では──啓介が現れてくれて、よかったのかもしれないな」


    「どういうこと？　ケースケが来たからあんたはそんな深手を負って、目もく論ろ見みを邪魔されたんじゃない」


    　理解できないといった顔でアリッサは言う。僕もエノクが言いたいことがよく分からなかった。


    「分からないなら、それでいいさ。見えないものが……キミが見ようとしていないものが、きっと最後にキミを裏切る。その瞬間が──楽しみだ」


    　砕けた空間が、完全に閉じる。意味ありげな言葉を残し、エノクの姿は消えた。


    「何なのよ、あいつ……ホント気き障ざったらしい台詞せりふばっかりで腹が立つわ」


    　もう誰もいない場所を睨にらんでアリッサは呟つぶやく。


    「──ともかく、未み由ゆのところへ急ごう」


    　気を取り直して僕はアリッサに言った。


    　エノクの言葉は気になるが、今は他にやることがある。


    「そうね、連大やこの剣については移動しながら説明するわ。あ、でも転移や飛行魔術は使えないの。さっき言ったように天使の力が邪魔をするから」


    「分かった。なら……」


    　僕は体の向きを変え、校庭を見下ろす。ここから飛び降りるのは初めてではない。以前は冬ふゆ上がみと陽ひ名なちゃんを抱えてだった。アリッサ一人なら全く問題はない。


    「行くぞ」


    「いいわよ」


    　アリッサが物もの怖おじせず頷うなずくのを確かめ、僕は校舎の屋上から身を躍らせた。地面が近づくと僕は狼ろう首しゆを振るい、落下速度を相そう殺さいする。


    　危なげなく抉えぐれた地面の上に降り立った僕はアリッサを下ろした。そのときようやく──アリッサの制服がはだけていることに気が付く。シャツから覗のぞいた白い肌と胸元に心臓が跳ねた。


    「何よ？　あ──」


    　まじまじと見つめてしまったせいで、アリッサが僕の視線を追う。一瞬でアリッサの顔が沸ふつ騰とうした。


    「え、えっと、その……ぶ、ブラ着けてないんだな」


    　何か言い訳をしなければと焦あせり、ついうっかり素直な感想を口にしてしまう。


    「む、胸が締めつけられるのが苦手なのよ！　方はこ舟ぶねではそんなの着けてなかったし！」


    　手で体の前を隠し、真っ赤になったアリッサが叫ぶ。


    「そうなのか、てっきり──」


    　間違いなく、余計な一言だったと遅れて気付く。


    「ち、小さいからじゃないわよっ!!」


    　失敗の代償は、頬ほおへの平手打ちだった。


    



    
      ＊

    


    



    　──届いた！


    　祈るような思いで撃ち放った《嘆きの咆哮グリーブハウル》。屋上のフェンスを貫き、夜を裂いた赤光。


    　その魔術を介して、啓けい介すけくんに触れたような感覚があった。私の隣で魔術の行方ゆくえを見極めていた陽ひ名なさんも「成功です」と頷うなずく。宮みや島じまくんは私の魔術に驚いたらしく、尻しり餅もちをついて呆ぼう然ぜんとしていた。


    　異変を感じたのはその直後。


    　ザァァァァァァァァァァァァァァッ！


    　街にざわめきが溢あふれ返った。陽名さんが溶け崩れたフェンスに駆け寄り、眼下の街を見下ろす。


    「未み由ゆさん、大変です！　街じゅうの〝動く木〟がこちらに集まってきてるです!!」


    「これだけ派手な魔術を使ったんだから、仕方ないよ。でも啓介くんが戦い始めたのなら、私も存在を隠さなくていい。囲まれても私の魔術で脱出すれば──」


    　こうなることはある程度予測できていた。私は慌てず、陽名さんと宮島くんを落ち着かせようとする。けれど、冷静でいられたのはそこまでだった。


    「オオオオオォォォォオォォォォォォッ……!!」


    　街が、大気が、偽りの夜が震える。


    　ドォォォォォン！


    　大通りを挟んだ駅ビルの屋上。ショッピングモールとほぼ同じ高さの場所に、巨大な──本当に巨大な影が降り立った。


    　目算で約二十メートルほどだろうか。樹木が人間を模している姿は忘れようもない。以前よりも大きくなっているが、あれは……八や朔さく連れん大だいだ。異界の天使因子を無理やり取り込み、自我と人間の姿を失った哀れな木で偶く人形。もはや私の怒りと嘆きをぶつけても意味がない存在。


    　うん……もう復ふく讐しゆうに意味なんてないんだ。人間としての八朔連大は死んだんだから。


    　そう言い聞かせて、昂たかぶりかけた気持ちを静めようとする。


    　しかし心臓の鼓動は早まるばかり。赤い感情が私の意識をじわじわと侵おかしていく。道路を挟んで対たい峙じする巨人は、連大の抜け殻がらであるはずなのに。


    　予感が、あった。直感が告げていた。〝違う〟と。


    　連大は、暗く、深い、虚うろの目で、私を見つめていた。私だけを見つめていた。


    　私も見つめる。連大の闇やみが満ちる虚の底を。


    　通じ合う。互いの怒りと憎しみが。共鳴する、互いの殺意が。


    「イきていたか、トモヅキミユ……」


    　だから連大が言葉を発したとき、驚きはしなかった。八朔連大としての自我が保たれていると知っても、動揺しなかった。


    　湧わき上がってきたのは、歓喜。


    　あの巨人は木偶ではない。八朔連大は壊れてなどいなかった。


    「そうだよ……そうじゃなきゃ……勝手にいなくなられたら困るもの」


    　──いけない。怒りに呑のまれちゃダメ。私は復讐のために戦うんじゃないって……皆を助けるために戦うって啓介くんに言ったんだもの。


    　私は自分自身に言い聞かせる。けれど私の唇くちびるは、獰どう猛もうな笑みを浮かべていた。


    「ウレしいぞ、トモヅキミユ。キサマはワタシのテでコロしたかった」


    　連大の口に当たる部分の虚が、バキバキと大きく横に裂ける。歪いびつな笑顔。たぶん私と同じ表情。


    　そう……同じだ。私も同じ。あなたを殺せるのが嬉しくて仕方ない。


    　私の心は連大に呼応する。けれどこの言葉を口にしてしまったら歯止めが利かなくなりそうで、喉のどの奥に押し留とどめる。


    「……あなたに殺されるつもりは、ない」


    　だから必死に感情を出さないように、私は答える。連大はギシギシと体を軋きしませて両手を大きく広げた。笑っているのだと、響いてきた声で気付く。


    「カハハハハハッ、そうだ、そのカオだ！　キサマらはどいつもこいつも、ワタシのシハイをコバむ。ユルせない。そんなソンザイはミトめられない!!」


    「貴様ら……？」


    　連大の言い回しが引っかかり私は眉まゆを寄せた。


    「ああ、キサマらだ！　〝そのカオ〟をしたヤツらだ！　ナツも、トモヅキミヨも、キサマも、オナじカオでワタシをコバむ。ハラがタつ、ハラがタつ、ハラがタつ！　ナゼ、キサマらはシハイされないのだ!!」


    　連れん大だいの言葉は聞き取りにくく、内容もよく理解できない。けれど友とも月づき未み世よという名前は私の心を揺さぶった。


    　──お母さん。


    　ああ、そうだ。お母さんを、私の両親を死に追いやったのは八や朔さく連大。そいつは今、私の目の前にいる。


    「マガいモノのブンザイで、レッカヒンのブンザイで！　キサマらはワタシをナグサめる〝あのカタ〟のダイヨウヒンであればよかった！　そのヤクメをハたせぬキサマらにソンザイカチはない!!」


    「存在価値……それがなくなったから、お母さんを殺したの？」


    　自分の声が震えていることに気付く。


    「そのトオりだ！　ナツはノリアキにウバわれ、イらなくなった。トモヅキミヨは、キサマがウまれたからイらなくなった！」


    「私、が？」


    　足元がふらつく。視界が赤い。


    「ミヨはワタシのカイライとなることをコバんだ。だからツクりナオすことにした。トモヅキナダセはキサマをヨいニンギョウにシタててくれるはずだった。しかしキサマもまた、ワタシのキタイをウラギった！」


    　友月灘なだ世せ、私の叔お父じ。私をただの道具にしようとした男。そんな最悪な人間の元に私が引き取られたのも、八朔連大の計略だったことを知る。


    「──キサマもスデにフヨウ。イマのワタシならあのカタにテがトドく。そのチカラをテにしようとしている。フユカイなシッパイサクは、もうキえていい」


    　失敗作。


    　その言葉を聞いたとき、いろんなことが理解できた。様々なことに納得できた。自分という人間がどういう存在か分かった。


    　私は……私の人生は、八朔連大によって作られたものだったのだ。


    　喪失も、悲しみも、苦しみも、孤独も、隷れい属ぞくも、絶望も、この男がデザインしたもの。


    　貧乏だったが家族三人で食卓を囲んだ楽しい団だん欒らん。そんな温かさを忘れてしまうほど、私は変えられた。あの頃の私がどんな性格で、どんな夢を持っていたのかも思い出せない。


    　そして、この男は今、私を失敗作だと言った。私が奪われたもの、耐えてきた痛み、それが全て無駄なものだと断じた。


    　八朔連大は、両親を殺した。なのに、それなのに──二人の死が無価値だったと言ったのだ!!


    　視界が赤く染まる。私の中に満ちたものは、怒りと呼ぶことすら生ぬるいものだった。あえて表現するならば、それは〝熱〟。精神も、肉体も、融ゆう解かいしてしまいそうなほどの凄すさまじい熱量が、自分と世界を溶かしていく。怒りと憎しみ、澱よどんだ殺意さえも溶け消えた。


    『未み由ゆ──聞こえ──』


    　遠くから、かすかな声が聞こえたように思えた。けれど私の熱は、それすらも蒸発させる。


    　脳内で《姿の言葉シヤープワーズ》を高速詠えい唱しよう。


    「燃える黄昏グロウダスク!!」


    　両手を翳かざして私は《起動言語トリガー》を叫ぶ。


    　連れん大だいの巨体をも包み込む、大きな火柱が噴きあがった。


    　仮かり初そめの夜を赤く照らす黄たそ昏がれ色の炎。それを見ながら、背後にいるはずの陽ひ名なさんに告げる。思っていたよりも、落ち着いた声が出た。


    「陽名さん、宮みや島じまくんと二人で逃げて。連れん大だい──あの巨人は私が足止めする」


    　濁った感情が〝熱〟に統合されたせいか、心の表面は妙に凪ないでいた。もっともその内側は、マグマを溜ため込んだかのように熱く、今にも爆発してしまいそうだったが。


    「で、ですが──未由さん一人であの巨人と戦えるのですか!?」


    　陽名さんの心配そうな声。けれど問答している時間はない。


    「一人なら、ね。陽名さんたちを守りながらでなければ戦いようはあるよ。だから、早く行って！　合流場所は──友とも月づき家の屋敷で」


    「……わかりましたです。宮島さん、行きましょう」


    　宮島くんの「あ、ああ……」という呆ほうけた返事が聞こえ、二人の足音が遠ざかっていく。


    「──嘆きし炎剣ハラコースト」


    　私は手の中に炎を纏まとう無骨な曲刀を具現させ、向かいの駅ビルを睨にらんだ。


    　炎の柱は空を覆おおう根の壁を焦こがす勢いで燃え盛っていたが、その内側に見える巨人の影は健在。


    　魔術が効かないことは分かっている。私一人じゃ連大を倒せないことも理解している。彼が少女を取り込んでしまっていることも思い出した。


    　だから心を《嘆なげきし魔王》に預けはしない。その方法では八や朔さく連大に通じないから。私が望む結果は得られないから。


    　荒れ狂う熱を飼い慣らす。視界を赤く染める殺意を統率する。


    　この戦いは、魔王にだって譲らない。


    　絶対に負けてはならない。以前と同じ結末は許されない。


    　あたしが死んだら、お母さんとお父さんの存在は完全に否定されてしまう。だからどんな手段を使ってでも、連大に抗あらがう。


    「──否定されるのは、あなたの方」


    　炎剣を構えて宣言した。


    　私たちの存在を認めさせてやる。決して支配できないものがあるのだと、連れん大だいの魂に刻んでやる。


    　これは連大を殺すための戦いじゃない。復ふく讐しゆうを果たせればどうなっても構わないなんていう自己満足の戦いじゃない。これは、守るための戦いだ。陽ひ名なさんを、宮みや島じまくんを……お母さんとお父さんの生きた意味を……私の誇りを──失わないための戦いだ！


    「オォォオォォォオォォォッ!!」


    　八や朔さく連大が咆ほう哮こうを上げ、火柱の中から手を突き出した。炎は容易たやすく引き裂かれ、《燃える黄昏グロウダスク》は火の粉となって散り消える。


    　ドンッと駅ビルの屋上を踏み壊し、連大が跳んだ。その巨体が私の頭上を覆おおい尽くす。


    　ショッピングモールに跳び移ろうとする連大を見据え、私は炎剣を〝自らの足元に〟振り下ろした──。
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    　学園を出た僕とアリッサは、真っ直すぐに駅前のショッピングモールを目指す。


    　川沿いの道を走り、橋を渡る。この辺りに〝動く木〟はいないので行く手を塞ふさがれることはなかった。しかし街中に入れば、同じようにはいかないだろう。


    　アリッサは僕と並んで走りながらこれまでの出来事をかいつまんで話してくれた。


    《楽園の守護者ガブリエル》の具現が果たされる条件。そのための方法。連大の反乱。そしてアリッサの右手と融合した大剣の正体……。


    　話を聞き終わった僕は、蔦つたが絡みついたアリッサの剣をまじまじと見つめる。


    「じゃあアリッサが気を緩めたら、その剣は──」


    「ええ、木の姿に戻るでしょうね。それも天まで届くほどの大樹に」


    　再会したとき、アリッサが泣くのを堪こらえた理由がようやく分かった。強く心を保たねばならないから、弱音を漏らせなかったのだ。


    「実際のところ……どうなんだ？　あとどれぐらいエノクの木を抑えていられる？」


    　心配になって問いかける。息も切らせず、走りながら会話しているアリッサだが、その顔には疲労が見えた。《天使王ミトロン》の力で身体能力は向上しているだろうが、体力は有限。長時間エノクと戦ったならば、ずいぶん消耗しているはずだ。


    「──エノクには強がってたけど、本当はケースケが助けに来てくれなかったら危なかったと思う。だけど今は、まだまだ頑張れそうよ」


    「お、おい、そんなにすぐ回復するはずないだろ。無理しなくていいんだぞ？」


    「無理なんてしてないわ。ケースケの顔を見たら元気になったのよ。結局はこれ、気合いの問題だから」


    　アリッサは僕に微ほほ笑えみを向ける。そこには力強さと、真っ直すぐな好意があった。


    「う……」


    　こんな非常事態だというのに、つい見み惚とれてしまう。


    　──ザァァァァァァァ。


    　けれど行く手から聞こえてきたざわめきに、すぐ現実へと引き戻された。


    　橋を渡りきったところで立ち止まる。電気の灯とう火かがない、真っ暗なビル街。その大通りを揺れ動く樹木たちが埋め尽くしていた。


    「ケースケ、回り道する？」


    「いや、たぶん迂う回かいしても同じだ。この距離なら、もう感知されてる。別の方向からも集まって来ているはずさ。だから──飛び越える」


    　あれから未み由ゆに心の中で呼びかけても返事がない。ただ灼しやく熱ねつした感情が流れ込んでくるだけ。恐らく戦闘に集中しているのだろう。怒りに我を忘れている可能性も高い。


    　どちらにせよ急がなければならない。異界の力に対抗するには僕と未由が力を合わせる必要がある。一人で戦っても勝ち目はないのだ。


    「飛び越えるって……？」


    「もちろん、これでだ」


    　僕は《三頭の獄牙ケルベロス》の形で具現させたままの《魔狼フエンリル》をアリッサに示す。この腕の跳躍力ならば、可能なはずだ。以前はビルの屋上を飛び移って移動するという、曲芸じみたこともしている。


    「ほら、掴つかまれ。あ、間違っても剣で僕を切るなよ」


    　僕はアリッサに背中を向けて、おぶさるよう促した。この方が抱きかかえるよりも、バランスが取りやすい。アリッサは剣を手放せないので、なおさらだ。


    「う、うん……」


    　何な故ぜかアリッサは躊躇ためらう素振りを見せたが、恐る恐る僕に体重を預けた。


    「どうしたんだ？」


    「ちょっと、ね。安心しちゃいそうで、怖かっただけ」


    　耳元でアリッサが苦笑する気配。


    「ああ、確かに──な」


    　アリッサの体温を、柔らかな感触の向こうに感じる。とくん、とくん、という鼓動も響いてくる。どちらもアリッサがここにいる証明。幻ではない証拠。


    　だが僕も安心している場合ではない。


    　左手を後ろに回してアリッサを支え、狼の三つ首で地を叩たたく。


    　わらわらと集まってきていた〝動く木〟を眼下に見ながら、僕はアリッサに言う。


    「全部終わったら……思う存分、安心しよう」


    「──そうね」


    　アリッサは短い返事を返すと、しがみつく腕に力を込めた。


    　鼓動が、わずかに近くなり──速くなる。


    　たぶんアリッサも僕の鼓動を聞いているのだろう。ほんの少し前まで、どうしようもないほど遠く隔へだてられていた……命の音を。


    



    　集まってくる〝動く木〟を飛び越え──道が埋め尽くされていた場合はビルの屋上を経由し──僕らは最短距離でショッピングモールが見える場所に降り立つ。


    　しかしそこにあったのは、僕が見慣れた街並みではなかった。


    　ショッピングモールはあちこちに穴が開き、半壊状態。向かいの駅ビルは黒い煙を上げながら炎上している。炎は周囲のビルにも飛び火し、僕らの立つ場所まで無数の火の粉を降らせていた。


    　まるで怪獣映画のワンシーン。いや、たとえる必要はなかった。怪物は──実在した。


    　炎に包まれ、ほとんど瓦が礫れきの山と化した駅ビルの中から黒い影が立ち上がる。二十メートルはある巨きよ躯くをゆっくりと持ち上げ、その巨人──八や朔さく連れん大だいは叫んだ。


    「オォォオォォォォオォォォッ!!」


    　怒りに満ちた咆ほう哮こうが、空気を震わせる。僕らへ向けての威い嚇かくではない。まだ距離は遠く、こちらの存在は気付かれていないはずだ。


    　未み由ゆの姿を捜して、僕は視線を巡らせる。するとショッピングモールの外壁に赤い閃せん光こうが走るのが見えた。


    　縦じゆう横おう無む尽じんに刻まれる赤い線。そして次の瞬間、ショッピングモールの上半分が数十の破片に分割され、崩れ始めた。


    「──昇る凶熱ヒートブラスト!!」


    　ビルが崩れる轟ごう音おんを貫いて、声が届く。幻聴ではない、間違いなく未由の声だ。


    　突如として発生する赤い竜巻。


    　重力に引かれて大通りへ落下しようとしていた大量の瓦礫が、吹き荒れる赤い風によって空へと舞い上がった。


    　僕とアリッサのところまで火傷やけどしそうなほどの熱を含んだ風が届く。中心部の熱量は想像したくもない。


    　赤い竜巻のただ中にある瓦礫は真っ赤になって溶け崩れ、溶岩弾となって巨人の上に降り注いだ。


    「ガアアァァァァァァァァァッ!?」


    　苦鳴を上げながら、巨人は赤熱した瓦礫の下に埋もれていく。ショッピングモールの約半分にあたる質量は、巨人を押し潰つぶし、その姿を完全に覆おおい隠した。


    「すごい……」


    　背中でアリッサが呟つぶやく。僕もその光景に圧倒されていた。


    　異界の法で守護された連れん大だいに普通の魔術は通用しない。だから未み由ゆは魔術による二次的な現象で連大を攻撃したのだ。瓦が礫れきを溶かしてぶつけるというのは、ただの物理攻撃。魔術でない以上、無効化はされない。


    　って……見み惚とれてる場合か！


    　僕は我われに返り、右腕の狼ろう首しゆによる跳躍でショッピングモールの真下まで移動する。未由の魔術で高空まで吹き上げられた細かい破片がパラパラと全身に当たった。


    　未由はたぶん、この上だ。〝支配〟による繋つながりが、僕にそう告げている。だが上半分が瓦礫に変わったとはいえ、まだショッピングモールは四階分の高さを維持していた。アリッサを抱えて跳ぶのは厳しそうだ。


    「──アリッサ、ここで待っていてくれ」


    　そう言って僕はアリッサを地面に下ろす。


    「わかったわ。気をつけてね、ケースケ」


    「ああ」


    　頷うなずき、三本の狼首を束ねて地面を叩たたく。息が詰まるような加速。少し力が入りすぎて、四階のフロアを飛び越えてしまう。断面が赤く溶け崩れた柱に狼首を巻きつけて勢いを殺し、何とか上う手まく着地した。


    　四階は家具類を扱うフロアらしい。バラバラになった机や椅い子す、タンスの残ざん骸がいが転がっていた。その断面はどれも鋭利で、木なら焼け焦こげ、石ならガラス状に変質している。


    　未由はそんなフロアの中心で、炎の剣に縋すがりつくようにして立っていた。


    「未由っ！」


    　名前を呼んで駆け寄る。


    「……啓けい介すけ、くん？」


    　肩で息をしながら、鈍い動作でこちらを振り向く未由。その目が僕を捉えた途端、未由はがくっと崩れ落ちた。それまで支えにしていた炎の剣が消滅してしまったのだ。


    　未由が頭を床に打ちつける寸前で、僕はその体を受け止める。


    「お、おい、しっかりしろ!?」


    「……大丈夫、心配しないで。少し疲れただけ。陽ひ名なさんたちは上う手まく逃がしたよ。〝動く木〟に捕まっていなければ、もう私の家に着いている頃」


    「ごめん、一人で頑張ってくれたんだな。僕が考えなしだった。未由に魔術を使わせたから、こんな……」


    　未由の服はぼろぼろだった。恐らく何度か攻撃を喰らっている。混血の再生能力で肉体に目立った外傷はないが、大きなダメージが蓄積しているはずだ。


    「でも、必要だったんでしょ？　アリッサさんを救い出すために」


    「ああ……未み由ゆのおかげで、アリッサは助けられた。今、下で待ってる」


    「よかった……啓けい介すけくんは勝てたんだね。私も……負けなかったよ」


    　未由は誇らしげに笑う。その顔には憎しみや殺意といった暗い感情はなかった。僕は未由が怒りのままに連れん大だいと戦ったわけではないのだと知る。


    「ありがとう、未由。復ふく讐しゆうのためにじゃなく、皆を守るために戦ってくれて……」


    「うん……」


    　頷うなずく未由。そしてそのまま気を失ってしまう。僕らが辿たどり着くまで、本来なら絶対に勝てない相手と戦い続けていたのだ。とっくに限界を超えていたのだろう。


    　僕は感謝を込めて、未由の頬ほおに付いた煤すすを指で拭ぬぐった。


    　──ゴゴゴゴゴゴゴゴ。


    　だがそこに低い地鳴りが響き始める。連大を生き埋めにした瓦が礫れきの山が震えていた。


    　あれだけの質量で押し潰されても連大は無事なようだ。物理現象による攻撃は無効化されないだけで、大きなダメージを与えられないのかもしれない。やはり通用するのは魔術を取り込んだ《魔狼フエンリル》だけなのだろう。アリッサは天使の力で《流ながれし星ほし竜りゆう》の魔術が使えない状態だ。未由も気絶している以上、現状では連大を倒すことができない。


    　それに──連大の天使因子がどこにあるのかが問題だ。


    　スーラは連大の因子だけを滅ぼせば、取り込まれた鈴りんちゃんは助けられると言っていた。けれど逆を言えば、間違った場所を攻撃すれば鈴ちゃんを傷つけてしまう恐れがあるということ。


    　さらに連大は以前見たときよりも、巨大化している。鈴ちゃん以外にも取り込まれている人間がいる可能性は高い。


    「今は逃げるしか……ないか」


    　悔しいが、他に選択肢は思いつかなかった。


    　僕は急いで未由の体を背負う。左腕だけで気を失っている未由を支えるのは難しかったが、前傾姿勢になることで何とかバランスを維持した。


    　そのままショッピングモールの端へと走り、本能的な恐怖を抑えつけて地上へと飛び降りる。内臓が浮き上がる感覚。呼吸を止めてタイミングを計り、着地と同時に地面を狼ろう首しゆで殴りつける。放射状に砕けるアスファルト。反動は長く伸びた狼の首で受け流し、ふわりと割れた路面に降り立った。


    　場所は大通りではなく、従業員用の裏口がある細い路地。


    「ケースケ！　ミユは無事？」


    　待機していたアリッサが、着地の音を聞いてこちらへやってくる。


    「ああ。でも今は気を失ってる。連大が身動きできないうちに、ここから離れるぞ」


    「一時撤てつ退たいってわけね。でも……少し遅かったかも」


    　苦い表情を見せるアリッサ。


    「どういうことだ？」


    「もう──完全に囲まれてる」


    　気付けば辺りはザァァァァァァッという騒音に包囲されていた。


    　アリッサは路地の向こうに見える大通りを指差す。そこは既に樹海と呼んでいい有様。あちこちから合流した〝動く木〟に埋め尽くされている。


    「くそ……これじゃ屋上伝いに逃げるしかないな。でも……」


    　気絶している未み由ゆと、剣を手放せないため右腕の使えないアリッサ。二人を同時に抱えて跳ぶのはさすがに無理だ。アリッサもそれを察したようで、〝動く木〟が蠢うごめく大通りへ蔦つたの絡みついた《天使王ミトロン》の剣を構えた。


    「ケースケ、先に未由を連れて近くのビルへ跳んで。あたしはその後でいい」


    「僕が順番に運ぶってことか？」


    「最初だけよ。屋上から屋上へ跳び移るぐらいなら、あたしにもできると思う。今は《天使王ミトロン》の力で身体能力が強化されているしね」


    「……わかった」


    　僕は頷うなずき、まず未由を連れて三階建てのテナントビルに《魔狼フエンリル》を使って跳躍した。床に未由を寝かせて、すぐに地上へ飛び降りる。


    「アリッサ、早く」


    　だがアリッサは大通りへ剣を向けたまま怪け訝げんな表情を浮かべていた。


    「何か……変だわ」


    「どういうことだ？」


    「てっきり、木の群れがこっちになだれ込んでくると思ったんだけど……あたしを無視して通り過ぎていくの」


    　アリッサの言う通りだ。大通りを占領した〝動く木〟は僕らのいる路地には入らず、そのまま駅ビルの方へ向かっていく。


    　不思議に思うが、未由を一人にしておくわけにもいかない。僕はアリッサを背負ってビルの屋上へ移動した。


    　アリッサを降ろし、寝かせていた未由を背負い直す。アリッサは屋上の端から、大通りの様子を眺めていた。


    「まるで連れん大だいの元へ集まっているみたい……」


    　呟つぶやくアリッサの隣に並ぶ。


    　確かに木の群れは崩壊した駅ビルへと向かっているようだった。


    　未由から伝え聞いた陽ひ名なちゃんの言葉を思い出す。背筋を冷たい汗が伝った。


    「アリッサ……陽ひ名なちゃんは〝動く木〟が目的地を持って移動しているって言ってたんだ」


    「え？　それって……まさか──」


    　そう、少し考えれば分かることだった。街の人々は鈴りんちゃんの願いによって木に変えられた。そして鈴ちゃんの欠かけ片らは今、連れん大だいが取り込んでいる。ならば〝動く木〟たちを操っているのは連大だと考えるのが自然。


    　連大の目的は街の人間全てを一本の世界樹へと束ね、天頂の逆樹《楽園の守護者ガブリエル》と繋つながること。だから光る葉に願わなかった人々を狩り出し、木に取り込む必要があったのだ。


    　地鳴りが大きくなる。


    　──バキ、ビキバキベキッ!!


    　溶け合い、積み重なった瓦が礫れきを突き破って、太い腕が地上に現れた。五指を広げた茶色い腕は、まるで枯れた大木のようだ。


    　動く木はその腕に群がり、体を同化させていく。バキバキと軋きしみを上げて肥大化していく連大の腕──。


    　やはり連大は木となった街の人間を取り込んで巨大化していたらしい。恐らく自らの体を世界樹とするつもりなのだ。


    「なあ、アリッサ。街の人間全員って……どこまでを指してるんだと思う？　少なくともアリッサは含まれてないよな？」


    　僕は震える声で問いかける。もし、ここに集まってきた〝動く木〟の数が世界樹となるのに十分だったとしたら……一時退却などしている場合ではなくなる。止めなければ異界が顕現し、僕は《天牢ウオルフ＝ライエ》の発動を余儀なくされるだろう。


    　しかもまだ、ポケットに入れてあるスーラの人形から連絡はない。日没前に《楽園の守護者ガブリエル》が具現化した場合、何もできずに……命を懸けることもできずに、全てが終わる。


    「ええ、《天使王ミトロン》を持つあたしは人間じゃなく〝世界〟の一部みたいなもの。《天牢ウオルフ＝ライエ》と繋つながるケースケも同じね。ミユは……際どいところかもしれない。《高次存在ヴイナー》と精神を同化させた者は、厳密には人間っていえないから」


    「じゃあ僕ら以外の誰かを守らないと連大は──」


    　脳裏に陽名ちゃんと宮みや島じまの姿が過よぎる。


    「そうね、世界樹を完成させてしまう可能性が高いわ」


    　その言葉で僕らのすべきことが定まった。


    「──アリッサ。陽名ちゃんと宮島のところへ急ごう。二人は未み由ゆの屋敷へ向かったらしいんだ」


    「分かったわ。もしかしたらあの二人が、この街に残った最後の〝人間〟なのかもしれないわね……」


    　僕は未由を背負い、アリッサは剣を携たずさえて走り出す。街の人々を次々と取り込んでいく連大に背を向けて。


    　屋上を狼ろう首しゆで叩たたいて、跳躍。隣のビルに飛び移る。アリッサも危なげなく、四メートルほどの距離を飛び越えていた。高低差が少ないビルならばアリッサはついてこれそうだ。長い距離の跳躍が必要になった場合は、また順番に運べばいいだろう。


    　僕らはビルの屋上を伝って、高級住宅地の立ち並ぶ区画を目指す。


    　──ドオォォォォォォォォォンッ！


    　背後から轟ごう音おん。屋上を走りながら振り向くと、瓦が礫れきを振り払いながら連れん大だいが立ち上がるところだった。街のどの建物よりも大きい。先ほどの戦いで崩れてしまったショッピングモールの二倍近い身長だ。百メートル以上はあるだろう。


    　濛もう々もうと立ち込める粉ふん塵じんの中、連大は何かを探すように首を巡らせた。


    　既に距離はだいぶ取っていたが、念のため僕らは屋上にあった貯ちよ水すい槽そうの陰に身を隠す。


    　道路を見ると、もう〝動く木〟の姿はない。密集地帯は抜けたようだ。ここからは路地を進んだ方がいいかもしれない。


    　ドガァァァァァァァンッ!!


    　大地が揺れる。連大が近くあったビルを殴りつけたのだ。目的のものを見つけなかった苛いら立だちをぶつけたのだろう。ビルは一撃で粉砕され、倒壊した。


    「トォォォォモォォォォォヅゥゥゥゥキィィィィミィィィィユゥゥゥゥゥゥゥゥッ!!」


    　怒り狂った声が街中に響き渡る。びりびりと大気が震えた。


    　連大が捜していたのは、やはり未み由ゆだったようだ。


    　僕はアリッサに目で合図を送り、ビルの裏手へ飛び降りる。アリッサも剣を壁に擦こすらせて速度を殺し、難なく地上へ降り立った。僕が運ぶ必要はなかったらしい。


    　連大に見つからないよう、僕らは細い道を選んで走り始める。


    　もしかしたら連大は《楽園の守護者ガブリエル》へ至るための人間狩りより、未由を捜すことを優先するかもしれないな……。


    　走りながら僕は思う。


    　連大はただひたすらに未由を求めているように見えた。その姿はどこか、彼の息子である八や朔さく則のり秋あきに重なる。


    　一人の女性を愛し、求め、壊れてしまった男の姿に──。
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    　繁華街の裏路地を抜け、個人商店が多く並ぶ通りを越えると、一軒家の住宅が増え始めた。道は緩やかな上り坂となっていて、上に行くほど住宅は立派になる。


    　つまりは坂の上部が高級住宅街と呼ばれている区画だ。未由の家はその中でも一際広大な敷地を有している。僕とアリッサは友とも月づき邸ていを囲む長い塀へいに辿たどり着くと、駆け足気味だった歩調を緩めた。ここまで来るのに十五分ほどかかったが、背中の未み由ゆはまだ目を覚ましていない。


    　友月邸までの道中、〝動く木〟とは出会わなかった。恐らくほとんどが連れん大だいの元に集ったからだろう。現時点で人口の何割を取り込んだのかは分からないが、連大は街のどこからでも見上げられるほどに巨大化していた。


    　もはや何メートルあるのかも分からない。暗くら闇やみの中、淡い緑の光に照らされて巨人のシルエットが浮かび上がっている。山にも等しい存在感だ。


    　だが何な故ぜか、連大はその場を動かなかった。駅ビルの辺りにずっと留とどまったままだ。


    「……動けなくなったのかもしれないわね」


    　アリッサが彼方の連大を見て呟つぶやく。


    「動かないんじゃなくて、動けない……のか？」


    「木は大地に根を下ろすものでしょ？　レンダイ自身が世界樹へ変化しようとしているなら、そうなってもおかしくないわ」


    「もし動けないのなら……少し安心だな。あの巨体で暴れられたら安全な場所なんてなくなる」


    　危険は少ないと判断し、僕は右腕の《形式モード・三頭の獄牙ケルベロス》を解除した。ずっと《魔狼フエンリル》を制御し続けている由ゆ衣いに負担がかかっているようだったからだ。由衣自身は何も言わなかったが、腕輪の光が少しずつ弱まっていることに僕は気付いていた。


    「──でもさっきの様子じゃ、レンダイがミユを諦あきらめるとは思えない。それにヒナたちが残っている以上、まだ世界樹になることもできないわ。今は静かでも、すぐに何らかの行動を起こすはずよ」


    「そうだな……まずは陽ひ名なちゃんたちと合流しないと」


    　僕らは再び早足になって、屋敷の門前まで移動した。


    　洋風の立派な門は閉め切られている。だが元々そちらを使うつもりはない。門の脇わきにある勝手口の扉を僕は押してみた。鉄製の扉はガチャンと無情な音を響かせる。


    「鍵かぎがかかってるな……」


    　陽名ちゃんと宮みや島じまが中から閉めたのだろうか。最初から鍵がかかっていた場合、二人は門の前で待っているはずだ。それとも……。


    　──いや、きっと大丈夫だ。


    　二人が〝動く木〟に捕まってしまったかもしれないという考えを頭から振り払う。気配を〝視みる〟陽名ちゃんと、街の道を網羅した宮島ならば、無事に〝動く木〟の包囲から逃れられたはず。未由が命を懸かけて、そのための時間を稼いだのだから。


    「門を飛び越えるしかないみたいね」


    　アリッサの言葉に僕は頷く。


    「由衣をもう少し休ませたかったけど、仕方ないか……」


    　僕は《魔狼フエンリル》を右腕に顕現させるため、心の中で由ゆ衣いに呼びかけようとする。だがその時、ガチャッと勝手口の錠じようが回る音が聞こえた。


    　金属の戸を軋きしませながら、扉が奥に向かって開かれる。そして扉の陰から一人の少女が顔を覗のぞかせた。


    　知っている顔。だが想像していなかった顔でもあった。


    　白い髪と、褐かつ色しよくの肌。傘さん陽よう学園の制服……。かつての関係は友人であり敵同士。現在は学園の中等部に通う、僕の後輩。


    「ツグミ!?」


    　僕は驚きながら、彼女の名前を呼ぶ。


    「やはりセンパイたちでしたか。やりました……陽ひ名な先輩に勝利です」


    　何だかよく分からないことを呟つぶやくツグミ。小さくガッツポーズまでしている。


    「な、何でツグミがここに？　陽名ちゃんに勝利って……どういう意味だ？」


    「……いえ、気にしないでください。こちらの話です。とにかく中へ。事情はそれから説明します」


    　ツグミに促され、僕とアリッサは友とも月づき邸ていの敷地へ入った。ツグミは扉を再び施せ錠じようすると、長い前庭の先にある屋敷に向かって歩き出す。僕らも後に続いた。


    　背後から眺める限りでは、ツグミが怪け我がをしている様子はない。そのことに安あん堵どしつつ僕は話しかける。


    「とにかく、無事でよかった。ツグミは学園から皆を逃がすため、囮おとりになったって聞かされていたから──」


    「……木の群れには囲まれましたが、校舎という場所が幸いしたんです。できる限り校舎内に木を引きつけた後、三階の窓から飛び降りることで難を逃れました。私は普通の人より丈夫ですから……そういう逃げ方ができたんです」


    　ツグミは歩きながら振り返り、苦笑を浮かべた。様々な《高次存在ヴイナー》の血を引くツグミは身体能力が高く、怪我の治りも早い。だから三階から飛び降りるという無茶な手段も使えたのだろう。


    「ありがとうな、ツグミ。皆を助けてくれて」


    「……最初だけ、ですけどね。私は皆さんがどこに行ったのか分からず、寮や教会など見当違いの場所を捜していました。その間にユキちゃんと山やま崎ざき先輩は──」


    　悔しげにツグミは首を振る。


    「陽名ちゃんたちから聞いたのか？」


    「……はい。他に捜す当てをなくした私がここに辿たどり着いたとき、門の前にいるお二人を発見しました。鍵がかかっていて中に入れないようだったので、私が門を跳び越えて開かい錠じようしたのです」


    　ツグミはそこで言葉を切り、立ち止まる。屋敷の玄関に着いたからだ。だがツグミは玄関の扉を開けようとはせずに、僕の方へ向き直る。


    「センパイ……お礼を言うのは私の方です。戻ってきてくれて……ありがとうございます。私、鈴りんもセンパイも守れなくて……ユキちゃんも捕まったかもしれないって聞いて……足元が崩れていくようでした。だって私を〝ツグミ〟にしてくれた友達が……皆いなくなってしまったから……」


    　肩を震わせてツグミは顔を伏せる。彼女にとって〝ツグミ〟というのは特別な名前だった。僕と鈴ちゃんと冬ふゆ上がみが彼女を〝あだ名〟で呼んだから、〝ツグミ〟は今ここにいる。ツグミであることを選んでくれたのだ。


    「でもセンパイは帰ってきてくれました。センパイなら全てを取り返してくれると陽ひ名な先輩は言いました。私に何ができるかは分かりません……でも、友達を助けるためならどんなことでもします。一緒に……戦わせてください」


    　切実な光を宿した瞳ひとみでツグミは懇こん願がんした。


    　一緒に戦う……か。


    　それは僕が由ゆ衣いに言った言葉を思い出させた。僕は手を伸ばして、ツグミの肩を叩たたく。


    「分かった。一緒に、全部取り戻そう」


    「はい……っ！」


    　ツグミはかすかな笑顔を見せて頷うなずくと、ちらりと僕の後ろにいるアリッサを窺うかがった。


    「どうしたの？」


    「いえ、何でもありません」


    　きょとんとするアリッサに首を振り、ツグミは僕を真っ直すぐに見上げた。


    「……センパイ、失礼します」


    　ツグミが背伸びをし、顔を寄せてくる。頬ほおに一瞬だけ、柔らかなものが触れた。


    「ちょっ、な、何してるのよ!!」


    　顔を真っ赤にして僕とツグミを引き離すアリッサ。僕は頬に触れたものが唇くちびるだったことを遅れて理解する。


    「つ、ツグミ？」


    「……私、センパイが生きているのかどうかも分からなくなったとき……おはようのキスが一度もできなかったことを、とても後悔している自分に気付きました。ですから、その未練は晴らしておきます。雑念は集中を乱しますから」


    　ツグミは視線を明後日あさつての方に向けながら言う。口調は平坦だが、少し頬が赤い。


    「な、何がおはようのキスよ！　時間的にはお昼だし、空もこんなに真っ暗じゃないの！」


    　詰め寄るアリッサだが、ツグミは惚とぼけた表情で首を傾かしげた。


    「ああ……そうですね。では、ただのキスですか？」


    「そ、それはもっとダメよ！」


    「……なら、やっぱりおはようのキスということで。これは挨あい拶さつだから誰の顔色を窺うかがう必要もないと、ユキちゃんは言ってましたよ？」


    「え、そうなの？　あ、挨拶なら、いいの……かしら？」


    　アリッサはツグミに丸め込まれ、首を捻ひねる。


    「ツグミ……なんか冬ふゆ上がみに似てきてないか？」


    　僕は頬ほおに残った感触を気にしながら溜ため息いきを吐ついた。


    「……本当ですか？　私、ユキちゃんみたいになりたいと思っているので嬉うれしいです」


    　皮肉のつもりだったが、ツグミは素直に喜んでしまう。


    　僕はそれ以上何も言えず、力なく肩を落としたのだった。


    



    　屋敷の玄関を潜くぐるとそこは真っ暗な広間。正面には階段が聳そびえ、途中で左右に分かれて二階へと続いている。ツグミはその階段へと僕らを誘いざなった。


    　二階へ上がり、中庭に面した廊下を歩く。窓から薄明かりが射し込んでいるおかげで、なんとか物の輪郭は分かる。


    「……ここです」


    　ツグミは黒い扉の間で立ち止まり、ノブを回した。


    　そこは歓談室といった感じの広い部屋だった。屋敷正面が見下ろせるテラス、中央に設しつらえられたテーブルを囲むようにして並べられたソファ、壁には高そうな絵が飾られている。


    　ソファには宮みや島じまが寝転んで寝息を立てていた。テラスの傍そばには陽ひ名なちゃんの姿。だが何な故ぜか彼女は悔しそうにこちらを睨にらんでいた。


    「陽名先輩。やっぱりセンパイたちでしたよ」


    　少しだけ得意げな響きの声でツグミが言う。そういえばツグミは陽名ちゃんに勝ったとかどうとか言っていたな……。


    「むー……わたくしだって、あの後すぐに気付いたのです。それもはっきり〝視みえ〟たのですよ。ツグミさんはほとんど勘みたいなものだったじゃないですか」


    　僕はむくれる陽名ちゃんを横目に見ながら、まず背負っていた未み由ゆを宮島とは逆側のソファに寝かせる。未由は小さな呻うめき声を上げたが、まだ目を覚ます様子はない。


    「……勘じゃ、ないです。ちゃんとセンパイの心を感じとりました」


    　ツグミは少しカチンときた様子で陽名ちゃんと睨にらみ合う。


    「あのー……いったい何の話だ？」


    　僕が口を挟むと、陽名ちゃんは不機嫌そうに説明し始めた。


    「別に大したことじゃないのです。単にどちらが見張りをするかで揉もめたのですよ。気配を察知するのに優れているのはどっちかという話になって……先に何か異常を見つけた方が勝ちという流れになったのです」


    「はは、陽ひ名なちゃんがそこまでムキになるのは珍しいな」


    　僕は苦笑する。


    「だってツグミさん、やたらわたくしに突っかかってくるんですよ。そこまで真剣に対抗意識を燃やされると、わたくしも本気になってしまうです」


    　それを聞いた僕はツグミに問いかける。


    「ツグミ……何か陽名ちゃんと張り合う理由でもあるのか？」


    「……はい。ユキちゃんのために、私は陽名先輩にできるだけ立ち向かおうと決めているのです」


    　瞳ひとみに決意の炎を灯ともしてツグミは胸の前で握り拳こぶしを作る。


    「冬ふゆ上がみのため？」


    「……そうです。陽名先輩のことをユキちゃんは苦手に思っているようなので、私が守れればと」


    「ああ、そういうことか……」


    　僕は妙に納得して、溜ため息いきを吐ついた。冬上はかつて陽名ちゃんと魔術的な上下関係にあったせいか、陽名ちゃんに頭が上がらない。


    「う……そんなことを言われたら、わたくしが悪者みたいじゃないですか。わたくし、雪ゆき絵えに意地悪をしているわけではないですよ。ただ、雪絵がわたくしに逆らえないだけなのです」


    　微妙にたじろぎながら陽名ちゃんは言う。


    「ですがユキちゃんは、陽名先輩に服従したいと思っているわけではありません。なので代わりに私が抵抗します」


    「過保護な〝お友達〟ですね。心が読めるからと感情移入しすぎて、自己を他人と同一視してしまわないよう気をつけた方がいいのです」


    「……余計なお世話です。あと……センパイも陽名先輩から守りますから」


    　その言葉に陽名ちゃんの眉まゆ毛げがピクンと動いた。ツグミが〝センパイ〟とだけ呼ぶときは僕のことを指している。いきなり話題の中心に据すえられた僕は戸惑った。


    「どういう……意味なのでしょうか？」


    　低い声で問う陽名ちゃん。顔は笑っているが、凄すさまじいまでのプレッシャーを放っている。


    「……陽名先輩はセンパイに意地悪をします。私はそれを見過ごせません」


    「わたくしが啓けい介すけさんに意地悪できる権利は、あなたが口を出せるものではないのです。邪魔をするなら、わたくし……さすがに怒りますですよ？」


    「私も……センパイに嫌いやな思いをさせることは、許しません」


    　一歩も退ひかずツグミは陽名ちゃんと睨にらみ合う。


    　まずい。この二人は想像以上に相性が悪い。どうやって仲裁するべきか考えていると、後ろから膝ひざの後ろを軽く蹴けられた。


    「──モテモテねー、ケースケ」


    　振り返るとアリッサがジト目で睨にらんでいる。


    「そ、そういうんじゃないだろ？　アリッサも二人を止めてくれよ」


    「ケースケはもう少し困っていいと思うわ」


    　アリッサはぷいと顔を背そむけてソファに座ってしまった。


    「あ、アリッサまで意地悪言わないでくれよ」


    「別に意地悪じゃ──あれ？　意地悪……なのかしら？　なんであたし、こんなに嫌いやな気持ちになってるの？　そういえばさっきもツグミに……」


    　不思議そうな表情で自分の胸に手を当てるアリッサ。


    「おい、どうしたんだ？」


    　少し様子がおかしいように思えて、僕は心配になる。


    「どうも……してないわ。うん──別に変じゃない。前からこの感情はあったもの。ただ……〝ここまで〟じゃなかっただけで……」


    　ぶつぶつと呟つぶやくとアリッサはぎこちなく微ほほ笑えんだ。そしてソファから立ち上がり、睨にらみ合いを続ける陽ひ名なちゃんとツグミの間に割って入る。

  


  [image: ]



  
    「──二人とも、今は言い争ってる場合じゃないでしょ？　まずは現状を何とかするために話し合わないと」


    　気が変わったのか、アリッサは仲裁役を引き受けてくれたようだ。


    「確かに……そうですね。ツグミさん、ここは休戦ということにしてあげるです」


    「……はい、仕方ありません」


    　アリッサの言葉に二人はしぶしぶ視線を外して、机を挟んだ対角線上に腰を下ろした。


    「うぅ……？」


    　ソファの振動が伝わったのか、眠っていた宮みや島じまがいびきを止めて瞼まぶたを擦こする。


    「ん……？　おっ……と、遠とお見み！　それにアリッサさんと友とも月づきさんも！　そっか、上う手まく助け出せたんだな！　よかった……俺、かなり心配してたんだぜ？」


    　僕とアリッサ、それにソファに横たわる未み由ゆを見て宮島は歓声を上げた。


    　部屋に満ちていた緊張感が少し和やわらぐ。とりあえずお互い無事でよかった──そんな雰囲気が生まれ、陽ひ名なちゃんとツグミも小さく微ほほ笑えんだ。


    「いや……宮島も大したヤツだと思うよ」


    　僕が心からそう告げると、宮島は「何のことだ？」と首を傾かしげた──。


    



    
      ４

    


    



    　屋敷の二階──高級な調度品が並ぶ一室で僕らはテーブルを囲み、これまでの出来事を報告し合った。皆の真剣な表情が、淡い緑色の光に照らされている。


    　壁一面が、テラスへ続く窓になっているため部屋の闇やみは薄い。暗さに慣れた目には明るいとさえ感じるほどだ。


    　連れん大だいが巨大化し始めたことは陽名ちゃんたちも知っていたが、それが木になった街の人々を取り込んだ結果だと聞くと表情を険けわしくした。


    「……では鈴りんだけでなく、ユキちゃんや山やま崎ざき先輩も──」


    　ツグミが沈んだ声音で呟つぶやく。


    「二人が捕まってしまっているなら、既に取り込まれてしまった可能性は高いな」


    　僕はツグミが濁らせた言葉を引き継いで、はっきり言った。


    「で、でもさ……な、何とかなるんだよ……な？」


    　宮島が今にも泣きそうな顔で訊たずねる。


    「連大の天使因子──存在の核だけを破壊できれば、元に戻せるとは思う」


    　スーラはその方法で鈴ちゃんを解放できると言っていた。なら街の人々も同じように助け出せるはずだ。


    「だけど……大きな問題が、二つある」


    「……問題、ですか？」


    　首を傾かしげるツグミに僕は頷うなずいた。


    「まず一つは未み由ゆがいないと連れん大だいに攻撃が通じないということ。もう一つが巨大化した連大の天使因子がどこにあるのか分からないことだ」


    「……未由先輩に関しては目覚めるのを待てばいいだけですが、因子の位置は調べようがないですね……」


    　難しい顔でツグミは唸うなる。沈黙が場を支配した。だがその静けさの中で陽ひ名なちゃんが手を挙げる。


    「わたくしなら……見つけられるかもしれないです」


    「本当か？」


    　僕は縋すがるような思いで陽名ちゃんを見る。


    「天使因子は巨人の核なのですよね？　なら最もエネルギーが集中している場所を〝視み〟つけることで、因子の位置が分かるのではないですか？」


    　連大にとって天使因子は心臓に等しい。失えば命も絶えるとスーラは言っていた。陽名ちゃんの見立ては合っている。


    「ああ、もしその位置が分かるのなら天使因子はそこにあるはずだ。陽名ちゃん、頼んでいいか？」


    「もちろんです。ただ……あの巨人は力の塊です。遠くから〝視〟た程度では、力の濃度は見分けられません。できるだけ近くで……それも巨人が大きな力を使う瞬間を〝視〟なければ因子の場所を特定できないと思うです」


    「力を使う瞬間……つまり戦闘中ってことになるよな。あの巨大化した連大と戦うなら、僕がやるしかないか」


    　僕は腕を組んで呟つぶやく。けれど隣に座るアリッサが首を横に振った。


    「──いいえ、それはあたしの役目ね」


    「アリッサが？　いや、でも……」


    「あたしはエノクとも長時間戦えたのよ？　時間稼ぎぐらいはできるはず。この剣は同質の力を斬れないから、取り込まれた人たちも安全よ」


    　そう言ってアリッサは右手と融合した大剣を示す。


    「だけどその剣……アリッサが弱ったら──」


    「分かってるわ。でもケースケは身を潜ひそめて、連大の核を一撃で破壊するスナイパーの役に徹した方がいい。不意打ちじゃないと急所なんて狙ねらえないわ。防御されたら余計な場所を傷つけることになるんだから」


    　アリッサの言うことは正論だった。下手に連大の体を壊せば、取り込まれた人に危険が及ぶ。だが僕はその案を受け入れることに躊ちゆう躇ちよを覚えた。


    　またアリッサが遠くに行ってしまうのではないかという恐怖が、僕の口を重くする。それにエノクが《楽園の守護者ガブリエル》に至るための鍵かぎであるアリッサは守るべき対象だ。そんな危険に晒さらしていいとは思えなかった。


    「──ケースケ」


    「え？」


    　アリッサが迷う僕の瞳ひとみを覗のぞき込む。


    「まさかケースケまで、あたしをお姫様扱いしないわよね？」


    「それは……」


    「ケースケにとって、あたしは何？　お城の中に閉じ込めて、大事に大切に守らなきゃいけないお姫様？」


    　僕にとってのアリッサ……。


    　少なくともお姫様ではない。そんな弱い存在じゃない。もっと強いもの。同じようにありたいと僕が憧あこがれた少女。だからかつては英雄だったのだと思う。そして今、同じ場所に立てているとするならば──。


    「違う。隣に並んで一緒に戦う……相棒だ」


    　だからアリッサがエノクと戦っていたとき、僕は迷わず戦うことを選んだ。そこが僕のいる場所だから。


    「相棒──いい感じ。何だかすごく、しっくりきたわ。うん……あたし、ケースケの相棒なのよ。だから、力を合わせて敵に立ち向かうの。文句ある？」


    　嬉うれしそうに笑いながら僕に問いかけるアリッサ。


    「ない……な」


    　苦笑して僕は答えた。必要な役割を信じて任せられるのが相棒だから。


    「じゃあレンダイの相手をするのはあたしで決まり。これで道筋はできたわね」


    　アリッサはすっきりした顔で言う。すると宮みや島じまが恐る恐る手を挙げた。


    「えっとさ……よく分からない単語がたくさん出てきたけど、要するにアリッサさんが囮おとりになって、陽ひ名なちゃんが敵の弱点を見つけ出す……そして遠とお見みがそこを攻撃するって作戦なのか？」


    　宮島の問いに陽名ちゃんが頷うなずく。


    「そのとおりです。あとは未み由ゆさんが目覚めれば攻勢に出る準備は整うのですよ。ただ、できるならば決戦は日没後がいいんでしたよね？」


    　陽名ちゃんが僕に視線を向けて訊たずねてきた。


    「まあ、そうだな。〝切り札〟のことがあるから、できれば日没まで隠れていたい。陽名ちゃんと宮島、それにツグミが無事な間は、連大が目的を遂げることはないはずだ。だから時間を稼いでも事態が悪化することはないと思う」


    　僕はそう前置きしてから、連大が世界樹へ至るには街中の〝人間〟が必要であることを説明した。


    「……状況は分かりました。ですが、わたくしたちが必要なら……敵は何か行動を起こすはずです。隠れていられるのはそれまででしょう。啓けい介すけさん、あとどれぐらいで日没なのか分からないですか？」


    　陽ひ名なちゃんはテラスの向こうにある閉ざされた空を見ながら問う。確かに根の壁に覆おおわれた美み傘かさ市の中からでは、太陽の位置さえ分からない。しかも今は外で《流ながれし星ほし竜りゆう》が時間を操り、日没までの時間を早めているはずだ。時計も当てにならないだろう。


    「そういえば……これがあったか──」


    　僕はスーラに託された人形をポケットから取り出す。


    「あ、その人形って方はこ舟ぶねの……」


    　アリッサが驚いた顔で机に置いた人形を覗のぞき込んだ。全身に幾き何か学がく模様が描かれたその人形は、《方舟》で働いているドールのミニチュア。見覚えがあるのは当然だろう。


    「そうだ、これでスーラと連絡が取れるはずなんだ」


    　ずっと日没の合図を待っていたが、こちらから連絡することもできるとスーラは言っていた。


    「へ？　スーラって……スーラ、叔お母ば様のこと？」


    　目を丸くするアリッサ。そういえばスーラは自分の存在をアリッサには隠していた。口を滑らせてしまったかもしれないと僕は焦あせる。


    　……いや、スーラはヒースに逆らったんだ。非情なシステムとして存在し続けたスーラは、その時点でいなくなった。だから普通に叔母と姪めいの関係に戻ってもいいはず。


    　ごまかそうかとも思ったが、僕は考えを変える。アリッサの母親──ヴェルさんは言っていた。スーラはアリッサの生活を陰で支えてきたと。けれど影でいる必要はもうない。


    　僕はアリッサに、ずっと傍そばで見守っていた人がいたことを伝えたかった。


    「えっと、アリッサ。少し長くなるけど……きちんと説明するよ」


    　僕は覚悟を決めて話し始めようとする。だがそのとき、机に置いた人形の幾何学模様が光を放った。突然の眩まぶしさに僕は目を細める。


    「──ううん、アリッサちゃんにはスーラが自分でお話しするよ」


    　スーラの声が響く。光に包まれた人形が、勝手に動き出す。自分の足で立ち上がり、アリッサの前に移動した。輝きは次第に弱まり、部屋が元の薄暗さを取り戻す。


    　人形は姿を変えていた。法衣ヴエールを纏まとう幼い少女の姿に。


    　スーラ＝クラノ＝ストーリング＝ミルキーウェイ。《流れし星竜》の端末であり、アリッサの叔母である見た目は十一、二歳の女の子。


    　彼女が机の上に立っていた。ただし人形と同じ背丈で。


    「す、スーラ？」


    　僕は驚いて身長約十五センチの少女へ話しかける。


    「驚かせてごめんね。話はずっと聞いていたんだよ。それでこれはスーラが自分でしなきゃいけないことだと思って……。媒介が小さいから、体はこんなふうになっちゃったけどね」


    　苦笑を見せてからスーラはアリッサに向き直る。


    「スーラ叔お母ば様……なの？」


    　アリッサは呆ぼう然ぜんとした表情で問いかけた。


    「うん。スーラが、スーラ叔母さんだよ。スーラはずっとアリッサちゃんのことを見てたけど、アリッサちゃんにとっては初対面だね」


    「だ、だってスーラ叔母様は千年前の戦いで亡くなったってお母様が──」


    「そのとおりだよ。スーラは千年前に人間としては死んでいる。ここにいるのは《流ながれし星ほし竜りゆう》の端末になったスーラなんだよ」


    「そんなことって……」


    　信じられないといった様子でアリッサは呻うめく。


    　アリッサはスーラと無言で見つめ合う。その顔立ちは瓜うり二つ。髪の色こそ異なるが、そこには確かな血の絆きずながあった。


    　その存在を自分に刻み込むように、アリッサは自分より幼い叔母の姿を眺める。


    　ゆっくり、ゆっくりと驚きに強こわ張ばっていたアリッサの表情が解ほどけていった。多少ぎこちない笑顔を浮かべてアリッサが言う。


    「だけど……あたしにすごくそっくり」


    「当たり前だよ。スーラは叔母さんなんだから」


    「そっか……本当に叔母様なんだ。初めまして……スーラ叔母様」


    「うん、よろしくね。アリッサちゃん」


    　スーラも笑顔になり、嬉うれしそうな声で応じる。


    　姪めいと叔母、二人が今その関係になったのだと僕は感じた。


    　そんな感動的なシーンに、場違いな呟つぶやきがかすかに響く。


    「──よ、妖よう精せいだ」


    　見れば宮みや島じまが身を乗り出してスーラを凝視していた。


    「え？　な、何なの？」


    　スーラもその視線に気付き、宮島を警戒する。


    「す、すげえ……小さくて可か憐れんで幻想的な女の子……まさに俺が思い描いていた妖精そのものだ！　フィ、フィギュアじゃないよな？　うわぁ……動いてるし、息もしてる。俺、妖精とかファンタジーなものに憧あこがれてたんだよ。非現実的なことばかりで参っていたけど、こんな非現実なら大歓迎だ！　なあなあ遠とお見み、触っていいかな？」


    「いや、ダメだし。っていうかアリッサの叔母さんだし。宮島、話聞いてなかったのか？」


    「えっ!?　ってことはアリッサさんも妖精なのかっ!?」


    　いきなり目つきの変わった宮みや島じまを見て、アリッサまでびくっと肩を竦すくめた。


    「聞いてなかったんだな……。宮島の隠れた趣味が透けて見えた気がするけど、まあそれは置いておいて──とにかく落ち着け。スーラが怯おびえてるだろ」


    　机の上で小動物のように震えるスーラを指差す。


    「す、スーラさんって名前なのか！　頼む、せめて握手させてくれよ！　妖よう精せいと会うのって俺の夢だったんだよ！」


    　荒い息を吐いてスーラの方へ手を伸ばす宮島。


    「きゃーっ！　こ、来ないで！　スーラはおいしくないよーっ!?」


    　スーラは机の上を走って宮島から逃げる。


    「もう少し、現実的な夢にしとけ」


    　僕は呆あきれつつ、宮島の脳天にチョップを落とした。


    「はっ──す、すまん！　驚かせるつもりじゃなかったんだ！　ただ、感動しちゃって……」


    　我に返った宮島がスーラに頭を下げて謝る。それでもスーラが震えているのを見ると、申し訳なさそうにソファへ腰を下ろした。だがその瞳ひとみは机の端まで逃げたスーラをぼうっと見つめている。


    「う……スーラ、狙ねらわれてるよぉ」


    「スーラ叔お母ば様、こっちへ」
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    　怯おびえるスーラを庇かばうように、アリッサが手を差し出す。


    「うわーん、アリッサちゃーん！」


    　スーラは半べそになりながら、アリッサの手の平に飛び移った。


    「安心して、あたしがスーラ叔お母ば様を守るから」


    　妹を守る姉の顔でアリッサが宮みや島じまを睨にらむ。


    　よく分からないが、宮島という敵を得て二人の絆が強まったようだ。だが──。


    「何か……逆じゃないか？」


    　僕はスーラが叔母の威厳を失なくしてしまわないか少し心配になっていた。


    



    「えっと……それでね、日没までどれぐらいかかるのかって話だけど──」


    　落ち着きを取り戻したスーラが、僕らを見回して言う。場所はアリッサの頭上。狼形態の由ゆ衣いをよく乗せていたせいか、その場所がアリッサ的に落ち着くらしい。


    　宮島はアリッサの命令で、部屋の端に立たされている。まあそのぐらいしなければスーラが安心しなかったのだから仕方ない。


    「急いでも、あと二時間。やっぱり異界を含む空間への時間干渉はやりにくいの。これ以上は早められそうにないんだよ」


    「二時間か……」


    　僕は部屋に置かれていた古い柱時計を見る。針は午後二時半を指していた。本来なら日没まで四時間近くあるだろう。スーラとウルトさんのおかげで行動を起こせる時間はだいぶ早まったといっていい。


    「じゃあ行動開始は四時半にしよう。何もなければ──だけどな」


    　僕が方針を定めると、すぐに陽ひ名なちゃんが立ち上がる。かつて《雀スパロウ》と名乗っていた魔術師の顔で、彼女は口を開いた。


    「ではわたくしは東館の部屋から巨人を見張るです。ここの窓からでは巨人は見えないですしね。ツグミさんは屋敷周辺の警戒をお願いします。気配を察知するのはツグミさんの方が早いと証明されてしまいましたから」


    　先ほどまで張り合っていた陽名ちゃんの言葉にツグミは少し驚いた顔をしたが、すぐに頷うなずく。


    「はい……分かりました」


    　ツグミもソファから腰を上げた。


    「お、俺がやることって何かあるか？」


    　部屋の隅から宮島が訊たずねる。


    「そうですね……では屋敷の台所を探して食べ物を集めてくださいです。やっぱり腹が空すいては戦いくさはできぬ──ですからね」


    　陽ひ名なちゃんがそう頼むと宮みや島じまは顔を輝かせた。


    「了解！」


    　部屋を飛び出していく宮島。陽名ちゃんは残った僕とアリッサ、そして眠っている未み由ゆに視線を移す。


    「啓けい介すけさんたちは決戦に備えて体を休めてくださいです。お二人とも戦闘で消耗しているようですからね。わたくしが〝視み〟たところ、未由さんも疲れて眠っているだけです。ぎりぎりまで寝かせてあげましょう」


    　合理的な指示。僕とアリッサに異論はない。


    「──分かった。だけど陽名ちゃんも無理はしないでくれよ。連れん大だいの天使因子を見つけ出すって大役があるんだから」


    「ふふ、わたくしはまだ元気ですよ。心配はいらないです」


    　陽名ちゃんは笑って答えると、ツグミと一緒に部屋を出ていった。


    　急に静かになった部屋の中で、僕はアリッサとスーラに向き直る。


    「体を休めるっていっても……気を張ってなきゃいけないアリッサは、眠ったらダメなんだろ？」


    　アリッサの持つ大剣を見て問いかけた。


    「そうね、眠れば精神に隙すきが生じるわ。そしたら、あっという間に力の主導権を取り返されちゃうと思う。気絶したとしても同じね。だからレンダイと戦うときは気をつけなきゃ」


    　苦笑してアリッサは答える。


    「なら眠くならないように、僕の話を聞いてくれるか？　僕と未由が《流ながれし星ほし竜りゆう》と一緒に消えた後のことをだ」


    「もちろんよ。学園から未由のところへ急いだときには、詳しく聞いてる時間がなかったしね」


    　頷うなずくアリッサを見てから、僕はその頭に乗っかっているスーラに尋ねる。


    「スーラもアリッサと話したいだろうけど、僕が先でいいか？」


    「うん、その方がスーラも説明が楽だしね。でも、できればお手柔らかにね。スーラはケイスケくんたちに辛つらい思いをさせたと思うし……」


    　バツが悪そうな表情でスーラは言う。


    「──別にスーラのことを悪く言うつもりはないよ」


    　僕は笑いながら答えた。


    　そして話し始める。《方はこ舟ぶね》で過ごした日々と、出会った人々のことを──。
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     第三章　未来の約束、過去の亡霊


    



    
      １

    


    



    　僕が《方はこ舟ぶね》へ転移され、美み傘かさ市へ戻ってくるまでの出来事を話し終えるには三十分近い時間がかかってしまった。これでも要点を絞ったのだが、それだけいろんな事件が起こったということだろう。


    　ヒース＝ストーリングの意思を代行する人形と戦ったこと。僕が紛まがい物の《高次存在ヴイナー》になってそれを倒したこと。《魔狼フエンリル》となっていた由ゆ衣いは僕と一つになり、右腕の中にいること。今の僕は未み由ゆと〝支配〟の力で繋つながっていること。


    　何を聞いてもアリッサは驚きを隠せないようだった。それでも基本的に口出しはせず、黙って話に耳を傾けていた。


    　だが、ヴェルさんと会ったことを伝えた時だけは一言、こう訊たずねた。


    「お母様、元気だった？」


    「──ああ、僕を魔術で隔離区画の外へ連れ出してくれるほどにはな」


    　体調があまり良くないのは確かだったが、僕はそんなふうに答えた。


    「そう……寝込んでいないのなら、よかった」


    　アリッサもヴェルさんが病気であることは知っている。僕が言葉を選んだことには気付いただろう。しかしそれでも、ほっとした顔で笑っていた。


    　スーラはやはりいろいろと気まずいようで、アリッサの頭から降り、机の端で僕らの様子を眺めていた。


    　そして最後に、僕が〝切り札〟についての話をした時、アリッサの顔が一段と険しくなった。話を終えた後、アリッサは開口一番に言う。


    「《天牢ウオルフ＝ライエ》の召しよう喚かん……それは切り札なんかじゃないわ。相手を道連れにする自爆技みたいなもの。ケースケ、そんな手段でエノクたちを倒しても負けと同じよ？」


    「……それは、分かってる。でも、戦いに負けた時……どうにもならなくなった時、《天牢ウオルフ＝ライエ》を召喚することは僕の義務なんだ。だから──」


    　アリッサが《天牢ウオルフ＝ライエ》の召喚に反対なのだと思い、僕は説得しようとする。しかしアリッサは歯は痒がゆそうな顔で首を横に振った。


    「もおっ、そうじゃないわよ！　あたしはケースケが《天牢ウオルフ＝ライエ》召喚を奥の手とか、勝つための方法みたいに考えていないか心配なの！　だってあたしたち、もうすぐレンダイに戦いを挑むのよ？　作戦どおりにいかなくてピンチになることだってあるはず。その時、ケースケは安易に切り札を使ったりしない？」


    「安易に使うつもりはないけど……状況次第だろ？　手遅れになったら意味ないんだし」


    「あのね、あたしはその思考が危ないって言ってるの！　ピンチになっても挽回する方法はどこかにあるかもしれない。でも切り札のせいで、ケースケは考えることを放棄しちゃう。だからケースケは最後の最後、絶対にどうにもならなくなる瞬間まで《天牢ウオルフ＝ライエ》の召しよう喚かんは考えちゃダメ。分かった？」


    　アリッサは真剣な表情で僕を見み据すえる。


    「……心配しなくても僕は最後まで諦あきらめるつもりはないよ」


    　僕は何も手放したくない。日常も、大切な人も。だから《天牢ウオルフ＝ライエ》を使うのは、本当に絶望的な状況になってからだと決めていた。


    　だがアリッサは僕の答えを聞いても、表情を変えなかった。


    「ケースケの最後って、どこ？」


    「え？」


    　思いがけない質問に戸惑う。


    「いい、ケースケ？　自分が絶望した瞬間が最後じゃないの。希望は自分の外側にもあるのよ。あたしは《流ながれし星ほし竜りゆう》が閉じた空を破って現れた時、それを知ったわ。だからケースケも……どうにもならなくなったとしても、希望を自分の外側に──あたしたちの中に探して」


    「アリッサたちの……中に？」


    「ええ、誰かが希望を持っているうちは最後じゃない。それを覚えておいて」


    　その言葉は、僕の視野を広げるものだった。アリッサは示したのだ。絶望は僕が考えているよりも、ずっと遠くにあるものだと。


    「分かった。その言葉──忘れない」


    　僕の返事を聞いて、アリッサはようやく満足した笑みを浮かべてくれた。


    「よかった。それさえ覚えていてくれるなら、レンダイとの戦いについてあたしはもう何も言わないわ」


    　僕から視線を外して、アリッサはソファにごろんと寝転がった。


    「──方はこ舟ぶねでの出来事は、まだ上う手まく頭の中で整理できていないから……少し時間をちょうだい」


    　天井を見つめながらアリッサは言う。いろいろと考えることがあるのだろう。


    「ああ、分かった」


    　僕はアリッサをしばらく一人にしてやろうと机の淵に腰かけていたスーラに近づいた。


    「なあスーラ。アリッサが落ち着くまで、ちょっと外で話さないか？」


    　僕はテラスを指差してスーラを誘う。


    　いくつかスーラに聞いてみたいことがあった。僕の戦う理由には関係ないが、それでもずっと気になっていたことが……。


    「うん、いいよ」


    　スーラは僕の口調から何かを感じとったようで、真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。


    　僕はスーラを手の平に乗せると、窓を開けてテラスに出る。そこからは友とも月づき家の広い前庭が見渡せた。空には緑色の光を放つ逆さまの木。


    　僕は前庭の先にある黒い鉄門を眺めながら、口を開く。


    「スーラ、僕が戦う理由は単純だ。大切な人を失いたくないからだ。エノクはアリッサを、連れん大だいは街の住人全てを、異界を具現化する生いけ贄にえにしようとしている。どちらも僕から大事な人たちを奪おうとしている。だから戦って抵抗するしかない」


    　テラスを囲む白い柵さくに寄りかかり、僕は天の逆樹を睨にらんだ。


    「──でも、スーラたちは……《方はこ舟ぶね》はもっと大きな世界を守ろうとしているんだろ？　そのために《天牢ウオルフ＝ライエ》を創って、千年も《方舟》に隠いん遁とんして、スーラはシステムであることを義務づけられた。そんなにまでして、スーラたちは何を為なそうとしてるんだ？」


    　これは、ヒースの人形と戦っていた時に感じたこと。僕は彼の物語を否定した。それがどんなあらすじだったのかさえ知らないまま……。


    　後悔はしていない。僕は自分の守りたいもののために戦ったのだから。でも、僕は彼を阻はばんだことで、《方舟》の役割も背負うことになった。だから知っておきたいのだ。スーラたちの想いと願いを。


    「スーラたちも……ううん、少なくともスーラは、別に大きなもののために戦っているわけじゃないよ」


    　僕の手から柵の上に飛び移り、苦笑を浮かべるスーラ。


    「そう……なのか？　僕はてっきり全世界のためとか、そんなふうに思ってた」


    「ふふ──全世界、なんて漠然とした概念のために戦える人間はいないよ。世界には境界があるの。既知か、未知か、という線引きがね。人間は自分が知っている範囲までしか、世界を認識できない。世界というのは常に限定的なものなの」


    「まあ……言いたいことは分かるけど、やっぱり《方舟》にとっての世界は、僕の世界よりもずっと大きいものなんだろ？」


    「うーん、どうかな。スーラの世界はパパを中心とした方舟っていう小さな島だけだよ。それってあなたの世界よりも大きいの？」


    　からかうような口調でスーラは訊たずねる。僕は言葉に詰まった。


    　僕のよく知る世界は、この美み傘かさ市と故郷の奈な波なみ市ぐらいなもの。繋つながりが深い人間も二十人程度。だが《方舟》という世界よりは広いかもしれない。


    「──って、そうじゃない。僕はスーラたちが守ろうとしている世界について聞いてるんだ。何かスーラ、ごまかそうとしてないか？」


    「あはは。ごめんね、煙けむに巻こうとしたわけじゃないんだよ。ただ、スーラたちは別に世界を救おうとしている正義の味方じゃないって言いたかったの。だってスーラは、スーラたちの外側にある世界なんて大嫌いだったもん」


    「え……？」


    「当然でしょ？　だってスーラたちをどこまでも、どこまでも追いかけて殺そうとした世界なんだよ？　好きになれるわけ、ないじゃない」


    　魔術を世界から簒さん奪だつしたヒースの一族は、あらゆる人間から狙ねらわれた。それはアリッサから聞いて知っている。その当事者であるスーラが、自分に殺意を向ける世界にどういう感情を抱くかは想像に難くない。


    「なら、スーラは何のために戦うんだ？」


    「パパのためだよ。スーラにとって、戦う理由はそれだけ。スーラはパパを守るの。たとえパパに逆らっても。どんなものを犠牲にしても、ね」


    　スーラの答えは、単たん純じゆん明めい快かいだった。僕は質問の仕方を間違えていたことに気づく。だからこう問い直した。


    「じゃあ、ヒースの目的を教えてくれ。何な故ぜヒースは《天牢ウオルフ＝ライエ》を創ったんだ？　ヒースが守りたかったのは世界じゃなければ何なんだ？」


    「パパが守りたかったものは──」


    　スーラはそこで言葉を一いつ旦たん切ると、ゆっくり自分の胸に手を当てる。


    「──心、だよ」


    　とても大切なものを披露するかのように、スーラは厳おごそかな口調でそう告げた。


    「心？　いったいどういう意味だ？　心を何から守るんだよ？」


    　僕はスーラの言葉が上う手まく理解できずに問い返した。しかしスーラは首を横に振る。


    「これ以上は……言えないんだよ。〝それ〟の名前を口に出すだけで、在あり方を認識するだけで……世界は綻ほころび、亀き裂れつが生まれる。〝それ〟の存在が大きくなる。だから世界への影響力が強いあなたに〝それ〟を理解させるわけにはいかない。特に今、この街の中では」


    　ごまかしているわけではない。スーラはとても真剣な瞳ひとみで僕を見上げている。


    「よく分からないけど……何かヤバイやつがいて、《天牢ウオルフ＝ライエ》はそれを防ぐためのものだったのか？」


    　これ以上は何も教えてくれそうにないので、僕は分かっている事柄だけを繋つなぎ合わせてみた。


    「うん、そんな感じで捉えてもらえばいいよ」


    「つまり異界が具現して、《天牢ウオルフ＝ライエ》が内側から壊されたとき、危険が及ぶのは僕らの〝心〟だっていうんだな？」


    　自分の中で整理しつつ重ねて問いかける。


    「少し訂正したい部分はあるけど……その認識で概おおむね間違っていないよ」


    　スーラは微妙に眉まゆを寄せながらも頷うなずいた。恐らく僕は、わずかに的を外したことを言ってしまったのだろう。


    　けど──心、か。


    「やっぱり……大きいじゃないか」


    「え？」


    「スーラたちが戦い続けてきた理由、だよ。正直、僕が想像できないほどに大きかった」


    　僕は苦笑する。心に危険が及ぶというのが、いったいどういう状況を意味するのかは分からない。ヒースはただ、自分の心を守りたかったという意味なのかもしれない。


    　でも、心というのは〝大きい〟。誰にとっても。命と同じほどに──。


    「ありがとう、スーラ。それが分かっただけで十分だ」


    「もう、いいの？　ケイスケさんはこんな答えで納得できたの？」


    　スーラが不安そうに僕に訊たずねる。


    「最初に言っただろ？　僕には僕の戦う理由があるって。だから別に納得できなくてもいいんだ。僕は単に、自分が何を背負っているのか……その重さを知っておきたかっただけだから」


    「ケイスケさん……」


    「僕はアリッサと約束したからな。本当に全ての希望が絶えるまで、切り札は使わないって。でもさ、そしたら《天牢ウオルフ＝ライエ》を召しよう喚かんしなきゃいけなくなった時、僕は死ぬ寸前かもしれないだろ？　僕の守りたかったものも全部失われているかもしれない」


    　それは最悪の想像。だが決してありえない未来ではない。


    「僕が、僕自身の戦う理由を失くしても……それでも頑張る理由が欲しかった。まあ、そんな感じだ」


    　ぎこちなく笑って僕は、テラスの柵さくから体を離す。


    　窓際にアリッサが近づいてきたのに気付いたからだ。


    　アリッサはコンコンとガラスを叩たたいてから窓を開け、テラスに顔を出す。


    「ケースケ、スーラ叔お母ば様。ミヤジマが食べ物を持ってきてくれたわよ」


    「分かった。すぐ行く」


    　僕はアリッサに頷うなずくと、スーラの方へ手を差し出した。スーラは柵から僕の手に飛び移り、こちらを見上げる。


    「──ケイスケさんに《天牢ウオルフ＝ライエ》を託してよかった。スーラ、何だかやっとそう思えたよ」


    「はは……これまでは、まだ認めてもらってなかったんだな」


    　僕は苦笑いを浮かべつつ、スーラを手に乗せて部屋へと戻る。宮みや島じまは両手に抱えた箱や缶を机に並べているところだった。


    「だってスーラがパパの代わりをお願いしたのは、あくまでユイちゃんだもん。そのユイちゃんがあなたと一緒に戦うことを選んだから仕方ないって思ったけど……やっぱり少し心配だったの」


    「心配？」


    「ケイスケさんは、生きているからね。できれば巻き込みたくなかったし、《天牢ウオルフ＝ライエ》の召喚を躊躇ためらうかもしれないとも思ったんだよ。でもさっきの言葉を聞いて……上う手まく言えないんだけど、そのしこりが消えたの」


    「そっか……」


    　何だか僕も安心して、今度は自然に笑う。


    「うん、そうなの。さっきのケイスケさん、パパの次にカッコよくて頼もしかったよ」


    　そう言って掌しよう上じようの小さな少女は、僕に微ほほ笑えみ返したのだった。


    



    
      ２

    


    



    　宮みや島じまが友とも月づき家の台所から持ってきたのは、高そうなクッキーの缶や和菓子の箱だった。お茶菓子として九く棚だなさんたちが備蓄していたもののようだ。


    　──九棚さんと香か織おりさん。


    　文化祭の当日、僕らを見送ってくれた彼らも木になってしまったのだろう。既に巨大化した連れん大だいの一部になっている可能性も高い。二人も何か願いを持っていたのだ。神様にしか叶かなえられない奇跡を望んでいたのだ。


    　二人はどんな夢を見ているんだろうか……そんな答えの出ないことを考えつつ、僕はクッキーを齧かじる。


    「なあ……遠とお見み」


    　机を挟んで向かいに座る宮島が話しかけてくる。少し、重い声こわ音ねで。


    「どうしたんだ、宮島」


    　聞き返す。この部屋には今、宮島と僕、あとは眠っている未み由ゆだけしかいない。アリッサとスーラはテラスに出ている。二人で話したいことがあるのだろう。


    「これが──最後かもしれないんだよな？」


    「最後って……何が？」


    「遠見とこうやって話したり、お菓子を食べたり……そんなことが、だよ」


    　宮島は手に持った饅まん頭じゆうをまじまじと眺めながら言う。


    「あんまり悲観的になるなって。僕は、最後にするつもりなんてないぞ」


    「もちろん俺もそうだ。最後になんかなってほしくない。だけど、それでもさ、最後になる可能性はあるじゃないか。だから何ていうか、急に思ったんだよ。悔いは残したくねえなって」


    　饅頭を口に放り込み、宮島は苦笑する。


    「悔いか……」


    　ツグミも同じことを言っていた。おはようのキスができなかったのが悔いだったのだと。


    「んー……やっぱ俺、もうちょい台所漁あさってくるわ」


    　宮島は饅頭の箱が空からになったのを見て立ち上がる。


    「まだ食い足りないのか？」


    「腹いっぱい食っときたいんだよ。今解消できそうな〝悔い〟は、そのぐらいだ」


    　自分の腹を叩たたいて宮みや島じまは扉へと向かった。


    「宮島……」


    　僕は複雑な心地で宮島の背中を見送る。


    「あ、心配すんなよ。諦あきらめてるとかじゃなくて、今できることを全部やっておきたいだけだ。よく考えりゃ……妖よう精せい──じゃなくてスーラさんと出会えた時点で、他の悔いなんて小さいもんだしな」


    　冗談交じりの口調で笑い、宮島は部屋を出ていく。途端に部屋が静まり、未み由ゆの寝息が聞こえるようになった。


    　眠る未由の顔を眺める。手を伸ばし、顔にかかる前髪をそっと払った。反応はない。まだ眠りは深いようだ。


    　僕はソファから腰を上げてテラスに向かう。


    　これが、最後になるかもしれない。


    　確かに宮島の言うとおりだった。けれど、何をしたところで悔いは残るだろう。だから今できることといえば──。


    「ちょっと、食料配達に行ってくる」


    　僕はテラスにいるアリッサとスーラに一声かけた後、クッキーの缶を二つ手に取った。


    



    　薄暗い屋敷の廊下を一人で歩く。


    　僕の手にはクッキーの缶。僕は陽ひ名なちゃんとツグミに、食べ物を届けに行くつもりだった。


    　見張りをしてくれている二人とは〝この時間〟が終わるまで、もう話す機会がない。なので、こちらから出向くことにしたのだ。


    　僕にとって最も大切なのは、繋つながり。この手が空っぽにならないこと。


    　だから僕は、その繋がりを確かめたかった。決戦が始まる前に、二人と言葉を交わしておきたかった。それが残された時間で、僕にできること。やっておきたいことだった。


    「確か……陽名ちゃんは東館に行くって言ってたよな」


    　友とも月づき邸は中庭を囲むようにして、四つの棟に分かれている。東館は客人用の個室が多くあったはずだ。


    　けれど二階の廊下を歩いて東館へ向かう途中、吹き抜けのエントランスホールに差しかかった僕は足を止める。大広間の玄関前にツグミの姿を見つけたからだ。居場所の分からないツグミは後で探そうかと思っていたが、先に食料を届けることにして階段を下りる。


    　ツグミは声をかけるまでもなく僕に気付いており、こちらを見上げていた。


    　そういえばツグミは今、周囲を警戒中のはずだ。ツグミには強い精神感応力テレパスがあり、人の心を読むことができる。それを使って敵がいないかを探っているのだろう。だとしたら……。


    「──はい、センパイが来ることも分かってました。今、精神感応力テレパスの受信感度を最大にしているので、屋敷にいる皆さんの位置は把握しています。ただ、この至近距離だと、接触していなくても思考内容まで読んでしまいますが……構いませんか？」


    　階段の下まで出迎えてくれたツグミが、僕の心を読み取って申し訳なさそうに言う。


    「気にしないでいいって。ツグミには何も隠すつもりはないからさ」


    　苦笑して首を振る。ツグミに嘘うそは通じない。だが本音で接するしかない分、開き直れば気が楽なほどだ。前にそれを伝えた時は、変態だと言われてしまったが……。


    「……そうですね。センパイは相変わらず、いい変態です」


    　ツグミは表情の翳かげりを消して笑うと、階段に腰を下ろした。


    「クッキー、持ってきてくれたんですよね？　一人で食べるのも味気ないので……少しだけつきあってもらえますか？」


    「ああ、僕もまだあんまり食べてないしな」


    　ツグミの隣に座り、クッキーの缶を開ける。玄関扉を正面に見ながら、僕とツグミはクッキーを食べ始めた。


    　静かな広間に、クッキーを齧かじる音がやけに大きく響く。


    「──なあ、ツグミ。そうやって精神感応力テレパスで敵を警戒してるってことは、あの木からも〝心〟を感じるってことなのか？」


    　僕は何となく気になったことを訊たずねてみた。


    「……はい。木になった人々が見ている夢……みたいなものが伝わってくるんです。言葉にもできない、とてもあやふやなものですけど……」


    「夢、か……」


    　九く棚だなさんや香か織おりさんがどんな夢を見ているのか……僕は先ほど、そんなことを考えていた。僕に答えが分かるはずもなかったが、ツグミにはそれが感じ取れてしまうのだろう。


    「無理やり木に取り込まれた人もいるだろうけどさ……ほとんどの人は自分から光る葉に願って、木に変わったんだよな。そして満ち足りた夢を見ている。そんなの間違ってるとは思うけど……皆、幸せなんだろうな」


    　クッキーを摘つまむ手を止めて、僕は呟つぶやいた。


    「……だと、思います。私を追いかけてきた木からは、喜びや満足といった感情が伝わってきましたから」


    　ツグミは僕の言葉を肯定する。


    「なら……僕らが連れん大だいを倒して、木から皆を解放したら……夢を失った人たちは絶望するんだろうか──エノクみたいに」


    　僕はエノクの暗い瞳ひとみを思い出す。底の見えない穴みたいな、空っぽの目を。


    　街の人間全てがあんな眼まな差ざしで、僕らを恨うらめしく睨にらむ──そんな情景を想像して背筋が震えた。


    「……大丈夫ですよ。センパイは心配しすぎです」


    　だが、ツグミはかすかに笑って僕の想像を否定する。


    「センパイは……幸せな夢を見たことがないんですか？　自分の願望が叶かなった夢のことです」


    「それは……あるけど」


    　子供の頃などはよく欲しかったおもちゃが手に入った夢を見た。最近は……あまり覚えていないが。


    「……では、夢から覚めて幸せが失われた時、どう思いました？」


    「んー……すごく残念だけど、まあ夢だったなら仕方がないし諦あきらめるかって感じかな。それにすぐ忘れるし」


    　僕の答えを聞いて、ツグミは達観した表情で頷うなずく。


    「……センパイ、夢なんてその程度のものなんですよ。《群れクラウド》にいた頃、私もいろんな夢を見ました。自由になる夢とか、そんなのもありました。でも、その夢から覚めた時はただこう思うだけです、ああ……夢か──って。それで終わり」


    　苦笑を浮かべるツグミ。


    「たぶん、みんな知っているんです。どんなに信じたくなる夢でも、リアルな夢でも、それが幻だって。だから本当には、満足できない。だから……ずっと眠り続けてはいられない。きっと目覚めるのは……虚むなしくなるから」


    「虚しい、か」


    　僕も《方はこ舟ぶね》でホリィ＝ライトに言った。夢じゃ満足できないと、そんなものじゃ足りないと。


    「……はい。私たちは毎朝、夢に見切りをつけて……諦あきらめて……忘れて……現実に戻ってきているんです。だから、大丈夫。皆、帰ってこれます」


    　ツグミは自信に満ちた顔で言い切った。


    「そうだな……人間って、そんなもんか」


    　何だか笑いが込み上げてきた。バカバカしくなって天井を仰あおぐ。どうも無駄な心配をしていたらしい。


    「そんなものです。夢の後始末なんて、それぞれに任せればいいこと。ですからセンパイは……自分のことを第一に考えてください。絶対……いなくならないでください。どんなことになっても……帰ってきてください」


    　ツグミは真剣な眼差しで訴える。どんなことになっても──その台詞せりふで僕は気付いた。


    「やっぱり……ツグミはもう《天牢ウオルフ＝ライエ》召しよう喚かんのことは知ってるんだな」


    「……すみません。おはようのキスをした時に、だいたいのことは読んでしまいました」


    　その言葉で、頬ほおに残った感触を思い出す。まずい、できるだけ考えないようにしてたのに──。


    「べ、別に謝らなくていい。ただ……あの時の記憶だけだと、心配させるだろうなって思ったんだ。だから──これも」


    　僕はツグミの頭にポンと左手を置く。脳裏に再生させるのはアリッサとの会話。切り札に頼らず、最後まで希望を探すと誓った記憶。


    　表層的な思考だけではなく、深い記憶を伝えるには直接触れる必要があると思ったのだ。


    「読めたか？」


    「……はい」


    「ちょっとは、安心したか？」


    「……安心なんて、できません」


    　ツグミは首を横に振る。


    「まあ……そうか。結局、心構えの話だし……状況が何か変わるわけじゃないもんな」


    　苦笑いを浮かべて僕はツグミの頭から手を退どけようとした。けれどその前にツグミは両手で僕の手を捕まえる。


    「安心はできませんでしたが……私も、一つ覚悟ができました」


    「覚悟？」


    「……私も、センパイの希望になれるよう努力します。センパイに、センパイのままでいてもらうために、やれる限りのことをします。これを最後になんて……させません」


    　ツグミは僕の手を握り締めて言う。どうやら僕がクッキーを持ってきた本当の理由もバレてしまったらしい。


    　ぎゅっと握られた手が温かい。


    　僕に人の心を読む力はないはずなのに、触れ合った場所からツグミの真しん摯しな思いが流れ込んでくるようだった。


    　どうしてか、少しだけ肩の荷が軽くなる。


    　特に役割のないツグミと宮みや島じまには安全な場所で待っていてほしいと思っていた。けれどツグミの手は、とても力強くて安心できた。安心できて……しまった。


    「──分かった。頼りにしてる」


    　だから僕は心のまま、正直な思いを口にした。


    　ツグミに嘘うそは吐つけないのだから──。


    



    　友とも月づき邸、東館。


    　僕はツグミと別れた後、陽ひ名なちゃんを捜して東館三階の廊ろう下かまでやってきた。部屋を一つ一つ開けて回る必要があるかと思っていたが、捜すまでもなく小柄な少女の姿を発見する。


    　淡い緑の光が射し込む廊下の中ほど。窓を開いて陽名ちゃんが外を見つめていた。


    　陽名ちゃんは部屋に入らず、廊下から連れん大だいを監視しているようだった。そういえば個室の窓は基本的に中庭に面しているものばかりだったことを思い出す。


    　先ほどのツグミとは違い、窓の外に意識を向けている陽名ちゃんは僕に気づかない。よほど集中しているようだ。わざわざ足音を大きく立てて近づいてみるが、こちらを振り向くことはなかった。


    「──陽名ちゃん？」


    　仕方ないので、驚かせないよう小声で名前を呼んでみる。


    「はわっ!?」


    　だがそれでも陽名ちゃんは悲鳴を上げて飛び上がった。


    「け、啓けい介すけさん？　びっくりさせないでください！　わたくしに意地悪するなんて……いい度胸ですね？」


    　不機嫌な顔で睨にらまれ、僕は焦あせりながら言い訳する。


    「いや、驚かすつもりはなかったんだって。足音も殺してなかったしさ。陽名ちゃんが気づいてくれないから、声をかけただけなんだ」


    「本当ですか？　まあ……わたくしの方も、巨人の監視をしながら考え事をしていましたからね。とりあえず信じてあげるです。それで、何のご用ですか？」


    　問いかける陽名ちゃんに僕は抱えていたクッキーの缶を見せた。


    「食べ物を届けに来たのと、あと陽名ちゃんと少し話したくてさ。けど……考え事って何だ？　気になることがあるのか？」


    　僕は窓の外──遠く、薄うす闇やみの中に浮かび上がる巨人のシルエットを眺めながら訊たずねる。


    　巨人……八や朔さく連れん大だいはやはり駅前から移動していないようだった。


    「静かすぎるのですよ。監視を続けてからそろそろ一時間なのですが……その間、全く動きも変化もないのです」


    　陽名ちゃんは連大を見つめながら、眉まゆを寄せる。


    「それに……まだ、小さいと思わないですか？」


    「小さい……？　連大が？」


    　聞き間違えではないかと、僕は問い返す。駅前とこの屋敷は二キロほど離れている。それなのに連大はあまりに巨大で、数十メートル先に立っているような錯覚さえ抱く。身長は、先ほどの戦いで崩れてしまった駅ビルやショッピングモールの三倍近くに達しているだろう。


    「いえ、確かに大きいことは大きいのですが……天へ届くには全然足りないと思うのです」


    　そう言って陽名ちゃんは、覆おおわれた空の頂いただきに生はえる逆さまの大樹を指差した。


    「あの木と繋つながることが、巨人の目的なのですよね？　しかしあのサイズでは、まだまだ届きません。残りの〝人間〟がわたくしたちだけにしては、小さくないですか？」


    「どうだろう……世界樹として完成した時、一気に大きくなる可能性もあると思うな。それに、物理的な大きさや距離が関係するかは分からないし」


    　陽ひ名なちゃんの指摘は一理あったが、僕は自分の意見を述べる。


    「確かにそうかもしれないです。ただ……わたくしが監視を始めた時点では、まだ〝動く木〟が巨人の元へ集まっていく気配が〝視み〟えたのです。それなのに巨大化が止まるのはおかしいと思うです」


    「それは──妙だな。連れん大だいは街の人たちを取り込むのをやめたのか……？」


    「ありえるですね。巨人は樹木化が進んで、移動できなくなった可能性が高いのでしょう？　なら、動ける手て駒ごまは欲しいはずです」


    「でも、だとしたら〝動く木〟に僕らを捜させるよな。もっと積極的に」


    「はいです……そこが腑ふに落ちないのですよね。うーん……何かを見落としている気がしてならないです」


    　陽名ちゃんは腕を組んで首を傾かしげた。僕も何も思い浮かばず、議論は行き詰まる。


    「──とりあえず、これ食べたらどうだ？　栄養を補給したら、いい仮説が思い浮かぶかもしれない」


    　僕は一いつ旦たん頭を切り替えることにして、陽名ちゃんにクッキーを差し出そうとした。しかしその時、窓ガラスがカタカタと振動していることに気付く。続いて足裏に震動を感じた。


    　何だ？　地震──？


    　何かに掴つかまる間もなく、地面が大きく揺れる。ガタガタッと建物が軋きしみを上げた。


    「うわっ!?」


    　僕はクッキーの缶を床へ取り落とし、陽名ちゃんはバランスを崩して僕に倒れかかってくる。


    　陽名ちゃんの体をとっさに支えるが、結局僕も立っていられずに床に膝ひざをついた。何かが落ちてきた時のために、陽名ちゃんを体の下に庇かばう。強い震動は二十秒ほど続き、ゆっくりと収まった。


    「……もう、大丈夫みたいだな」


    　僕は体を起こして、辺りの様子を窺うかがった。廊下の端に置かれていた高そうな壺つぼが倒れていたが、それ以外は特に変化ない。窓の外に見える連大も動いた様子はなかった。


    「何だったんだ……？」


    　僕は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。僕のシャツをぎゅっと握っていた陽名ちゃんも「分からないです」と首を振った。


    「ですけど、嫌いやな予感がします。日没までもう一時間を切っているはずですし、行動を開始した方がいいかもしれないです。ここから巨人の元へ移動するのにも、時間がかかりますから」


    「そうだな……僕も、じっとしているのはマズい気がする。とりあえず皆のところへ戻ろう」


    　僕は陽ひ名なちゃんを支えながら立ち上がる。


    　さっきの地震が偶然起こったものだとは思えなかった。そもそも異界化した美み傘かさ市で自然な地震など起こらない気がする。敵が何かアクションを起こしたと考えた方がいいだろう。ならば、こちらも動き始めなければ……。


    「わかりましたです。今の地震で怪け我がをしていないかも心配ですしね」


    　窓の向こうに聳そびえる連れん大だいの影を横目で見ながら、僕と陽名ちゃんは早足で廊下を歩き出す。二人分の忙せわしない足音が薄うす闇やみに響いた。


    「──啓けい介すけさん。今のうちに、一つ聞いておいていいですか」


    　隣を歩く陽名ちゃんが前を向いたまま僕に訊たずねてくる。


    「何だ？」


    「啓介さん……わたくしに、何か隠し事をしてるですよね？」


    「え──」


    　思わず言葉に詰まってしまう。


    　確かに僕は陽名ちゃんに黙っていることがあった。それは……僕の切り札について。


    　どうしても──陽名ちゃんにだけは言えなかったのだ。僕は陽名ちゃんと約束をしているから。一生、意地悪を受け止めるという……約束を。


    　切り札──《天牢ウオルフ＝ライエ》召しよう喚かんは、自己犠牲を前提とした奥の手。最後の手段ではあるが、それを選択肢の一つとした時点で、僕は心のどこかで陽名ちゃんを裏切ってしまった気がしていた。


    　もちろん約束を破る気はない。切り札を使ったとしても、諦あきらめるつもりもない。けれど、どうしても陽名ちゃんへの罪悪感は拭ぬぐえなかった。


    「ずっと〝視み〟えているのですよ。澱よどんだ緑色……負い目と苦悩が混じった色が。わたくしと話している時、その色は強くなるです。ですから、わたくしへの隠し事があるのですよね？」


    　あくまで視線は廊下の先を見み据すえたまま、陽名ちゃんは言葉を続ける。


    「…………」


    　何か言わなければと思うが、口が動かない。


    「啓介さんは何が怖くて、それをわたくしに言えないのですか？」


    「え？　何が……怖くて？」


    　思ってもみなかったことを問われて僕は戸惑う。


    「はいです。わたくしは別に隠し事を無理に聞き出すつもりはありません。ですがわたくしに対するどんな恐おそれが、啓介さんの口を重くしているかは知りたいです」


    　指摘されて気付く。僕の中には確かに恐怖があった。罪悪感で覆おおい隠されて見えなかった僕の感情。そんな本音の開示を陽名ちゃんは求めていた。


    　隠し事よりも、そちらの方が重要らしい。陽名ちゃんは無言で僕の返事を待っている。


    「たぶん……陽名ちゃんを本気で怒らせてしまいそうなのが、怖かったんだ」


    　自分の心を探った後、僕は正直に言う。


    「全く……啓けい介すけさんは、臆おく病びようですね」


    　陽名ちゃんは呆あきれたように呟つぶやき、ようやく僕に視線を向けた。


    「面めん目ぼくない……」


    　本当に自分が情けなく思えて、僕は謝る。


    「別に今さら幻滅したりしないです。わたくしはとっくに啓介さんがそういう人だと知ってましたから。繋つながりの喪失を最も恐れる人だから……親しい間柄の人に嫌われることを、極端に怖がってしまうのですよね？　アリッサさんや未み由ゆさんには特に怯おびえているです」


    　意地悪く笑われるが、僕は返す言葉もない。考えてみれば、そのとおりだったからだ。


    　たぶん僕が喧けん嘩かすることを厭いとわないのは、兄妹という絶対断ち切れない絆きずなで結ばれた由ゆ衣いぐらいなものだろう。


    「──ふふ、可哀想なのでいじめるのはこれぐらいにしておくです。啓介さんがわたくしのことも、かなり怖がっていると分かりましたから。一応、満足です」


    「陽名ちゃん……」


    「それだけ、わたくしのことも〝失なくしたくない〟のですよね？　なら、失くさないように頑張ってください。わたくしを怒らせるような切り札を──使わないですむように」


    　陽名ちゃんはそう言うと、目を細めて僕を睨にらんだ。


    「へ……？　気づいて、たのか？」


    「もちろんです。啓介さんを観察していれば、隠し事が何かということぐらい察しがつきます。だから聞く必要がなかっただけです」


    　驚く僕に、陽名ちゃんは平然と告げる。


    「……陽名ちゃんは、意地悪だな」


    「啓介さんにだけ、ですよ」


    　陽名ちゃんは、にっこりと微ほほ笑えんでから前に向き直った。


    　話は終わりということだろう。そこからは黙々と並んで歩く。だがツグミのいる大広間に差しかかる直前、陽名ちゃんは小さく呟いた。


    「けれど──怒らせる勇気も、持つべきだと思うです」


    「え？」


    「何かが壊れるかもしれないです。誰かを失うかもしれないです。ですが、わたくしたちが求めている絆も……啓介さん自身が真に欲している繋がりも……〝その先〟にあるのではないですか？」


    　僕の全てを見通したような言葉。心の奥底にしまい込んで、考えないようにしていた何かが震える。まるで、共鳴するかのように。


    「それって──」


    　僕は陽ひ名なちゃんに聞き返そうとするが、その前に吹き抜けの大広間に出てしまった。僕らの接近にはとっく気づいていたのだろう。ツグミが階段を上って近づいてくる。


    　必然的に会話は途切れ、僕は陽名ちゃんに言葉の意図を訊たずねる機会を失った。


    　いや、陽名ちゃんは僕に問い返させないように、このタイミングを選んだのだろう。


    『自分で考えてください』


    　──陽名ちゃんの小さな背中は、そう言っているように見えた。
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    　陽名ちゃんとツグミを伴って、アリッサたちのいる歓談室の前へ戻ってくる。


    　ドアノブに手を伸ばすと部屋の中から話し声が聞こえてきた。


    「そう……私も──」


    「へえ、あたし……まあ、だけど────ったわ」


    　その中に、未み由ゆの声が混じっていることに気付いて、僕は勢いよく扉を開いた。


    「あ、ケースケ」


    　まずソファに腰かけたアリッサと目が合う。次にアリッサの隣に座る未由が振り向いた。


    「啓けい介すけくん……」


    「未由、目が覚めたんだな」


    「うん、さっきの地震でね。ここに来るまで何があったかとか、これからどうするつもりかとか──今、アリッサさんから聞いたとこ」


    　未由の顔色は悪くない。眠ったことで体力は回復したようだ。


    「じゃあ、説明はいらないか。未由、予定より少し早いけど行動開始だ。今から僕らで……連れん大だいを倒そう」


    「──うん。今度は負けないための戦いじゃなくて、勝つための戦いだね」


    　瞳ひとみに強い光を宿らせて未由は頷うなずく。この分なら精神的な面でも大丈夫そうだ。連大と対面したことで、もっと不安定になっているかと思っていた。


    「ああ、勝って皆を……日常を取り戻すんだ」


    　僕がそう言うと、隣の陽名ちゃんが思案するように腕を組む。


    「日常……ですか。では啓介さん、無事にこの戦いを乗り切ったら二人で旅行に行きましょう」


    「りょ、旅行？」


    　突然の提案に僕は戸惑う。


    「はいです。少し遠いですが、見てほしい場所があるのです」


    　頷うなずく陽名ちゃん。すると今度はツグミが僕の手を引っ張った。


    「……わ、私は海に行きたいです」


    「ツグミまで……海って、今はもう秋だぞ？」


    「それでも構いません。私、ユキちゃんから海水浴へ行った時の話を聞いて……思い出も読み取りました。私だけ、あの楽しい時間を共有していません。だから行きたいんです。あ……もちろんユキちゃんも一緒です」


    　一歩も退ひかない眼まな差ざしでツグミは僕を見つめる。すると様子を眺めていたアリッサと未み由ゆも手を挙げた。


    「ケースケ、あたしはカラオケに行ってみたいわ。いろんな歌を思いっきり歌えるんでしょ？　そうだ、映画も見たいわね。えーっと、あとはゲームセンターとか。そういうケースケたちにとって当たり前の遊びがしてみたいの」


    「私は……昔、住んでた街に行きたいかな。啓けい介すけくんと一緒に」


    　笑みを浮かべながら、望む日常を口にするアリッサと未由。


    　次々と未来の予定が埋まっていく。日常と言いながらも、繰り返す日々の中には収まらない希望。けれど日常の中でしか果たせない約束。


    　この話題を始めた陽ひ名なちゃんは僕を見上げて笑っていた。きっと僕に目先の勝利だけなく、もっと具体的な未来を想像させたかったのだろう。そして皆もそれが分かって、便乗したに違いない。


    「──分かったよ。全部、約束する。そんな日常を過ごそう」


    　僕は苦笑しながら頷うなずいた。皆の心が繋つながったみたいに感じて、胸が熱くなる。


    「嘘うそ吐ついたら、針千本ですからね」


    　陽名ちゃんが念を押す。


    「……言げん質ちは、取りました」


    　ツグミはぐっと体の前で握り拳こぶしをつくる。


    「絶対に、絶対よ？　忘れたら許さないから」


    　アリッサが僕を指差して告げる。


    「里帰りみたいなものだし、冬休みのあたりがいいかな……」


    　未由は具体的な計画まで立て始める。


    　四人の眼差しがあまりに真剣で、冷や汗が頬ほおを伝った。何な故ぜか危機感を覚える。


    『あたしには、冬の星空を見せてくれるんだよね？　楽しみにしてるよ、お兄にいちゃん』


    　さらには胸の内側から由ゆ衣いまで口を挟む。


    　軽く請け負いすぎたかもしれないと思いながらも、今さら撤てつ回かいなどできない。僕は引きつった笑みを浮かべつつ、気を取り直して話を戻そうとする。


    「よ、よし、じゃあ今から連れん大だいのところへ……」


    「日没はまだだよ、ケイスケさん」
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    　けれど僕の言葉は途中で遮さえぎられる。


    　机の端に腰掛けた身長十五センチのスーラが僕を不安そうに見ていた。たぶん僕が今すぐ決戦に挑むと思っただろう。僕はスーラを安心させるために口を開く。


    「……分かってる。だけど、さっきの揺れ……嫌いやな感じがするんだ。ここでじっとしているよりも、今のうちに連れん大だいに接近しておこうと思う。戦闘は日没後に始めるつもりだ」


    「うん、それなら──」


    　スーラが頷うなずこうとした時だ。またしても、ズンッと突き上げるような震動が起こる。


    「わわっ!?」


    　机から転げ落ちたスーラを僕は手で受け止めた。しゃがみこんで揺れが収まるのを待つ。


    　陽ひ名なちゃんは机の下に隠れ、アリッサと未み由ゆはソファにしがみついている。ツグミは倒れそうになった柱時計を手で支えていた。


    　そういえば宮みや島じまの姿がない。まだ台所で食料探しをしているのだろうか。


    　震動は先ほどよりも大きかったが、案外すぐに収まった。恐る恐る立ち上がり、スーラをテーブルの上に戻す。それと同時に、扉を開けて宮島が飛び込んできた。


    「お、おい、さっきから何なんだよ、この揺れ！　せっかく持ってきた食料落としちまったよ」


    　見れば廊下にはお菓子の箱が転がっている。部屋の前まで来た時に地震が起こったということか。


    「地震の原因は分からないけど……もう、ゆっくり食事をしてる場合じゃない。揺れが続くなら屋内は危ないし、とにかく外へ出よう」


    　僕は皆を見回して提案する。だがツグミが手を挙げて、僕を制した。


    「……待ってください」


    「どうかしたのか？」


    　表情を険けわしくしたツグミに問いかける。


    「何かが……近づいています。いえ──もう取り囲まれつつあります！　たぶん〝動く木〟です」


    　皆が息を呑のむ。アリッサはテラスの窓に駆け寄り、レースのカーテン越しに外を覗のぞく。


    「姿はまだ見えないけど、ざわざわっていう葉音が聞こえるわ。まさか、見つかったの？」


    　アリッサの質問に、ツグミは躊躇ためらいながらも頷うなずく。


    「恐らく……こちらに気付かれないよう遠距離から取り囲んで、少しずつ包囲を狭せばめていたようですから。こんなこと、私たちの居場所が分かっていないとできないはずです」


    「そんな……いつバレたの？　レンダイに動きはなかったんでしょう？」


    　陽名ちゃんはアリッサに視線を向けられると頷うなずいた。


    「はいです。全く、これっぽちも巨人は動いていないです。完全に樹木化してしまったのではないかと思うほどでした。変化といえば、先ほどの地震ぐらいで──」


    　そこで陽ひ名なちゃんは言葉を切った。何かに気づいたような表情。僕も一つの可能性に思い至る。


    　樹木化が進行した連れん大だい。動けなくなった巨体。木は大地に根ざすもの。そして地震……。


    　まさか──。


    「根、ですね」


    　陽名ちゃんが僕と同じ推測を口にする。それを聞いてアリッサの表情にも理解の色が浮かんだ。


    「そっか……うかつだったわね。レンダイは何もしていなかったわけじゃない。街の地下に根を張り巡らせて、感知範囲を拡大させていたのよ。あの地震はこの辺りまで根が届いてしまった証……」


    　悔しそうにアリッサは言う。しかし未み由ゆは落ち着いた様子で、テラスの窓に歩み寄った。


    「でも、集まってきたのは〝動く木〟だけだよね？　連大が駅前から移動できないことには変わらない。わたしたちなら逃げることは難しくないよ」


    　──ざぁぁぁぁぁぁぁっ！


    　葉音が大きくなり、高級住宅街に緑の波が押し寄せてくるのが見えた。


    　街路という毛細血管に、緑色の血が流れ込んでいくような光景。動きが速い。僕らを自動的に追いかけてきた時とは段違いのスピードで、木々の群れは接近してくる。やはり連大は樹木になった人間を全ては取り込まず、動かせる手て駒ごまとして確保してあったらしい。


    「統率された動き……今の〝動く木〟はレンダイが完全に操っているんだわ。あたしたちを捕まえるために」


    　右手と融合している抜き身の大剣を持ち上げて、アリッサは言った。


    「ミユの言うとおり、逃げるだけなら簡単かもしれない。《魔狼フエンリル》の跳躍力や、ミユの飛行魔術を使えばね。だけど……このままじゃ作戦どおりの役割分担ができなくなる」


    　陽名ちゃんもアリッサの言葉に同意する。


    「そうですね……わたくしたちの位置が捕捉されている状態では、アリッサさんが囮おとりになって、啓けい介すけさんたちが奇襲するという構図が成り立ちません」


    「じゃあ、正面から戦いを挑むしかないってことか？」


    　僕は問いかける。だが陽名ちゃんは少し考えた後、首を横に振った。


    「いえ……まだ作戦はあるです。敵の感知媒体が根なら、たぶん隙すきはあります。それを確かめるためにも、今はまずここから移動しましょう。さっきの地震で巨人の根が屋敷の真下に到達したのなら、現時点の索敵範囲はまだ半径二キロほどのはずです。女子寮の辺りまで行けば、敵の感知圏外に出られると思うです」


    　一瞬にして頭の中で陽名ちゃんは作戦を組み直し、未由の方を向く。


    「未由さんの飛行魔術は、炎の馬でしたよね？　あれ、何人乗りですか？」


    「えっと……大きさはある程度、変えられるの。限度はあるけど、ここにいる人数を運べるぐらいまでなら調節できるよ」


    「では、全員で未み由ゆさんの魔術に乗って今すぐ脱出です」


    　陽ひ名なちゃんに促されて僕らはテラスへ通じる窓際に集まる。


    　ガラス越しに外の様子を眺めてみると、友とも月づき邸の敷地を囲む塀の向こうは、木に埋め尽くされていた。既に〝動く木〟は屋敷の門前にまで達しており、ぎしぎしと黒い鉄門を圧力で歪ゆがめている。


    「私の《炎鬣の軍馬フアルシオン》は目立つけどいいの？」


    　未由は陽名ちゃんに確認する。するとスーラが手を挙げて口を挟んだ。


    「あのー……スーラ、こんな小さな媒介じゃ皆を移動させるような──大きい物理エネルギーを必要とする力は使えないけど、光の屈折を利用して姿を見えなくする程度なら可能だと思うよ」


    　スーラの言葉を聞いて、陽名ちゃんの顔が明るくなる。


    「それならばっちりです。巨人に視認される恐れも減ります。未由さん、心置きなく魔術を使ってくださいです」


    　ドォォォォォンと鉄門が押し倒された。伝わった震動が、わずかに床を揺らす。


    「分かったよ。じゃあ──」


    　もう猶ゆう予よはないと未由は判断し、窓を開けてテラスへ出ようとした。だが、そこにひび割れた大声が響く。


    「ミィィィユゥゥゥゥゥ！　おトウさんの、おカエりですよぉぉぉぉぉっ!!」


    　びくんっと肩を震わせて、未由は動きを止める。どこかで聞いたことのある声だった。


    　傲ごう慢まんさが滲にじみ出た男の声。連れん大だいの声に質が似ているが、少し違う。連大よりも少し若い、張りのある声こわ音ねだ。


    「灘なだ世せ……叔お父じさま？」


    　信じられないように未由が呻うめく。それを聞いて僕の記憶も繋つながる。友とも月づき灘世──未由の叔父。この屋敷は本来、彼のもの。だが灘世は心を壊していたはずだ。かつて彼が僕らの前に現れた時も、ホリィ＝ライトが体を操っているだけだった。


    「ミィィユゥゥゥゥ？　おトウさんをデムカえてくれないのですかぁ？　イるのはワかっているのですよぉぉぉぉっ？」


    　倒れた門を踏み越えて、一体の〝動く木〟が前庭へ入ってくる。変に間延びした気味の悪い声を上げながら。


    「嘘うそ……何で、何で叔父さまが？」


    　未由は肩を震わせて、屋敷に近づく〝動く木〟を凝視する。その幹には男の顔が浮き出ていた。他の木にはない特徴──。


    「デぇぇてぇぇキなさぁぁい！　ニげてはいけませんよぉぉぉぉ！　ニげたらタ、タタタ、


    　タイヘンなことになりますよぉぉぉぉぉっ！」


    　幹に浮き出た男の顔は、口を動かして叫ぶ。知っている──あの憎たらしい顔は忘れない。あれは友とも月づき灘なだ世せ。


    「──っ……違う、ふざけないでっ!!」


    　止める間もなく、テラスに飛び出してしまう未み由ゆ。僕はすぐに追いかけようとしたが、陽ひ名なちゃんに服を掴つかまれてしまった。どうして邪魔をするのかと僕は振り向く。


    「逃げたら大変なことになるというのが、気になるです。わたくしたちは不用意に姿を晒さらさず様子を見ましょう」


    　冷静な瞳ひとみに見つめられ、僕も頭が冷える。陽名ちゃんの言うとおり、敵は未由だけを名指ししている。それなのにノコノコ顔を出して、他の人間がいることを示す必要はない。


    　僕は分かったと頷うなずいて、テラスに一人立つ未由の後ろ姿を不安な思いで眺める。


    「連れん大だい……悪趣味なことはやめて！　壊れた叔お父じさまを操って、何がしたいの？」


    　未由は掠かすれた声で叫んだ。どうやら未由は連大が友月灘世を演じていると判断したらしい。ホリィ＝ライトの一件もあるので、当然の反応だろう。


    「デてキてくれましたかぁ……いいぃぃぃぃコですねぇぇ。ですがワタシはレンダイではありませんよぉ、ミィィユゥゥのぉ、おトウさんですぅぅぅぅっ！」


    「うるさい──黙って。お養と父うさん？　誰のことを、言ってるの。私を人形にしようとした叔父……友月灘世なら、壊れたわ。私が心を、壊した」


    「そぉぉぉです！　ワタシはコワされてしまったのです！　イタかった、サムかった、コワかったぁぁぁぁ！　ですが、ナオしてもらったのです。だからほら、イマはモトドオりぃぃぃぃ！」


    　わさわさと根っこを蠢うごめかせながら灘世は笑う。


    「あああぁぁぁ、ですがヤサクケなどというゲセンなブンケにタヨってしまいましたぁぁぁ。ケ、ケケケケイベツしないでくださいねぇぇぇ」


    「まさか──本当に叔父さま、なの？」


    　未由の声に動揺が混じる。


    「そぉぉぉだと、イっているでしょぉぉぉぉ？　ハヤくオりてきてくださいぃぃぃ。あなたをツれていかないと、ワタシはまたコワされてしまうのです。それはイヤだ……ああぁぁぁ、イヤだイヤだイヤだ!!」


    　頭を掻かき毟むしるかのように灘世は枝葉を揺らす。緑の葉が庭に散った。


    　治ってなどいない。あれは化け物だ。壊れた心を歪いびつに繋つなぎ合わせてつくられた、樹木の怪物。恐らく未由を精神的に追い詰めるため、一時的に自我を持たされただけなのだろう。


    「ハヤく、ハヤくハヤくハヤく！　ハヤくキてくれないと、おトモダチをカらしてしまいますよぉぉぉぉ!!」


    　動かない未み由ゆに業ごうを煮やした灘なだ世せが叫ぶ。すると屋敷を取り囲んでいた木々の中から、二体の〝動く木〟が進み出てきた。


    「お友達……？」


    　未み由ゆが呟つぶやく。僕は不吉な予感を抱いた。


    　灘世の前までやってきた〝動く木〟の幹が盛り上がる。浮き出てくるのは人間の顔。それもよく知った顔。友人の──顔。


    「冬ふゆ上がみ、さん……山やま崎ざきくん……」


    　声を軋きしませて未由が彼らの名前を呼んだ。


    「山崎っ!?」


    　宮島が顔色を変えてテラスに飛び出そうとするのを、傍そばにいたツグミが押し止とどめる。


    「行っては、ダメです……行っては──」


    　そういうツグミも唇くちびるを噛かみ締めて、窓の向こうを睨にらんでいた。本当はすぐにでも冬上を助け出したいのだろう。


    「このフタリはぁぁ、おトモダチなのでしょうぉぉ？　シタガわなければ、カらしていいとイわれましたぁぁぁ」


    「枯らすって……どういう意味？」


    「こぉぉぉいう、ことですよぉぉ」


    　灘世の樹木から一本の枝が伸び、鋭い先端が冬上の顔に突きつけられる。


    「ナエドコをナくせば、キはカれまぁぁす。ワかりましたかぁぁ？」


    「──こ、のっ!!」


    　バチッと未由の周囲で火花が散った。溢あふれ出た怒りが未定義魔術を誘発させたのだろう。


    「おおおおぉぉ、あああぁぁぁぁ……コワいコワいコワいコワいコワい。コ、コワいのでヒトリカらしてワかってもらいましょぉぉぉ！」


    「ま、待って!!」


    　未由が必死に灘世を止める。


    「行く……そっちに、行くから。だから──殺さないで」


    　俯うつむき、搾しぼり出すような声で未由は言った。


    「ああぁぁぁ、ミユはやっぱりいいコですねぇぇぇ。マっていますから、ハヤくオりてきてくださいぃぃぃ」


    　拳こぶしを握り締めながら未由は頷うなずく。


    「それとぉ、たぶんおナカマもいますよねぇぇ？　イッショにキてもらえますかぁぁ？」


    「っ……ここには、私一人。他に、誰もいない」


    　動揺を抑え込み、未由は答えた。


    「うーん、それはザンネンですねぇぇ……ヒトリしかいないのなら、おトモダチもヒトリしかタスけられません」


    　灘なだ世せは山やま崎ざきの顔にも尖とがった枝を突きつける。


    「なっ……」


    「どちらがいいですかぁ？　スきなほうをエラんでくださいねぇぇ」


    「やめてっ!!」


    「そうですねぇぇぇ、おナカマがキてくれたらやめられるのですが……とにかくマっていますねぇ、ミィィユゥゥ」


    「っ──」


    　肩を震わせながら未み由ゆはきびすを返し、部屋の中に戻ってくる。閉じた窓をカーテンで塞ふさいだ後、未由は僕たちに頭を下げた。


    「ごめん……どうしたら、いいんだろう。私と、あと誰か……最低一人が出て行かなきゃ冬ふゆ上がみさんと山やま崎ざきくんが──」


    　追い詰められた瞳ひとみで未由が言う。僕はすぐに答えられない。この状況を覆くつがえす手段がまだ思いつかない。


    　だが、皆の間に落ちた沈黙を宮みや島じまが破った。


    「俺が、行く」


    「え……？」


    　僕は信じられずに宮島を見た。宮島の顔面は蒼そう白はく、体はがたがたと震えている。けれど前言を翻ひるがえすことなく、宮島は繰り返した。


    「山崎がピンチなんだ。だから、だから……お、俺が行く。お、俺、戦う力なんてないし、皆の足を引っ張るだけだし……せめて、山崎たちを助けるために頑張らせてくれ」


    　どう見ても強がっていた。やせ我慢だった。けれど、宮島は──本気だった。


    　それを見た未由も決心を固めた顔で口を開く。


    「ありがとう……宮島くん。うん──私も、行くよ」


    「お二人とも、待ってくださいです！　宮島さんが出ていっても人質が増えるだけなのです。何より未由さんが捕まってしまえば巨人を倒す手段がなくなってしまいます。絶対に敵の手に落ちてはいけない人なのですよ？」


    　陽名ちゃんが焦あせった顔で未由を諫いさめる。


    「分かってる。分かってるけど……今は従わなきゃ、冬上さんと山崎くんが殺されるじゃない！」


    　一番悔しいのは未由なのだろう。わなわなと体を震わせながら言葉を吐き出す。


    　耐え切れなくなった僕は考えが纏まとまらないまま言葉を発した。


    「でも、行けば未由が殺される。宮島まで……取り込まれる。だから、こうなったら……戦おう。灘なだ世せを倒せば──」


    「ダメ！　〝動く木〟を連れん大だいが操っているなら、叔お父じさまを倒しても意味がないと思う。他の木が代わりを務めるだろうし……下手をしたら冬ふゆ上がみさんたちを捕らえている樹木そのものが牙きばを剥むくかもしれない」


    「それは……」


    　反論できずに、僕は口を噤つぐむ。手詰まりだった。この場は灘なだ世せに従わなければいけないのか──？


    　悔しくて握り締めた拳こぶしに、そっと誰かが触れる。いつの間にかすぐ傍そばに来ていたツグミが僕を見上げていた。


    「……大丈夫です、センパイ。未み由ゆさんを失うことなく、この状況を抜け出す方法はあります」


    「え？　そんな方法、あるのか？」


    「はい。〝私〟を……使えば」


    　ツグミは両手で自分の顔を隠す。髪が短くなり、黒く染まっていく。肌の色は逆に白く変化した。身長も少しだけ伸びる。手を外すと、そこにはあったのは未由の顔。


    「え？　ええええええっ!?」


    　宮みや島じまが驚きの声を上げた。ツグミが一瞬で未由そっくりの外見に変わったのだから当然だろう。これはツグミの変身能力。


    　その力を知っていた僕は驚きこそしなかったが、ツグミの意図を察して息を呑のんだ。


    「まさか、ツグミが未由の身代わりになるっていうのか？」


    「そうです。私、言いましたよね？　センパイの希望になれるよう頑張るって……できる限りのことをするって……今が、その時です」


    「だ、だけど連れん大だいはきっと未由を殺すつもりだ！　その代わりをするなんて──」


    「心配しないでください。危なくなったら……自分で正体を明かします。そうすれば取り込まれるだけですむかもしれません」


    　ツグミはそう言うが、僕は連大が怒り猛たける姿をこの目で見ている。もし偽者だとバレた場合、連大はツグミを許さないだろう。


    「ツグミ、連大はそんな甘い奴じゃない！　それにツグミと宮島が灘世に従っても、まだ屋敷に僕らが残っていることは感知される。結局また人質を盾たてに脅されて、全員捕まるぞ」


    　ツグミが未由の身代わりを務めても、一時しのぎにしかならないことを訴える。もちろん他に方法があるのかと問われても答えられない。しかしこの選択に未来がないことも確かだった。


    「いえ──感知に関しては抜け道があるです」


    　しかし、陽ひ名なちゃんが僕の言葉を否定した。


    「抜け道？」


    「はいです。先ほどの会話から、敵はわたくしたちの人数までは感知できていないことが判明したです。敵が察知していたのは、ここに誰かがいる……という程度。恐らく、こうやってわたくしたちが一か所に纏まとまっていれば、敵には一人なのか十人なのかさえ分からない……」


    「けど……ツグミと宮みや島じまが出て行ったら、屋敷に誰か残っていることはバレるだろ？」


    「ですから、お二人と別れる前にわたくしたちだけ消えるのです」


    「消えるっていったい──」


    　陽ひ名なちゃんの言いたいことが分からず、僕は問い返そうとする。


    「──ミィィィユゥゥゥ？　まぁだですかぁぁぁ!?」


    　けれど外から響いた灘なだ世せの催促が、僕の言葉を掻かき消した。


    「まずいですね、時間がないです。とにかく移動しましょう。歩きながら説明するです」


    　陽名ちゃんは皆を急せかして、部屋を出る。


    「待って待って！　スーラを誰か運んでよぉ！」


    「わ、悪い、忘れてた」


    　机の上に取り残されていたスーラを僕はカッターシャツの胸ポケットに入れる。それから皆の後を追った。


    　僕がついてきているのを確かめて、陽名ちゃんが話を続ける。


    「──さっきも言ったように、敵の感知は非常に曖あい昧まいです。この場所に、誰かがいるというぐらいしか分かっていない様子でした。つまり根の上にある区画に反応が〝ある〟か〝ない〟かの二択で判断している可能性が高いのです。ですから、ここに反応を残したまま人数だけを減らします」


    「人数だけ？　だけど僕らが二手に分かれたら、他の根が反応して二人以上いるってことがバレるだろ？」


    「そのとおりです。ですが、それは地上を移動した場合です。わたくしたちが隠れるのは──上です」


    　陽名ちゃんは廊下を歩きながら天井を指差した。


    「上？」


    「空、なのですよ。敵の感知媒体である根は地中にあります。ですから真っ直すぐ上空へ移動すれば索さく敵てき範囲の外に出られるはずです。そしてその時、地上に誰かを残していれば──敵はわたくしたちがいなくなったことに気付かないはずです」


    　陽名ちゃんは自信に満ちた顔で説明したが、言葉の後半で表情を曇らせた。


    「ですが……これはツグミさんと宮島さんを敵の手に引き渡すことを前提とした作戦です。他に方法はありません。これが……最善の手です。しかし、けれど……本当にお二人とも、いいのですか？」


    　未由に変身したツグミと、ずっと震えっぱなしの宮島に陽名ちゃんは問いかける。


    「あ、ああ、当たり前だろ？　よく分からないけど……陽名ちゃんは俺たちの行動が無駄にならない作戦を思いついてくれたんだよな？　だ、だ、だったら文句なんて……ないぜ」


    　宮みや島じまは引きつった笑顔を浮かべて答えた。ツグミもその隣で頷うなずく。


    「私に……躊躇ためらう理由は、ありません。ユキちゃんを守ることできて、センパイに希望を残すこともできますから」


    　二人の返事を聞いて、陽ひ名なちゃんは強く冷静な魔術師の顔に戻った。


    「……ありがとうございます。では、ついてきてください」


    　僕らを先導して陽名ちゃんは大広間の一階に下りる。だがそのまま玄関には向かわず、階段の後ろにある扉から友とも月づき邸の中庭へと出た。


    　色とりどりの花が咲く庭園に僕らは足を踏み入れる。陽名ちゃんはそこで足を止め、僕らを振り返った。


    「ここなら建物に囲まれていて外から見えないです。魔術を見み咎とがめられる心配はありません」


    「飛行魔術で、空に逃げるのか……」


    　──ツグミと宮島を残して。


    　僕はざわつく心を抑えながら呟つぶやく。ツグミと宮島は納得していたが、僕は二人を灘なだ世せに引き渡していいものかまだ迷っていた。最終的に連れん大だいを倒しても元通りになるとは限らない。取り返しのつかない事態が起こる可能性もあるのだ。


    「そうです。未み由ゆさん、飛行魔術をお願いします。四人が乗れる大きさで」


    　四人。その言葉に動揺する。僕とアリッサと未由、それに陽名ちゃんで四人。ツグミと宮島は含まれていない。


    「わかった──《炎鬣の軍馬フアルシオン》！」


    　未由が《起動言語トリガー》を唱えると、虚こ空くうから生じた炎が馬の形に収しゆう束そくする。サラブレッドの二倍ぐらいはある大きな赤い馬だ。鬣たてがみの炎を揺らめかせて赤き駿しゆん馬めは低く嘶いななく。


    「では皆さん、乗ってください」


    　陽名ちゃんが未由の助けを借りて炎馬の背に跨またがり、剣を手放すことができないアリッサを引き上げる。


    　未由も続こうとしたが、途中で動きを止めて自分と同じ顔に化けたツグミへ歩み寄った。


    「ツグミさん……私の代わりをさせて、ごめんなさい。叔お父じさまと戦うべきなのは私なのに……私が立ち向かわなきゃいけないのに──」


    「……気にしないで、いいです。私は友とも月づき先輩のためじゃなく、ユキちゃんを助けたくて身代わりを演じるんです。それでも責任を感じるなら……センパイの力になってください。センパイが全てを取り戻すための力に」


    「うん……わかった。ツグミさんはホント──啓けい介すけくんと冬ふゆ上がみさん以外には厳しいね」


    　未由は苦笑を浮かべ、炎の馬に飛び乗った。残るは──僕だけ。


    「ツグミ、宮島……」


    　落ち着き払ったツグミと、体を震わせて額に脂あぶら汗あせを浮かべる宮島……対照的な二人の名前を呼ぶ。


    「な、なんだよ、遠とお見み！　早く行けって！　俺たちが出て行かないと山やま崎ざきたちが危なくなるんだぞ？」


    　歯の根が合わないほど震えているのに宮みや島じまは無理やり笑みを浮かべて、しっしっと手を振った。


    「……センパイ、何も言わなくていいです。全部、伝わってきますから。私の返事は一つだけ。センパイ──私が作り出すことのできた希望を大切にしてください」


    　ツグミは真っ直すぐに僕を見つめて微ほほ笑えむ。


    　そんなふうに言われたら、そんな顔で笑われたら、僕は行動するしかなかった。行動で返すしかなかった。


    　二人に背を向け、炎馬に歩み寄る。


    「啓けい介すけくん」


    　差し出された未み由ゆの手に捕まって、僕は馬の背に上がった。


    　一番前に座った陽ひ名なちゃんが振り返り、僕の胸ポケットに収まっていたスーラへ言う。


    「スーラさん、わたくしたちの姿を隠してもらえますか？」


    「うん、了解だよ」


    　小さなスーラの体が光り輝く。まるで本物の妖よう精せいみたいだった。


    　周囲の景色がわずかな間だけ歪ゆがみ、すぐに直る。何かが変化したようには思えなかったが、ツグミと宮島はきょろきょろと辺りを見回していた。どうやら本当に外から見えなくなったらしい。


    「──冬ふゆ上がみと山やま崎ざきのこと、頼む」


    　僕は最後にそう言った。二人はまだ僕らが目の前にいると気付き、こちらを見上げて深く頷うなずいた。


    　炎馬が地を蹴けり、空へ舞い上がる。ツグミと宮島の姿が小さくなる。屋敷よりも高く昇り、暗い緑に埋め尽くされた住宅街を俯ふ瞰かんする。


    　豆粒ぐらいの大きさになった二人が、屋敷の中へ入っていくのが見えた。


    　もう、手は届かない。


    　けれど何な故ぜか、繋つながっているように思えた。魔術的な《道パス》なんかない。血の支配も当然ない。それなのにツグミと宮島を近くに感じた。


    　きっと信じているからだ。お互いに大切なものを託して、そのために戦うと約束したからだ。


    　僕は右手を握り締める。この手は空っぽじゃない。仲間と──繋がっているのだ。
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     第四章　怒りの終点、想いの行方


    



    
      １

    


    



    　炎の鬣たてがみを持つ馬に跨またがり、僕らは閉ざされた暗い空に浮かぶ。


    　場所は友とも月づき邸の上空。高度は五十メートルほどだろうか。馬上の一番前に座るのは陽ひ名なちゃん。次にアリッサ、未み由ゆ、僕の順番。一番後ろに座る僕の傍そばでは燃え盛る尻尾しつぽが揺れている。


    　僕ら四人──いや、僕の胸ポケットにいるスーラを含めれば五人は、身を乗り出すようにして地上の様子を眺めていた。


    　蠢うごめく木々に取り囲まれた屋敷の前庭で、ツグミと宮みや島じまが灘なだ世せに向かい合っている。


    　何かを話しているようだが、遠すぎて声など聞こえない。分かるのは──何かが起きていることだけ。


    　手が届かない場所で、事態が進行する。二人が〝動く木〟に包囲された。


    「────っ!!　くそっ……」


    　大声で叫んでしまいそうになるのを、唇くちびるを噛かみ締めて堪こらえる。


    　今、宮島が……取り込まれた。伸びてきた蔓つるに捕らえられ、抵抗する間もなく──。


    　こうなることは予想できていた。けれど割り切れるものではない。後で助ければいいと開き直れるわけもない。


    「啓けい介すけさん……落ち着いてください。取り込まれた宮島さんは、比較的安全だと思うです。彼らにとっては、味方に引き入れたようなものですから。問題は……ツグミさんの方です」


    　陽名ちゃんは冷静さを失わずに僕を宥なだめた。


    「……ツグミがどんな目にあわされても、こうして見ているしかないのか？」


    　宮島のことを抗議したのか、灘世に詰め寄ったツグミが蔓で叩たたき飛ばされる。ぞわっと腹の底から濁った感情が溢あふれ出そうになった。


    「──はい、〝全員〟を助けたいなら、誰一人失いたくないのなら……今は堪こらえて機会を窺うかがうしかありませんです」


    「ツグミの命が、危なくなってもか？」


    「そのときは……選ぶしかないですね。誰の命を──救うかを」


    　陽名ちゃんはきっぱりと言い切る。現実を僕に突きつける。たぶん僕が土壇場になって迷わないように。


    「……選ぶ」


    　僕にできるのだろうか。これまで何一つ捨てることが……諦あきらめることができなかった僕に──。


    　またいつかのような……《方はこ舟ぶね》で未由を失ってしまったときと同じような失敗をしてしまいそうだった。強く凝り固まった僕の〝本質〟は、自分と周りにいる人を傷つける。何も失なくしたくないという我わが侭ままが通らなくなった時、否定されるのは僕自身。その結果、守りたかったものは全て手の平から零こぼれ落ちる。そんなのは……最悪の結末だ。


    『……啓けい介すけくん、聞こえる？』


    　その時、未み由ゆの声が胸の内側から響く。


    　──え、未由？


    『ごめん、今ちょっと〝支配〟の回路を開いたの。話したいことがあったから……』


    　僕の前に座る未由は振り返って無言で微ほほ笑えむ。


    『啓介くん、落ち着いて下を見て』


    　未由に促されて地上に目を凝らす。ツグミは〝動く木〟たちに取り囲まれて移動し始めていた。


    『灘なだ世せ叔お父じさまは、私を連れん大だいのところへ連れていくって言ってた。だからそれまでは、ツグミさんが殺されることはないと思う』


    　僕はツグミがこれ以上痛めつけられなくて、ほっとする。陽ひ名なちゃんが示した選択をせずにすんだことにも安あん堵どを覚えた。けれどこれは危険な状況が先延ばしにされただけ。


    　──じゃあその間に、陽名ちゃんの言う〝選ぶ〟覚悟をしておかないとな……。


    　考える時間ができたのだ。あらゆる状況を想定して、それに対する行動を決めておくべきだろう。選んで……おくべきなのだ。


    『無理だよ。啓介くんには、選べない』


    「え……？」


    　未由に断言されて、僕は思わず声に出して驚いてしまう。未由の前に座るアリッサが「どうしたの？」といった顔で振り向いた。僕はアリッサに何でもないと答えた後、心の中で未由に話しかける。


    　──未由、僕には無理ってどういう……。


    『そのままの意味だよ。啓介くんは何も手放せない人。だから誰の命を救うかなんて選べない。それが啓介くんの〝本質〟なんだって私は《方はこ舟ぶね》で知った』


    　──本質だから、諦あきらめるしかないっていうのか？


    『……ううん、諦める必要はないと思う。啓介くんが変わろうとすれば、いつかは硬い心の殻からを破れるかもしれない。でも、今すぐには無理。陽名さんの言ったことは正しいけど……啓介くんの本質は、一時的な覚悟や思いじゃ塗り替えられないほど強いってことを分かってない』


    　未由はそう言うと苦笑を浮かべた。


    『って……口に出して言うと怒られて論破されそうだったから、こうやって伝えることにしたの。私の意見は陽名さんと正反対。啓介くんは本質を突き詰めるべきだと思う』


    　──本質を？　でもそれだと、余計何も選べなくなるんじゃ……。


    『違うよ、啓介くんの本質は、ただ失いたくない──それだけ。だから、目の前にあるものを、手放さずにいたい人を守ればいいんだよ。選択なんてする必要はないの』


    　──先のことを考えるなってことか？


    『まあ、そういうこと……かな。ごめんね、かなり無茶なことを言ってるのは、自覚してる。でも迷って動けなくなるぐらいなら、自分の衝動に従うべきだって思ったの』


    　少し申し訳なさそうな表情で未み由ゆは言った。


    　──いや、ありがと。未由の言葉も覚えておく。けど、開き直るのは最後の手段にするよ。たとえ答えが出なくても、ぎりぎりまで考え抜かなきゃ陽ひ名なちゃんに怒られる。


    『そうだね。うん……それでいいと思う。やっぱり陽名さんの方が厳しくて正しいもんね。なら私は、ちょっと甘すぎるのかな？』


    　──未由は、僕に優しすぎるんだよ。


    『そっか、私……男の人をダメにするタイプなのかもね』


    　冗談っぽく笑うと未由は前に向き直った。


    　──未由が甘いから。こんな僕を認めてくれるぐらいに優しいから。僕は立っていられるんだけどな。


    　未由は正面を向くと同時に〝支配〟の回路を閉じたようだったので、僕の返事が聞こえたかは分からない。冷静に考えると恥ずかしすぎる台詞せりふに思えてきて、聞こえてないほうがいいかと一人で苦笑いを浮かべた。


    　けれど後ろから未由の姿を眺めていて気付く。暗いので分かりづらかったが、耳が赤くなっていた。


    「聞こえてたのか……」


    　僕が小さく呟つぶやくと、未由はちらっと振り返ってはにかんだ。


    「うん──ごめんね」


    　そんなやり取りをしていると、未由の前に座っているアリッサがまたもや振り向く。


    「ねえ、もしかしてケースケとミユ……今、心で会話してたの？」


    「え……」


    　図星を刺されて僕は言葉に詰まる。アリッサには僕と未由が〝支配〟の力で繋つながっていることも話してあった。先ほどのよく分からないやり取りを見て察したのだろう。


    「ふうん……やっぱり、そうだったんだ」


    　何か言われるかと思ったが、意外にもアリッサはそのまま前に向き直ってしまった。


    「あれ……？　どうしたんだ、アリッサ？」


    　どこかアリッサらしくないように思えて僕は声をかける。


    「別に、どうもしないわよ」


    　振り返らないままアリッサはぶっきら棒に返事をした。


    　だがしばらく黙った後、小声で付け足す。


    「ただ──逆だなって思っただけよ」


    「逆？」


    　問い返すが、アリッサはそれ以上何も答えない。その後ろ姿は何な故ぜか今までよりも遠く思えて、僕は妙な焦しよう燥そう感かんを覚えたのだった。


    



    　ツグミを囲んだ木々の群れは連れん大だいの元へと着実に近づいていく。僕らは空から様子を窺うかがいながら後を追う。


    　会話はない。アリッサが黙ってしまってから、ずっと重苦しい空気が漂っていた。


    　状況を好転させられそうな隙も見つからず、雰囲気はますます沈んで緊張を孕はらむ。そのせいか次第に焦燥と苛いら立だちが積もっていく。


    　もうあまり猶ゆう予よはない。


    　未み由ゆに化けたツグミは、連大の前に辿たどり着いた時点ですぐに殺される恐れがある。何かほんの少しでも……先手を取れる要素が欲しかった。


    「──連大のところへ先回りしよう」


    　だから僕は沈黙を破り、皆にそう切り出した。


    「先回り……ですか？」


    　陽ひ名なちゃんが振り向いて問い返してくる。


    「ああ、このまま灘なだ世せとツグミを見張っていても埒らちが明かない。先に連大の傍そばへ行って、すぐ行動できるように待ち受けていた方がいい」


    「そうですね……ツグミさんは目的地に着くまで殺されることはなさそうですし、その方がいいかもです」


    　陽名ちゃんは同意し、未由に視線を向ける。


    「未由さん、お願いできますか？」


    「うん、分かったよ」


    　未由が炎馬の背を撫なでた。すると一気に飛行速度が上がる。行く手に見える連大の巨体が、あっという間に近づく。


    　接近してみると視界に入りきらないほどの大きさ。現実感が麻ま痺ひしそうなスケールだ。周囲のオフィスビルと比較してみてもゆうに三倍の高さはある。身長は二百メートル近いかもしれない。僕らが乗ってきた《流ながれし星ほし竜りゆう》といい勝負だろう。


    「巨人にはあまり近づきすぎないでくださいです。〝動く木〟と同じように感知される恐れがあります。最低二十メートル……いえ、五十メートルは距離を取った方がいいと思うです」


    「了解。あ……スーラさんのおかげで私たちの姿は見えていないだろうけど、とりあえず連大の背後に回った方がいいかな？」


    「そうですね……巨人の核を狙ねらうのなら、背後からの方がいいと思うのです」


    　陽名ちゃんは頷うなずこうとしたが、そこにアリッサが口を挟む。


    「──待って。レンダイの前方に、あたしだけ降ろしてくれない？　高いビルの上なら根の感知も届かないだろうし」


    「アリッサ？　突然何を……」


    「ツグミたちがやってくる方向を考えると、レンダイの正面に出るはずよ。だから近くに身を潜ひそめた方がいいわ。もし何かあったときは、まずあたしが動く。だって本来あたしは囮おとり役だしね」


    　先ほどまで黙り込んでいたのが嘘うそのように、アリッサは力強い声で言った。陽ひ名なちゃんはしばし黙考した後、アリッサの意見を了承する。


    「確かに……どう行動するにせよ、口火を切るのはアリッサさんが適任ですね。わかりましたです。どこかできるだけ高いビルの屋上に降りましょう」


    　陽名ちゃんの言葉を受けて、未み由ゆは《炎鬣の軍馬フアルシオン》に指示を与えた。


    　連れん大だいが仁に王おう立だちしている駅前の交差点から正面に伸びる大通り──その脇わきに並ぶオフィスビルの屋上に炎馬は降り立つ。


    　屋上には貯水塔や排気設備、倉庫が雑然と並んでおり、隠れられる場所は多かった。僕らは連大の死角になる倉庫の陰に移動する。ここならアリッサがスーラの展開している不可視化領域から出ても大丈夫だろう。連大からも百メートルは離れている。


    「このビルの高さは、わたくしたちが飛んでいた高度とあまり変わりません。ですから根には感知されないはずです」


    「分かったわ。じゃあ、あたしはここで──」


    　馬の背からアリッサが飛び降りる。その横顔は、いつものアリッサと変わらない。困難に立ち向かう時の、冷静で頼もしい表情だ。けれど、やはり何な故ぜか──遠い。


    　アリッサはきょろきょろと周囲を見回した後、大通りを見下ろせる位置を探して障害物の陰を移動していく。その背中が……闇やみの中に消える。


    「では、わたくしたちは背後に回りましょうか」


    「ま、待ってくれ！　アリッサに言い忘れたことがあったんだ」


    　僕はとっさに陽名ちゃんの言葉を遮さえぎって、炎馬から降りた。


    「あっ、啓けい介すけさん？」


    　戸惑う陽名ちゃんと未由を残して、僕はアリッサを追いかける。見失ったかと思ったが、アリッサは太いパイプの陰に屈かがんでいただけだった。


    「ケースケ、どうしたのよ？」


    　アリッサが眉まゆを寄せて問いかけてくる。


    「いや……その──」


    　言葉に詰まる。言い忘れたことがあるというのは嘘うそだった。じゃあ何がしたかったかというと、自分でもよく分からない。だから僕はずっと引っかかっていたことを訊たずねることにした。


    「アリッサ、さっき……逆って言ったよな？　あれって、どういう意味だったんだ？」


    「何よ、そんなことわざわざ聞きにきたの？」


    　呆あきれた顔になるアリッサ。


    「本当に──そんなこと、なのか？　あの時のアリッサ、なんか変だったぞ？」


    「……変って、どこがよ」


    　アリッサの声と表情が硬くなる。


    「どこって言われると困るけど……なんかアリッサに距離を置かれたような、そんな気がしてさ」


    　僕の返事を聞いてアリッサは目を丸くした。


    「──ケースケ、どうしてまだ分かるの？　あたしは……何も分からなくなったのに……」


    「え？　どういう意味だ？」


    「だ、だから……あたしはケースケの心が分からないのに、どうしてケースケはあたしの考えてることが分かるのかって聞いてるの！　今は《道パス》が通じていないのよ？」


    　怒ったように僕へ詰め寄るアリッサ。


    「何でここで《道パス》の話が出てくるんだ？」


    　僕は戸惑って問い返す。するとアリッサは苛いら立だった様子で右手と融合した大剣を示した。


    「この剣に巻きついた蔦つた……これのせいで今、ケースケとあたしの《道パス》は途切れてる。エノクの欠かけ片ら──《緑翼の宣告者ジブリイル》の力に邪魔をされてるの。それなのにどうして、あたしの心が分かるのか聞いてるのよ」


    「いや……何でって、別にこれまで《道パス》を通してアリッサの心を読んでいたわけでもないし……見ていれば──長いつきあいなら、分かることがあるだろ？」


    　いまいちアリッサが何を言いたいのか分からないまま、僕は答える。


    「見てれば、分かる？」


    　アリッサはきょとんとする。


    「ああ……アリッサは、分からないのか？」


    　逆に問いかけるとアリッサは複雑な表情を浮かべた。


    「そっか……ケースケは、そうなんだ……変わらないのね。でもあたしは……たぶんずっと《道パス》を通して、ケースケの心を何となく感じていたのよ。それが当たり前になってた。だから《道パス》が閉ざされて……落ち着かなくなったの。特に──ツグミやミユと仲良くしているケースケを見てると、ね」


    　苦笑して、アリッサは僕の顔をまじまじと見つめる。鼻先が触れそうな距離に僕はどぎまぎする。


    「こうやって、ちゃんと顔を眺めても……やっぱりよく分からないわ。観察が足りなかったのかしら。ケースケが少し照れてるってことぐらいしか分からない」


    「そ、それぐらい分かれば十分だろ」


    「──これまではもっと多くのことが分かってた気がするのよ。だからさっきケースケとミユが心で会話していたのを知って、すごく……嫌いやな気持ちになった。今まではあたしがケースケと繋つながっていたのに──って」


    「だから……逆って言ったのか」


    　やっと最初の質問に回答が与えられた。アリッサは目を伏せて頷うなずく。


    「うん……こういうの、嫉しつ妬とっていうのよね？　いても立ってもいられなくなる強い気持ちだけど、同時に心に穴が開いて脆もろくなるみたいだった。精神が弱るとあたしはエノクの力に取り込まれちゃうから、それ以上考えないようにしたの」


    「ずっと黙ってたのは、そういう理由だったんだな……」


    　アリッサも僕を遠く感じていたのだ。僕よりも先に──。


    「あの時は、ケースケと話せば話すほど嫌な気持ちが膨れる気がしたのよ。だから距離を取ろうとした……。まあ、ケースケには気付かれちゃったけどね」


    　アリッサは強がるように明るい口調で言う。


    「あたし……ケースケに相棒だって言われて、すごく嬉うれしかった。ケースケの隣に……一番近くにいてもいいんだって思えたから。なのに、こんなんじゃダメよね。やっぱり、お姫様の方がよかったかもしれないなんて……考えちゃいけないわよね」
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    　お姫様。その単語を口にした時のアリッサがとても寂しそうに見えて、僕は不安になる。何を言いたいのかが分からなくて、焦あせりを覚える。


    　分からない……。僕もアリッサのことを、何もかも分かっているわけじゃない。分からないことの方が多い。それは当たり前のこと。けど──怖いこと。


    「お姫様扱いは……嫌いやだったんじゃないのか？」


    　もしも《道パス》が繋つながっていたら、アリッサの心が分かったのだろうか。そんなことを考えながら問いかける。


    「そうね……うん、ごめん。ちょっとした気の迷いよ──気にしないで。あたし、ちゃんとケースケの相棒として頑張るから！」


    　アリッサは胸を張って答えると、僕の胸を押した。


    「さ、これでケースケが知りたかったこと、全部分かったわよね？　じゃあ早く、ミユたちのところへ戻って。ぐずぐずしてたらツグミが到着しちゃうわ」


    「あ、ああ……」


    　頷うなずき、僕は立ち去ろうとしたが……途中で動きを止める。肝心なことは何も解決していない気がしたからだ。


    「なあ、アリッサの中にある嫌な気持ち……今は、どうにもできないのか？」


    「え？」


    「その気持ちがアリッサを弱くしているなら、何とかしたい。僕はもう──エノクにアリッサを奪われたくないんだ」


    　僕は訴える。繰り返したくなかった。あんな思いをするのは二度とごめんだった。僕は《方はこ舟ぶね》でずっとアリッサの面おも影かげを追いかけていた。忘れることなんてできなかった。不可能だと突きつけられても、この手で取り戻すことを諦あきらめられなかった。そのために未み由ゆを悲しませた。けれど……足あ掻がくことはやめられなかった。


    　だから今、アリッサを繋ぎとめるためなら何でもできる。そう思った。


    「ケースケ……じゃあ、あたしに──」


    　アリッサは瞳ひとみを潤ませて、何かを言いかける。だがそれが音になる前に、アリッサは口を閉じてしまった。


    「何だ？」


    「ううん、やっぱりいい。これはたぶん……ケースケに望んじゃいけないことだから」


    「でも──」


    　何だかアリッサに見限られたような気がして僕は焦る。するとアリッサは子供を眺める母親のような顔で苦笑した。ヴェルさんの面影が、一瞬重なる。


    「もう……ケースケ、そんな顔しないでよ。じゃあ──あたしの気持ちを楽にするって意味なら……一つ聞いておきたいことがあるわ」


    「あ、ああ、何でも聞いてくれ」


    　アリッサに望まれたことが嬉うれしくて、僕は即答した。アリッサは僕の瞳ひとみを覗のぞき込みながら訊たずねる。


    「──ツグミが殺されそうになったとき、あたしはどうしたらいい？」


    　質問の内容は、想像していたよりもずっと重いものだった。けれどよく考えれば……アリッサ自身が迷っていることなのだから、簡単に答えの出せないものであるのは当然だ。


    　それは陽ひ名なちゃんに問われたこと。誰の命を救うかという選択。


    　たぶん僕がどれだけ考えても結論は出ない難問。けれど今はすぐに答えなければいけない。アリッサの心を少しでも軽くするには、僕の躊躇ためらいを見せてはいけない。


    　迷いを残した返答では、アリッサの迷いも晴れない。だから僕は今がその瞬間なのだと──ツグミの命を左右する時なのだと想定し、口を開いた。


    「助けてくれ。ツグミを、迷わずに」


    　言い切る。僕はきっとそうするだろうから。その後に破滅が待っていても、僕はそう動いてしまうだろうから。


    「分かったわ。ありがとう、ケースケ。あたしに──答えをくれて」


    　アリッサは礼を言う。だがその言葉とは裏腹に、アリッサは初めから返答が分かっていたように……よくできました、と僕を褒ほめるような顔で笑っていた。


    　いや──アリッサは本当に、僕がどう答えるかなど予想できていたのだろう。


    「何だ……やっぱり《道パス》がなくたって、アリッサも僕のことが分かってるじゃないか」


    　僕が溜ため息いきを吐ついて愚ぐ痴ちると、アリッサは少し驚いた顔して「……そうね」と微ほほ笑えんだ。


    



    
      ２

    


    



    　アリッサを大通り沿いのビルに残し、僕らは炎馬の背に乗って連れん大だいの背後に回り込む。


    　傍そばで見ると連大の足は完全に樹木の幹そのもので、アスファルトを砕いて地面に根を張っていた。この状態では振り向くことすら難しいだろう。相変わらず連大は全く動かない。樹木化が進行しすぎて、動くという機能が失われてしまったのではないかとさえ感じる。


    「真後ろでは大通りの様子が見えなくなってしまいます。なので斜め後ろで待機しましょう」


    　陽名ちゃんの言葉に従って炎馬は崩れた駅ビルの隣──ボウリング場やゲームセンターのある複合遊戯施設のビル上空に移動した。


    「……ここでボウリングをしたことがありましたね」


    　眼下のビルを指し示して陽名ちゃんが懐かしそうに呟つぶやく。


    　そういえばそんなこともあった。一学期、友とも月づき家の跡継ぎ問題で揉もめていた頃の出来事だ。もうずいぶん昔のことに思える。


    　けれど陽ひ名なちゃんと思い出を語り合う時間は与えられなかった。


    「あ、啓けい介すけくん！　見て！」


    　未み由ゆが連れん大だいの体越しに見える大通りを指差す。蠢うごめく緑の波が、無機質な灰色の道路に流れ込み始めていた。ツグミを包囲しながら〝動く木〟の集団が現れる。


    　先頭に立つのは灘なだ世せだろう。枝葉を振り回しながら何か叫んでいる。恐らく連大に話しかけているのだ。


    「遠くて何を言ってるか分からないな……」


    　僕が呟つぶやくと、胸ポケットからスーラが顔を出す。


    「スーラなら、音を収しゆう束そくさせて聞こえるようにもできるよ」


    「本当か？　それなら──」


    　すぐにでも頼もうとしたが、スーラは僕の言葉を遮った。


    「ただ、不可視化は解かないとダメだけどね。媒介が小さいから、扱える力の総量も少ないんだよ」


    「……それだと、飛びながらじゃ無理だな」


    　この《炎鬣の軍馬フアルシオン》は炎を纏まとっているため非常に目立つ。スーラが外から見えなくしてくれているから、こうやって空中にいられるのだ。


    「だったら、屋上に降りて魔術を解除するです。このビルなら高さは十分にありそうですから」


    　僕らの話を聞いていた陽名ちゃんが、複合遊戯施設のビルを示して言う。


    　アリッサが降りたビルとは違い、ここの屋上は物が少なくすっきりしている。だが通りに面した場所に大きな看板が設置されているため、身を隠すには都合が良さそうだった。


    　未由も同意し、炎馬は看板の陰に着地した。僕らはその背中から降り、看板の端からそっと顔を出す。見晴らしは十分だ。交差点付近の大通りの様子がよく見える。


    　未由が炎馬の首筋を一度撫なでてから、魔術を解除した。これで透明化を解いても見つかる心配はない。


    「じゃあスーラ、頼む」


    「うん」


    　前と同じように、スーラの体が光を纏う。すると突然──声が耳に届いた。


    「レ、レレ、レンダイィィィ！　ツれてきた、ツれてきたぞ！　キこえているのか、レンダイィィ！」


    　聞いているだけで不快になる灘世の声だ。どうやら連大に呼びかけているらしい。未由に変身しているツグミは黙ったまま、聳そびえ立つ連大の姿を見上げていた。


    「連大に反応がないので、苛いら立だっているようですね」


    　陽ひ名なちゃんが呟つぶやく。


    「なあ、連れん大だいの天使因子がどこにあるか……やっぱり分からないか？」


    　気になって訊たずねてみる。


    「……すみません。近くで〝視み〟ても、まだ判別がつかないです」


    　陽名ちゃんは目を細めて連大を観察したが、溜ため息いきを吐ついて首を横に振った。やはり連大が大きな力を用いる状況でないと、難しいようだ。


    　大通りでは灘なだ世せが喚わめき続けている。


    「ミユをツれてきたっ、ナ、ナ、ナカマ、イッショにイたナカマもトりコんだ！　こ、これでワタシはもう、コワされないなぁぁぁ？」


    「──ヤクソクはマモる」


    　灘世が駅前の交差点に辿たどり着くと、ようやく連大が返事をした。大気がビリビリと振動するほどの大声。


    　ミシッ──と連大の体が軋きしむ。連大がゆっくりと首を動かし、灘世とツグミを見下す。それだけでバキバキバキと樹木が裂けるような音が響いた。


    「ではまず、サイゴのニンゲンをクらわせてもらおうか」


    　連大がそう言うと、ツグミを取り囲んでいた〝動く木〟が連大の足元に集まり始める。


    　近くにあるビルよりも太い連大の両足に、次々と〝動く木〟が融合していく。冬ふゆ上がみ、山やま崎ざき、宮みや島じまを取り込んだ木もあの中にあるはずだ。


    　友人たちが連大に呑み込まれていく光景に、吐き気を覚える。ひどい喪失感が胸に満ちた。


    「啓けい介すけさん、大丈夫です。むしろこれは……好都合なのです。宮島さんたちが巨人の一部になってしまえば、人質として使われることはなくなります。あとはツグミさんさえ助け出せれば──」


    　感情に翻ほん弄ろうされる僕の隣で、陽名ちゃんは冷静に状況を分析していた。


    　そうか、人質さえ何とかできれば最初の作戦どおりに進められる。宮島が体を張り、ツグミが未由の身代わりをしてくれたおかげだ。連大は、これで全ての人間が揃そろったと思い込んでいる。


    　二人の行動が僕らに活路を開いてくれた。一つ、大きな問題が残ってはいるが……。


    「スーラ、日没まではあとどれぐらいだ？」


    　胸ポケットから顔を出しているスーラに尋ねた。


    「まだ──三十分近くかかるよ」


    　スーラは僕が何を言いたいのか理解したのだろう。真剣な眼まな差ざしで僕を見上げている。


    「このままいけば、たぶん切り札が使えない状態で戦うことになる。それでも──いいか？」


    「正直に言えば、よくないよ。方はこ舟ぶねとしては大問題。ヒナさんがここにいる以上、あの巨人がすぐに世界樹へ至ることはない。だからたとえ何が起こっても、日没までは身を潜めているべき──って少し前のスーラなら答えただろうね」


    　スーラは苦笑を浮かべ、肩を竦すくめた。


    「じゃあ……」


    「うん、ケイスケさんの思うとおりにしたらいいよ。スーラはケイスケさんの覚悟を聞いたからね。もし作戦が失敗したとしても、ケイスケさんは逃げ延びて、日没まで何としてでも生き延びて、切り札を使ってくれる……そうでしょ？」


    「ああ……約束する」


    「なら、オッケーだよ」


    　指で丸を作り、スーラが頷うなずく。


    　僕はこの信頼を忘れてはいけないと胸に刻み、視線を大通りの交差点へ戻した。


    　連れん大だいの体は軋きしみを上げて、さらに一回り巨大化しようとしている。その足に纏まとわりついた〝動く木〟は、全て融合を終えていた。


    　灘なだ世せとツグミだけが、連大の前に残されている。


    「ワ、ワワ、ワタシはコワれずにスむのだな？　またあのヤミ……クラい、クラぁぁぁぁいヤミのナカにモドらなくてもいいのだなぁぁぁ!?」


    　唯一〝動く木〟の中で取り込まれなかった灘世は、喜びの声を上げながら地面をのた打ち回っていた。


    　だが僕は疑問に思う。連大は何な故ぜ、灘世を取り込まなかったのだろう。彼も世界樹完成に必要な一人のはずなのに……。


    「そのトオりだ、トモヅキナダセ。ワタシがおマエのココロをコワすことはない。ワタシのナカにトかしてしまうつもりもない」


    　巨大化を終えた連大が、灘世に言う。ひどく酷こく薄はくな声で。


    「コワしたいのは、ソンザイそのものだ。ワタシは──トモヅキケがキラいなのだよ」


    　重く、大きな鎚つちが振り下ろされる。それは連大の拳こぶし。


    　大気が押し潰つぶされて、突風が巻き起こった。拳の真下にいるのは──友とも月づき灘世。


    　木の幹に浮かんだ灘世の顔は、ただポカンと口を開けて落ちてくる拳を見つめていた。


    　巨人の一撃が大地を穿うがつ。屋敷で感じた地震とは比較にならない揺れが街を襲った。


    「──っ……ツグミ！」


    　ギシギシと軋む看板に掴つかまりながら、ツグミの姿を探す。灘世から少し離れた場所に立っていたツグミは拳の直撃こそ免れていたが、衝撃に吹き飛ばされ、さらに飛び散ったアスファルトの破片で全身に傷を負っていた。


    　制服を血で汚しながらツグミは立ち上がり、未由の顔で連大を睨にらんだ。


    「どういう……つもり？」


    　連大に問いかけるツグミ。声も口調も、未由と全く同じ。すぐ傍そばに本物の未由がいなければ、僕でも見間違えてしまうだろう。


    「セカイジュとなるには、マチのニンゲンすべてをタバねなければならない……しかし、ゼンインをトりコむヒツヨウはない。イらないモノは、コロしてしまえばいい」


    　大地に突き刺した拳こぶしを引き抜きながら、連れん大だいは言う。拳の下には友とも月づき灘なだ世せの姿はない。原形も残さないほど、磨すり潰つぶされてしまったのだろう。


    「叔父さま……」


    　あまりにもあっけない灘世の最さい期ごに、未み由ゆは僕の隣で呆ぼう然ぜんとしている。だが同じ顔をしたツグミは、未由とは対照的に口の端はを吊り上げ、笑みを浮かべた。


    　衝撃に割れたビルの窓ガラスの破片がキラキラと舞い落ちる中、挑むように連大を見上げるツグミ。


    「……そう、私はあなたの世界に要いらないんだね？」


    「そのトオりだ、トモヅキミユ。ワタシはイマイマしいキサマをコワし──あのカタのモトへトドくチカラをテにイれる!!」


    　連大は両腕を天に翳かざして吠ほえた。


    　どうやら連大は未由を最後の〝人間〟だと思っているらしい。《高次存在ヴイナー》と精神を同化させた魔術師は厳密にいえば人間ではない……そんなふうにアリッサは言っていたが、連大がそんなことを知る由よしもない。


    「いいよ、戦ってあげる。私の世界にも──あなたは要らないから」


    　ツグミは正体を明かすつもりはないようだった。それどころか挑発するようなことを言って、連大の攻撃を誘う。


    「どうして……逃げないの？　もう、いいのに。あそこまで私をなぞる必要……ないのに」


    　未由はそんなツグミを見ながら呟つぶやく。


    　──私の生み出した希望を、大切にしてください。


    　ツグミの言葉を思い出す。恐らくツグミはやれる限りのことをしようとしているのだ。僕らが傍そばにいることを確信して、アリッサではなく自分が囮おとりの役を務めようとしている。


    「危なくなったら正体を明かすって言ってたじゃないか……」


    　右手を握り締め、僕は言葉を吐き出す。


    　こうなったらアリッサに託すしかない。アリッサならツグミを守ってくれる──必ず。


    「いいヘンジだ。トモヅキミユゥゥゥゥッ!!」


    　連大は咆ほう哮こうし、右腕を振り上げる。けれど拳を振り下ろす直前で、連大は動きを止めた。


    　遥はるかな高みから未由をじっと見下ろし、低い声で問う。


    「──おマエは、ダレだ？」


    　信じられなかった。あれほど未由そっくりに変身したツグミを、連大は別人ではないかと問うたのだ。


    「私は、友月未由だよ。この顔が分からないの？」


    　当然ながらツグミはすぐに正体を見せることはせず、馬鹿にした口調で問い返した。カマをかけられている可能性もあるので、妥当な対応だろう。


    「オナじカオのニンゲンを、ワタシはナンニンもミてきた。だからワタシはミカケでダマされはしない。おマエはチガう。ナカミが──チガう」


    　けれど連れん大だいは惑わされることなく、ツグミの言葉を否定する。その声には揺るぎない自信があった。


    「ショウタイをミせろ。さもなくば、このままタタきツブす」


    「──これ以上、ごまかしても無駄なようですね」


    　ツグミは息を吐いて、顔を手で隠した。髪が伸び、肌の色も浅黒く変わる。


    「そうか、キサマ……クラウドのバケモノか」


    　手を外し、素顔を晒さらしたツグミを見て、連大が呟つぶやく。


    「今のあなたに、化け物呼ばわりされたくはありません」


    「ふん……ヤクにタたなかったドウグのくせにナマイキな。ホンモノのトモヅキミユはどこにいる。すぐにコタえろ！」


    　低い恫どう喝かつの声が地面を震わせる。連大の足元にいるツグミには凄すさまじいプレッシャーだろう。だが、ツグミは臆おくすることなく笑みを浮かべた。


    「あなたが会いたいのは、友とも月づき未み由ゆなのですか？」


    「……なんだと？」


    「あなたが本当に会いたいのは──彼女ではないのですか？」


    　ツグミは再び手で自分の顔を覆おおう。髪が黒く染まり、肌が白くなる。また未由の姿になろうとしているのかと思えたが、少し違う。髪は長く伸び、身長も未由より高いようだった。


    　変身を終えたツグミの姿は──菜な津つの姿を思い出させた。


    　夏休み、帰省した奈な波なみ市で出会った青年、八や朔さく則のり秋あきの妻であり……母。五百年もの間、八朔家に利用され続けてきた五いつ弸み家の姫。未由の手で、苦しみに満ちた長い生涯をようやく終わらせることができた彼女の姿に、今のツグミはとてもよく似ていた。


    「きっ、キサマァァァァァァッ!!」


    　連大が怒号を上げる。


    「あのカタの……ミエイさまのスガタをマネるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


    　怒りに任せて連大が近くのビルを叩たたき潰つぶす。半分に折れたビルが連大の足元に崩れ落ち、濛もう々もうと粉ふん塵じんを巻き上げた。


    「未み永えい？　あの姿は、菜津じゃなくて友月未永なのか？」


    　僕は驚いて隣の未由に訊たずねる。あんなにも似ていたとは知らなかった。


    「きっと私のお婆ばあ様である友月未永じゃなくて、友月家の始祖であり真の当主──朋とも月づき未永の方だよ。言葉を交わしたのは御み簾す越しだったから直接見たことはないけど、若い声だったのは覚えてる」


    　未み由ゆは長い黒髪を地面に広げたツグミの姿を見ながら答える。


    　ツグミは粉ふん塵じんの中で妖あやしく微ほほ笑えんだ。


    「──連れん大だい、あなたは私を恐れていましたね。私に心を読まれることが、とても怖こわいようでした。だから指一本、私に触れなかった。けれど──触れなくても近くにいれば感じ取れてしまうんです。その……心を」


    「ミた……のか？　キサマはワタシのココロを、ノゾいたのかぁぁぁっ!!」


    　連大が叫ぶ。ツグミは平然と頷うなずいた。


    「あなたの思惑を《群れクラウド》に伝えることも、私の任務でしたからね。探らせてもらいました。だから私は……知っています。あなたは、とても弱い人。弱いから他者を支配せずにはいられない。支配していなければ安心できない……臆おく病びよう者もの」


    「キッ、サマァァァ──」


    　怒りに体を震わせる連大。それはそのまま地面に伝わり、街を揺さぶる。


    「そんなあなただから、支配できないものが何より怖くて、憎かった。自分より格上として扱わなければならない友とも月づき本家が嫌いだった。だからあなたは……友月家当主の第一秘書になろうとした。そうすれば自分を見下していた本家の人間を、当主の代行者という立場で支配できるから……」


    「ダマれ！　ダマれダマれダマれダマれっ!!」


    　連大は怒声を発するが、その巨大な腕でツグミを叩たたき潰つぶそうとはしない。いや──できないでいる。


    　どうしてだ？　ツグミが朋とも月づき未み永えいの姿に変身しているからか？


    「あなたには双子の兄がいて、本来は八や朔さく家の長に──当主の秘書になれる立場ではなかった。だからあなたは邪魔者を殺した。殺して……その地位を奪い取った。そして兄の後継として秘書になったあなたは出会ってしまう。どうやっても……支配できない存在に」


    「ダマれとイっているのが、キこえぬのかぁぁぁぁっ!!」


    　連大はツグミの声を掻かき消そうと叫ぶが、ツグミはさらに声を大きくして続ける。


    「あなたは絶望した！　友月家の始祖──朋月未永には〝支配〟の力さえ通じなかったから。絶対に手に入れられない存在だったから。彼女こそが……あなたが唯一、本当に支配したいと願った人だったから！」


    「ダマれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!」


    　ツグミが最後に告げた台詞せりふは、連大を激高させた。躊躇ためらいを捨て去って、連大は腕を振り下ろす。


    　ツグミは地面を蹴けって拳こぶしの落下範囲がら逃のがれようとするが、連大の腕はあまりに大きすぎた。あのスピードでは間に合わない。潰される。


    　端はたから見ている僕にはそれが分かってしまった。


    　──頼む、アリッサ！


    　胸の中で叫ぶ。僕の声が聞こえるはずはないだろう。僕とアリッサの間にある《道パス》は閉ざされてしまっている。けれど、僕はアリッサに自分の想いと選択を託していた。だから……信じた。


    　金色の光を纏まとった少女がツグミの前に躍り出る。蔦つたが絡まった大剣を携たずさえ、落ちてくる拳こぶしを睨にらみ据すえた。アリッサは──応えてくれた。


    「たあああああああああああっ!!」


    　アリッサが叫ぶと、大剣が眩まばゆく輝いた。金色の軌跡を描いて、大剣が振り上げられる。


    　──ギィィィィィイィン！


    　連れん大だいの拳とアリッサの剣が激突した瞬間、耳みみ障ざわりな音と共に光の嵐が吹き荒れた。金と緑が混じり合った輝きが、瓦が礫れきの街を染め上げる。


    　圧倒的な質量差を無視して、アリッサは連大の拳を大剣で受け止めていた。恐らくあの場で拮きつ抗こうしているのは物理的な力ではなく、互いが有する天使の──《代界存在ロウラー》の力だ。同質の力であるがゆえに、どちらも破壊されることはない。ただ優劣だけを競い合う。


    　アリッサと連大の間に膨れ上がった光が爆発する。アリッサとツグミはその衝撃で吹き飛ばされ、連大も大きく仰のけ反ぞった。


    　拮抗し、どちらつかずになった力が、行き場を失くして弾けたのだろう。この分なら、アリッサは連大と互角に戦えそうだ。


    　ひび割れた路面に大剣を突き刺して、アリッサは体勢を立て直す。足を固定されている連大も倒れることなく、すぐに体を起こした。


    「──啓けい介すけさん、わたくし今、少しだけ連大の力の流れが見えたです」


    　陽ひ名なちゃんが僕の服を引っ張って言う。


    「本当か？　連大の天使因子はどの辺りにあるんだ？」


    「恐らく左胸付近です。それ以上はまだ……」


    　陽名ちゃんの答えを聞いて、僕は連大の背中を見上げた。あまりに──大きい。左胸付近というだけでは、狙ねらいはつけられない。


    「戦いが続けば、もう少し絞り込めると思うです。アリッサさんが頑張ってくれていますから」


    　アリッサは背後に倒れるツグミを庇かばいながら、再度振り下ろされた連大の拳を弾いていた。


    　剣で受け止め続ける限り、連大の攻撃がアリッサへ届くことはない。力の拮抗がお互いを弾き飛ばすからだ。体に直接拳を喰らえばひとたまりもないだろうが、連大は巨体であるがゆえにアリッサだけを殴るという器用な真ま似ねができない。そういう意味では、エノクを相手にするよりも戦いやすいといえる。


    　ただ──既にアリッサの額には大粒の汗が浮き出ていた。一撃を凌しのぐために相当な力を使っているようだ。それほど長く戦えそうにはない。消耗が一定のラインを超えても、アリッサはエノクの力に取り込まれる。


    「陽ひ名なちゃん、できるだけ早く……頼む」


    「はいです。皆さんの行動を無駄にはしません」


    　陽名ちゃんはぐっと奥歯を噛かんで、じっと連れん大だいを見つめる。その体の奥の奥まで見通そうとするかのように。


    「あ、ヒナさん。スーラが、照準器の代わりになるよ」


    　僕の胸ポケットからスーラが陽名ちゃんの肩へと飛び移った。


    「天使因子の位置が分かったらスーラに言ってね。こう、ビーって光線を出すから。スーラを使ってケイスケくんに狙ねらう場所を示してあげて」


    　スーラは右手を前に突き出したポーズで陽名ちゃんに言う。つまり狙そ撃げき銃じゆうにおけるレーザーサイトの役割を果たすということだろう。よく考えれば連大の因子を陽名ちゃんが発見できても、それを僕に伝えるのは困難だ。体の部位を表わす言葉では範囲が大きすぎる。


    「分かりましたです。よろしくお願いします、スーラさん」


    　陽名ちゃんは連大から目を離さないまま、スーラを手の平へ乗せる。


    　誰一人欠けても、連大を倒すことはできないのだと、僕は改めて気付く。


    「ジャマをするなぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


    　連大は執しつ拗ようにツグミを狙っていた。アリッサはツグミに向けて振るわれる拳こぶしを、必死な形相で弾き返し続ける。


    　もう体力に余裕がないのは明らかだった。肩で息をしながらアリッサは拳の届く範囲からツグミを逃がそうとしていたが、連大があまりに大きいため間合いから抜け出すことができないでいる。


    　ツグミが狙われる限り、アリッサは攻撃を受け止めなければならない。回避という選択肢が使えない以上、消耗は積み重なっていく。あと何なん合ごう凌しのげるのか、もはや分からない。


    「っ……陽名ちゃ──」


    　まだなのかと問いかけようとして、口を噤つぐむ。陽名ちゃんはまばたきもせず、一心に連大を〝視み〟ていた。


    「すみません……まだ、分からないのです。ツグミさんへの最初の一撃が、最も力を込めた攻撃だったみたいなのですよ。それ以後の攻撃動作からでは、力の源を辿たどることができていません……」


    　悔しそうに陽名ちゃんが僕に言う。


    「じゃあ、今の連大は全力を出していないってことなのか？」


    「いえ……恐らく、連大は力の使い方そのものが分かっていないのでしょう。最初の一撃は溜ために溜めた怒りを爆発させたので、偶然力を引き出してしまったのだと思うです。今の巨人は、ただがむしゃらに腕を振り回しているだけなのです」


    「そんな……だったらアリッサがいくら粘っても──」


    「はい。このままでは……難しいです」


    　陽ひ名なちゃんは苦々しい表情で頷うなずいた。だが……。


    「──要するに、さっき以上に連大を怒らせればいいんだね」


    　ずっと黙って連れん大だいとアリッサの戦いを見つめていた未み由ゆが、急に口を開く。


    「理屈としてはそうなりますが……」


    　陽名ちゃんは驚きつつも頷く。


    「だったら……私が行くよ。やっぱり連大に立ち向かうのは私の役目なんだと思う」


    「ちょ、ちょっと待ってくれ！　未由の魔術がなきゃ《魔狼フエンリル》は連大を傷つけられるほどの力を出せないんだぞ？」


    　何を言い出すのかと僕は慌てて未由を止める。


    「大丈夫、ちゃんと考えはある。私の力は、啓介くんに必ず届ける。だからお願い──行かせて」


    　未由は僕と目を合わせ、そう頼んだ。


    　自分の役割を理解している瞳ひとみ。己おのれのやるべきことを自覚している眼まな差ざし。


    　決して思いつきではない。未由は連大を倒すために必要なことを為なしに行くのだと僕は悟った。


    「……分かった」


    　僕は頷く。未由は僕を認めてくれた……なら僕も未由を認めなきゃいけない。ここで信じられないのならば、僕と未由の間にある絆きずなは嘘うそになる。


    「ありがとう、啓けい介すけくん。全部……決着をつけてくるよ」


    　未由は礼を言い、僕らから一歩離れた。


    「──炎鬣の軍馬フアルシオン！」


    　未由が《起動言語トリガー》を告げるのと同時に具現する赤い炎馬。纏まとう炎が周囲を明るく照らす。


    　この場所は連大の死角になっている上、今はアリッサとツグミに気を取られている。スーラが不可視化を施さなくても、すぐに見つかる心配はないだろう。


    　未由は素早く炎馬に飛び乗ると、燃え盛る鬣たてがみに手を触れる。炎馬が嘶いななき、空へと舞い上がった。


    　アリッサたちに攻撃を続ける連大はまだ未由に気付かない。未由は炎馬を駆って、連大の元へ向かう。炎馬は暗い空に赤い尾を引いて、連大の眼前を風のように通り過ぎた。


    　連大がぴたっと動きを止める。


    　ツグミのことさえ忘れたかのように、未由の方へ首を向けた。


    　未由は連大のすぐ目の前にあるビルの屋上へ降り立つと、炎馬を虚こ空くうに返す。そして真っ直すぐに連大を見上げた。


    「連れん大だい──そろそろ八つ当たりはやめたら？　すごく、見苦しいよ」


    「トモヅキ……ミユ」


    　連大がひび割れた声で呟つぶやく。


    「そう、私は本物の……友とも月づき未み由ゆ。あなたなら、分かるはず」


    「ああ……キサマはトモヅキミユだ。ワタシがコワしたくてタマらないのは、おマエだ」


    　体を軋きしませ、連大は未由の立つビルへと腕を伸ばした。


    「それは私が、朋とも月づき未み永えいに似ているから？」


    　しかし未由が発した問いを耳にして、連大は動きを止める。


    「な……に？」


    「ツグミさんとの話は、全部聞いてた。あなたは朋月未永が──好きだったんでしょう？」


    　未由は静かに、だがよく通る透き通った声で、連大の心を……暴き出した。
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    　淡く、不気味な緑の光が照らす街。最も人で賑にぎわっていたショッピングモールと駅ビルは瓦が礫れきと化し、大通りのアスファルトは砕けて、あちこちが陥没している。


    　そんな世界を──根の壁に覆おおわれた薄暗い仮かり初そめの夜を統すべるのは、樹木が人を模したかのような巨人。世界樹となるために、街の人間を取り込んだ暴君……八や朔さく連大。


    　私の両親を死に追いやった仇かたき。今の私を──友月未由という人間を人形に仕立て上げようとした黒幕。


    　私を少しずつ壊そうとした叔お父じは、もういない。さっき、あっけなく死んでしまった。


    　嬉うれしくも、悲しくもない。たぶん、今の私は叔父のことを大して憎んでいなかったのだろう。私は、本当の敵を知ったから。この怒りを誰に向けるべきなのか、既に気付いているから。


    　私は顔を上げる。薄うす闇やみで霞かすむ高みから私を見下ろす二つの虚うろを睨にらむ。高いビルの屋上に立っても、なお見上げるしかない巨大な姿を見つめる。


    　私が倒すべき敵はあいつだけ。樹木の巨人と化した八朔連大だけ。この胸を焦こがす怒りは、彼のためだけに存在する。


    　ここで決着をつける。過去から続く因縁を断ち切る。


    　だから私は全てを知るために連大へ訊たずねた。


    　私が朋月未永に似ているから壊したいのかと。朋月未永のことが好きだったのかと。


    　そんな私の質問に、連大が返したのは──嘲ちよう笑しようだった。


    「ハ……ハハハハハハハハハッ!!　スき、だと？　オロかしい……ワタシがあのカタにイダていたのは、そのようなアオクサいオモいではない!!」


    「じゃあ、どんな想いなの？」


    「ワタシにあるのはシハイヨクだけだ。ワタシはあのカタをクップクさせたかった。チカラずくでクみシいて、ワタシのモノにしたかった！　ワタシにシタガわせたかった！　ただそれだけだ！」


    　私は鼻で笑う。今度はこちらが嘲ちよう笑しようする番だった。


    「馬鹿だね。それが、好きってことだよ。相手の全てを支配したい。自分だけのものにしたい。恋をしたからそう思う。私は恋をしているから、知ってるの」


    「……くだらぬな。もしキサマがワタシとオナじオモいをモっているのなら、それこそコイなどではない。キサマもシハイヨクにトりツかれているだけだ」


    「そう──あなたは恋を認めないんだね」


    　私はようやく八や朔さく連れん大だいという人間を理解した気がした。


    「トウゼンだ。ニンゲンはシハイするか、シハイされるかでしかカンケイをイジできないイキモノなのだから」


    「……そんなふうにしか考えられないから、あなたは満たされなかったんだよ。そして私やお母さんを朋とも月づき未み永えいの代わりにしようなんて、無駄なことを考えた」


    　連大は言っていた。お母さんと菜な津つは〝あの方〟の代わりに自分を慰める代用品であればよかったと。今ならあの時の言葉の意味がよく分かる。連大は決して支配できない朋月未永の代わりに、私たちを人形にしようとしたのだ。


    　お母さんが意に沿わぬ結婚を強要されたのも、未永に似た顔が屈服する表情を見たかったがためかもしれない。その結婚相手というのが、灘なだ世せ叔お父じさまみたいな人物だった可能性もある。


    「ムダ……だと？」


    「意味がないって言ってるの。お母さんはあなたに従わず、お父さんと逃げた。だからあなたはお母さんが許せなかったんだよね？　でも、仮にお母さんを支配できていても、あなたは満足できなかったと思う」


    「ふん、ナニをイうかとオモえば……ワタシはサイショからキサマらでマンゾクできるとはオモっていなかった。ショセン、ダイヨウヒンなのだからな」


    「私の言いたいのは、そういうことじゃない。あなたはたとえ支配できなくても、朋月未永だけを追い求めるべきだった。けれど恋を理解できないあなたには、それが分からなかった。私はね、そんなあなたを──憐あわれんでいるのよ」


    　私はとびっきりの皮肉を込めて告げる。こんなにも大きな図体なのに、なんて小さい人間なのだろうかと見下してやる。


    「ワタシを……そのメでミるなぁぁぁぁぁっ!!」


    　案の定、私の言葉と表情は連大の逆げき鱗りんに触れたようだった。


    　もっと怒ればいい。私の怒りと釣り合うほどに。天使因子の位置を陽ひ名なさんに晒さらしてしまうほどに──。


    「あのカタとオナじメをするな！　どうして……キサマなのだ！　ナゼ、キサマがあのカタのコウケイシャにエラばれたのだっ！　ワタシはキサマをオモテのミエイとしてカイライにするつもりだった！　それだけだったはずなのにっ!!」


    「ああ……そういうこと。つまり私に真の当主の座を──朋とも月づき未み永えいを奪われて、あなたは悔しかったんだね。嫉しつ妬と、したんだ」


    　ざまあみろと笑って見せる。


    　連れん大だいは最初、私にお婆ばあ様の後を継がせるために行動していた。反対派だった世よ一いち伯お父じ様たちを《群れクラウド》に依頼して殺したのも、恐らく連大。


    　しかし私が朋月未永の血を与えられ、混血として覚醒したために事情が変わる。私は千年前から友とも月づき家を統すべる真の当主、朋月未永の後継者に選ばれた。代替わりする表の当主は所しよ詮せん傀かい儡らい。連大の方が立場は上。しかし私が朋月未永を継げば、連大は逆に支配されることになる。そんなことは許せなかったのだろう。


    　だから八や朔さく則のり秋あきと菜な津つをけしかけて、私を殺そうとした。それが失敗して、逆に連大は友月家を追われることになったのだ。嫉妬が身を滅ぼすとはこのこと。愉快で愉快で堪たまらない。


    「──ずいぶんとウレしそうだな、トモヅキミユ」


    「え……？」


    　さらに激高するかと思った連大が、意外なほど冷めた声を出したので私は驚く。


    「ワタシにイカりをムけられることが、そんなにココチイいか？　ワタシにニクまれることが、それほどウレしいか？」


    　連大は真っ暗な虚うろの目で私を見ている。突然、立場が逆転したように私は感じた。単純な力量についてではない。それなら私は連大の足元にも及ばないだろう。逆転したのは人間の大きさだ。私はさっきまで連大の小さな器を嘲あざけっていた。それなのに私は今……連大に見下されている。


    「私は──」


    　反論しようとするが、連大は私の言葉を掻かき消して叫んだ。


    「ヒテイすることはない！　ワタシにもワかるのだ！　イカりとニクしみをムけられることのカイカンが！　キサマはワタシをコロしかけたトキのことをオボえているか？」


    　それは恐らく、私が《嘆なげきし魔王》と混じり合った時のことだろう。あの時、私は啓けい介すけくんが連大に殺されたと思い込み、自我の境界を失ってしまった。


    「あのトキ、ワタシはキョウフした。だがドウジにヨロコんだ！　あのカタとオナじカオが、オナじヒトミが、ワタシだけをミつめていたのだから！」


    　連大はその時の歓喜を表現するかのように両手を広げる。


    「キサマもオナじだろう!?　ワタシにニクまれてウレしいはずだ！　ワタシのナカがキサマへのイカりでミたされていくことが、カイカンのはずだ。それはアイテのココロをシハイするにヒトしいことなのだから!!」


    「あなたの心なんて、私はいらない」


    　私は何とか、無理やり言葉を搾しぼり出す。


    「ウソをツくな。キサマのカオは、ヨロコびにアフれていた。キサマは、ワタシへのイカりでミちタりていた。だからツギは、ワタシをマンゾクさせてもらおう」


    　連れん大だいはバキバキと口の部分に当たる木の虚うろを真横に広げた。歪いびつな笑顔。


    「連大、いったい何を……」


    「キサマは、リョウシンがコウツウジコでシんだとオモっているな？」


    　ざわっと私の中を流れる血が騒ぐ。


    「あの事故を、あなたが仕組んだことなら知ってる」


    「そのトオり。しかしだ……キサマのハハは、すぐにシななかった。チチオヤはソクシだったが、ハハオヤはツブれたクルマのナカで……もがいていた」


    「お母さん、が……？」


    　熱く粘ついたものが胸の中で蠢うごめいた。


    「シュッケツはひどかったが、すぐにツウホウすればタスかったかもしれん。だから──ミマモらせてもらった」


    「なっ……」


    「とてもコウツウリョウのスクないドウロでな。ゆっくりカンサツすることができたよ。キサマのハハがシぬまでのヨウスをな」


    　壊れた車。車内で苦しむお母さん。その傍そばに立ち、ただじっとお母さんを眺めている連大の姿を想像した。


    「ああっ……ああああああああっ!!」


    　口から言葉にならない声が漏れる。


    「シぬまでのアイダ、カノジョはずっとコンガンしていたよ。ムスメにだけはテをダさないでくれと、タスけてくれと、ナンでもするからと……ヒッシに、ヒッシに、ワタシにタノんでいた。あのジカンはとてもココロがヤスらいだ。カノジョはサイゴのサイゴで、ワタシにフクジュウをチカったのだから!!」


    「あああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


    　抑えきれない怒りが叫びとなる。


    　ああ、これが全てだ。八や朔さく連大に向けるべき怒りの全てだ。


    「いいぞ、いいぞ、いいぞっ！　イカれイカれイカれ!!　そのニクしみをスベてワタシにムけろ！　ワタシへぶつけろ!!　ワタシはそれをスベてクらってやる!!　タタきツブしてやる!!　キサマのスベてをシハイして、ワタシはあのカタのモトへとムかうのだ!!　このウデをツキにまでトドかせるのだ!!」


    　連大はさらに大きく両手を広げて叫ぶ。


    　いいだろう、私の全てを見せてやろう。この怒りを見せつけてやろう。


    　体の内側を焼き焦こがす〝熱〟を今、この一瞬に出し尽くす。


    「奪うは幸福。眩まばゆき赤の満ちる底……痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王」


    　私は《姿の言葉シヤープワーズ》の詠唱を始める。


    「震え、のたうち、彼かの日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者」


    　だが定義された魔術では足りない。私の怒りを具現し切れない。


    　私は未定義魔術を比較的簡単に扱うことができた。あれはきっと私の怒りに応えてくれる魔術が定義されていなかったからなのだ。


    　だから創る。私は自分の怒りを全て知った。今なら私はこの怒りを定義できる!!


    「消えた面おも影かげ、失くした平穏。望んでも届かぬ、優しき温もり……」


    　お母さんとお父さんの笑った顔を思い出す。それが二度と見られなくなった喪失を思い出す。奪った者への怒りを刻み込む。


    「自由を奪う血ち塗まみれの手、己おのれを縛る支配の鎖……大熱の中に溶け消えろ!!」


    　私を縛りつけ、壊そうとした友とも月づき灘なだ世せ。私の人生を歪ゆがめ、弄もてあそんだ八や朔さく連れん大だい。彼らによって与えられた嘆きを、赤き焦しよう熱ねつへと転化する。


    　四節の《姿の言葉シヤープワーズ》が完成し、私は最後の《起動言語トリガー》を定めた。


    「──滅ぶ太陽ラストライト!!」


    　右手を天に掲げ、叫ぶ。


    　滅びに瀕ひんした恒星のような……今にも爆発してしまいそうな──赤く、昏くらい光球が、掌の上に具現した。それは小さな太陽。私の中でずっと、ずっと燃えていた怒りの炎。


    「クるがいいっ！　トモヅキ、ミユッ!!」


    　連大が私の怒りを求めている。私の全てを込めた一撃を、待ち受けている。


    「連大……これが、最後。これが私の──答えっ!!」


    　私の太陽が膨れ上がる。淡い緑の輝きなど押し退のけて、街を赤く染め上げる。夜を黄たそ昏がれが駆逐する。


    「やあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


    　直径十メートル以上にまで肥大化した赤き太陽を私は撃ち放った。


    　──連大にではない。私の……一番大切な人の元へと。


    「なにっ……!?」


    　わきの下をすり抜け、背後に飛んで行った太陽に、連大は呆ぼう然ぜんとする。恐らく、私が攻撃を外したのだと思ったのだろう。そんな彼に私は言う。


    「私の怒りは……私の全ては、あなたになんか渡さない」


    　これは復ふく讐しゆう。


    「憎しみも、嘆きも、全部、あなたにはあげない」


    　これは宣言。


    「私が想いを託すのは、一番大事な人にだけ」


    　これは決別。


    　さあ、連れん大だいにとって最も許しがたい一言を口にしよう。この言葉を聞けば、連大は怒るだろう。どうしようもないほどに私を憎むだろう。そして全ての力を持って私を殺しにくるはずだ。だからこそ、意味がある。


    　口元に笑みを浮かべて、告げる。


    「八や朔さく連大。残念だけど、あなたは眼中にないの」


    　私はとても、とても冷めた声こわ音ねで──八朔連大をフッてやった。


    



    
      ３

    


    



    　未み由ゆの声は、聞こえていた。未由の想いも〝支配〟の回路を通して伝わっていた。


    　僕は未由が赤い太陽を撃つと同時に右手を構え、叫ぶ。


    「由ゆ衣いっ！　《形式モード・天へ至る狼星シリウス》!!」
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    　右腕全体が青白い光に包まれて、狼の頭部を象かたどった。光は溢あふれ、肩口からほうき星の尾のように広がる。


    　青白く輝く狼頭を右腕に具現させ、僕は屋上の端に立つ。未み由ゆが全てを込めた赤い太陽は、真っ直すぐこちらへと飛んでくる。


    　ありがとう、未由。全部──受け止めるから。


    「だああああああああっ!!」


    　眼前に迫った太陽に青白い牙きばを突き立てる。


    　──どくん。


    　右腕が脈動し、未由の魔術が《魔狼フエンリル》へと吸収される。


    　凄すさまじい熱が流れ込んできた。これまでとは比較にならないほど熱い。これが未由の怒りなのだろう。熱に昇華させた未由の全てなのだろう。


    　青白かった狼頭が赤い色に染まって輝き始める。


    「──八や朔さく連れん大だい。残念だけど、あなたは眼中にないの」


    　未由の声が聞こえた。


    「ア、アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


    　怒号を発する連大。その全身が緑色の光に包まれた。


    「啓けい介すけさんっ！　〝視み〟えたです!!」


    　陽ひ名なちゃんが叫び、スーラが放つ光線で僕が狙ねらうべき場所を指し示した。


    　左胸のちょうど中心。


    　連大は両腕を振り上げて未由に叩たたきつけようとしている。


    　──やらせない!!


    　僕は溜ため込んだ熱の一部を肩口から解放する。


    　重力が消失した。僕の体は肩から噴き出した赤い粒子の勢いで空へ舞い上がる。


    　太陽を飲み込んだ狼頭は紅色に燃え上がり、僕を赤い流星へと変えた。


    　陽名ちゃんの光が指す一点に向けて、僕は空を裂く。


    　──到達は一瞬。


    　紅の牙が連大に激突する。


    　わずかな抵抗さえなく、未由の怒りを乗せた牙は連大の表皮を突き破った。砕けた表皮の向こうは真っ暗な空洞。どうやら連大の体は中が空っぽだったらしい。


    　連大の在あり方を示すような虚うつろな闇やみの中には、体を丸めた大勢の人々が浮いていた。その中で一つ、緑色に輝く何かが見える。


    　あれか！


    　表皮を貫いた勢いのままに僕はその光を目指して飛ぶ。


    　クるな、クるな、クるな、ワタシのココロにチカヅくな──！


    　連れん大だいの内側を満たす闇やみが僕に纏まとわりつく。耳みみ障ざわりな拒絶の叫びを上げる。己おのれの中心に届かせるものかと、僕を阻はばむ。


    「そんなもので……止められるか！」


    　肩口から噴出する光が勢いを増す。未み由ゆの赤い怒りが僕の体を押し上げる。


    「未由の怒りは……止められるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


    　闇を貫く。怒りの牙きばで切り裂く。


    　全てを受け止めた今なら分かる。未由の怒りがどれほど熱く、激しいか……未由の嘆きがどれほど深く、澱よどんでいるか。そんな感情を溜ため込んできた心が、どれほど強いのか──全部、理解できる。


    　頬ほおが熱い。僕は涙を流しているようだ。


    　悲しいわけじゃない。あまりに大きい未由の想いが溢あふれ出しているだけ。


    　これが未由の怒りだ。僕に託された未由の心だ！


    　緑の光が近づく。手が届きそうな場所に迫る。


    　それは──重なる二枚の羽根だった。恐らく連大と鈴りんちゃんの天使因子。二人分の異界の欠かけ片ら。


    　僕は狼の牙きばを大きく広げる。真っ赤に輝く狼頭が、暗い闇を押し流す。


    　これで、終わりだ。未由の復ふく讐しゆうも、嘆きも、怒りも、この一撃で全て終わる。


    「だああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


    　未由から受け取った全てを込めて、赤く燃える牙を振り下ろす。


    　緑の羽根は、天使因子。化け物になった連大の心臓であり、存在の核。そして──連大の心。


    　バギィィイィィィイィン!!


    　金属質な音を立てて、緑の羽根が噛かみ砕かれた。連大の心は……あまりに脆もろかった。


    　粘性を持っていた闇が緩む。抵抗が消える。浮いていた人々の姿が見えなくなる。


    　赤色の怒りを吐き出し尽くした右腕は青白い輝きに戻っていた。心地よい喪失感。数秒、何も考えられなくなる。


    　そのまま僕は連大の体を貫通して外に飛び出す。


    　眼下に広がる壊れた街並みを見て、僕は我われに返った。アリッサとツグミがこちらを見上げ、呆ぼう然ぜんとしていた。


    　僕は振り返る。自分が描いた軌跡を確かめる。


    　連大は動きを止めていた。左胸に小さな穴が開いている。あそこから僕は飛び出してきたのだろう。全身を包んでいた緑色の光も消え去り、完全に沈黙している。


    　陽名ちゃんのいるビルから連大の背中までは赤い軌跡が、連大の左胸から僕のいる場所までは青い軌跡が残っていた。


    　そして連大の拳こぶしが振り下ろされようとしていたビル──その屋上で未由が両手を広げている。真っ直すぐに僕を見つめている。


    　未み由ゆは、泣いていた。微ほほ笑えみながら、泣いていた。僕と同じように……頬ほおを濡らしていた。


    　僕はそんな未由の前に着地する。未由が僕を抱き締めた。そして胸の中で泣き続ける。


    　何な故ぜ、泣くのかと問う必要はない。僕は未由が失ったものを知っているから。


    　それは僕自身の中からも失われてしまったから。


    　あまりに大きく、激しい、燃えるような感情。もうその怒りは……どこにもない。


    　右腕の《形式モード・天へ至る狼星シリウス》を解除して、僕は未由の頭を撫なでた。


    「──ありがとう、啓けい介すけくん」


    　未由はしゃくりあげながら、小さな声で礼を言う。


    　僕は未由が泣きやむまで、その震える体を抱き締めていた──。
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     終章


    　未み由ゆが落ち着いた後、僕らは《炎鬣の軍馬フアルシオン》で陽ひ名なちゃんのところへ戻り、三人──いや、スーラを含めた四人で地上へ向かった。


    　大通りは連れん大だいが暴れまわったために、ひどい有様。アスファルトはひび割れ、陥没し、割れたガラスが散乱している。


    　動かなくなった連大の前ではアリッサとツグミが待っていた。どちらも満まん身しん創そう痍いだ。アリッサは剣に縋すがるようにして立っており、ツグミは変身を解といて地面に座り込んでいる。


    「──センパイ、やりましたね」


    　だが僕らが炎馬の背から降りるとツグミは立ち上がり、笑顔で僕らを迎えてくれた。全身血ち塗まみれだが、案外平気そうだ。


    「ああ、ツグミもよく頑張ったな。まあ……少し頑張りすぎだったけどさ」


    　僕はツグミの頭に手を乗せて苦笑する。連大を挑発し始めた時はヒヤヒヤした。


    「すみません。心配……かけてしまいました」


    　ツグミは僕の心情を読み取って謝る。


    　次に僕はアリッサへと近づく。アリッサは何とか倒れずにいるだけで、消耗はツグミより大きいようだった。


    「アリッサ、大丈夫か？」


    　声をかけると、アリッサは鈍い動作で顔を上げる。


    「何とか……ね。でも、ギリギリよ」


    　息を切らしながら答えるアリッサ。


    「ツグミを守ってくれて……ありがとな」


    「うん……だって約束したから。あの約束は、今のあたしとケースケにある、唯一の繋つながりだったから……守るしか、ないじゃない」


    　アリッサはぎこちなく笑う。


    「アリッサ……」


    「あのね、ケースケ。正直、今回は本当にもうダメかもしれないって思ったの。そしたら……やっぱり、あたし──」


    　何かを言いかけたアリッサだったが、躊躇ためらうように言葉を切る。その顔は、アリッサがビルの屋上で〝僕に望んではいけないこと〟を言いかけたときの表情を思い出させた。


    　僕はアリッサが口を開くのを待つ。だが沈黙は長引いた。


    「啓けい介すけくん、ちょっと……いい？　連大のことなんだけど──」


    　話が終わったと思ったのか、未由が僕を呼ぶ。未由は動かなくなった連大を指差していた。何か気になることがあるのかもしれない。


    「アリッサ──話の続きは後で聞くよ」


    　僕はアリッサにそう言って、未由の元へ向かう。


    「あ……」


    　背後から、とてもか細い呟つぶやきが聞こえた。後ろ髪を引かれる思いだったが、連れん大だいが絡むなら急を要する事態になるかもしれないと、振り返ることはしなかった。


    　未み由ゆは僕が傍そばに来ると、不安そうな表情を浮かべる。


    「ねえ、啓けい介すけくん。私たち……連大を倒したんだよね？　なのにどうして、皆は元に戻らないのかな……」


    　連大は腕を振り下ろした姿勢で停止している。枝葉のないその姿は死んだ巨木のよう。


    　僕は未由の前に進み出て、動かない連大を観察する。僕が開けた左胸の穴も塞ふさがる様子はなく、活動を停止しているとしか思えない。


    「倒したのは、間違いない」


    　僕は断言し、未由を振り返った。皆の視線が僕に集まる。未由の向こうで、アリッサも僕をじっと見つめていた。


    「僕はこの手で、連大の天使因子を砕いたんだから」


    　僕は自分の右腕に触れながら言う。


    「それならどうして……」


    「──たぶん、まだこの街が異界だからだよ」


    　未由の疑問に返事をしたのは、陽ひ名なちゃんの肩に座ったスーラだった。


    「え？　どういうことですか？」


    「レンダイによって引き起こされた変化は、異界の法によって維持されている。だからこの街を普通の空間に戻さないと、元通りにはならないんじゃないかな……」


    　スーラは残念そうに言う。


    「要するに……エノクが持つ、最後の天使因子を壊さなきゃダメなのか」


    　肩を落として僕は呟く。冬ふゆ上がみたちをすぐに解放してやれないのが悔しかった。


    「啓介くん、大丈夫だよ。あと一息なんだから」


    　未由が僕の左手を握って微ほほ笑えむ。


    「そう……だな。あと、一息か」


    　それで全てが取り戻せる。日常が──戻ってくるのだ。


    「うん、だから頑張ろう？　私はもう、啓介くんと一いつ心しん同どう体たいなんだから」


    「い、一心同体……？」


    「だって、私の全部を啓介くんに渡したんだもん。啓介くんが受け止めてくれたのは、汚いもの醜いものを含めた私の心そのもの。もう私は、啓介くんに隠すものなんて何もないの。今ならきっと、言いたいことを何でも言えるよ」


    　未由は僕を上うわ目め遣づかいで見上げ、はにかむ。


    「──大好きだよ、啓介くん」


    　柔らかな唇くちびるが触れる。僕の唇と重なる。


    「未み由ゆ……」


    　想いが流れ込む。未由の顔しか見えなくなる。


    　未由は僕と視線を絡ませたまま、ゆっくりと唇を離し──そのまま、崩れ落ちた。


    「え？」


    　何が起こったのか、分からなかった。


    　倒れた未由の向こうにアリッサが見えた。剣を振り下ろした格好で硬直するアリッサと目が合った。


    　空気が硬化する。重く体に圧のしかかる。三歩進めば手が届く距離なのに、アリッサがひどく遠い。


    「なん……で？」


    　それはアリッサの呟つぶやき。震える声。


    　信じられないといった表情でアリッサは自分の右腕を見つめる。蔦つたの絡みついた大剣を凝視する。


    　風の絶えた街、崩れたビル、瓦が礫れきの転がる路面、ひび割れたアスファルトの上に倒れ伏す未由、大剣を手にしたアリッサ……。


    　アリッサが──斬ったのだ。未由を、斬ったのだ。


    　目の前の光景は、その事実をただ残酷に示していた。


    「アリッ、サ……？」


    　掠かすれた声で大切な人の名前を呼ぶ。大切な人を斬り捨てた少女の名前を呼ぶ。するとアリッサはびくんっと体を震わせて、顔を歪ゆがめた。


    「ち、違うっ！　手が……右手が勝手に動いて──」


    「嘘うそはよくないなあ、アリッサ」


    　アリッサの弁明を、男の声が遮さえぎる。


    　ビルとビルの隙間──暗い裏路地から、血に濡ぬれた法衣を纏まとう少年が現れた。


    「エノク……あんたがっ！」


    　アリッサが少年──エノク＝ケテルを睨にらみつける。


    「おいおい、オレのせいにしないでくれ。オレはちょっと背中を押しただけさ。今、その剣はキミの支配下だ。キミの意思に背そむく干渉はできない。自分でも分かっているだろう？　キミは願ったんだよ。彼女を消してしまいたいと」


    　澱よどんだ緑色の瞳ひとみでエノクは倒れている未由を眺める。未由は、動かない。ぴくりとも動かない。僕も動けない。何もかもが信じられなくて動けない。


    「あたし、が……？」


    　──ピシッと何かがひび割れる音が響いた。


    「ああ、そうだ。彼女を斬ったのはキミの意思だ。キミはオレに逆らえたのに、逆らわなかった」


    「ち……ちが……」


    　バキ、ビキバキ──。


    　砕けていくのはアリッサの剣だった。刀身に巻きついた蔦つたが緑色に輝き始める。


    「さて、彼女はどうなるだろうな。《天使王ミトロン》の剣で両断された《鵺キメラ》は確か……灰になったと聞いたが」


    「そ、そんなっ──」


    「アリッサ、分かるか？　キミは〝啓けい介すけの大切なもの〟をその手で奪ってしまったんだよ」


    「──────っ!?」


    　アリッサが僕を見る。揺れる瞳ひとみで、壊れてしまいそうな表情で僕を見つめる。


    　何か言わなければならない。けれど僕の中に生じた大きな空漠が、思考することを許さない。考えれば、僕自身が壊れる。それが分かっていた。


    　そんな僕の姿を見て、アリッサの顔から表情が消える。


    　──バキンッ!!


    　アリッサの剣が、折れた。砕けた刀身は金色の光へと変わり、緑色の蔦に絡め取られる。


    　その瞬間、木の蔦は爆発的に膨ふくれ上がりアリッサの体を飲み込んだ。蔦全体が緑の光を発して溶け合い、太い幹へと変わる。輝きはさらに強まり、光の奔ほん流りゆうが押し寄せる。


    　眩まぶしい。


    　瓦が礫れきの街が輝きの中へと溶け消える。目の前で倒れている未由の輪郭も分からなくなる。


    　何も、見えなくなる。


    　けれど最後に見たアリッサの顔が網膜に焼きついて離れない。


    　僕は知っている。あの表情を知っている。


    　あれは……あれは──エノクと同じ顔。


    　深い深い、絶望に染まった顔だった。

  



  
     あとがき


    



    　寒かん中ちゆうお見舞い申し上げます。ツカサです。


    　十巻では「残暑お見舞い申し上げます」と書いたので、何となくこんな挨あい拶さつから始めてみました。一月なので「あけましておめでとうございます」にしようか迷ったのですが、五巻で一度使っているので見送った次第です。


    　というか、本当に寒いです。私は既すでに風か邪ぜを引きました。皆様も体調にはお気をつけください。コタツで寝たり、夜よ更ふかしをしてはいけません。


    　風邪を引くと体力が落ちるのが嫌ですね。治ってはいるのですが、体を動かすとすぐに疲れてしまいます。ゲームみたいに体力が全快するアイテムが欲しいです。


    　それにしても、十一巻ですか……。十巻が十月に出て、十一巻が一月。何か狙ってる感じがしますが、別に狙ってません。偶然です。十二巻発売は二月じゃないです。十二月でもないと思います。早すぎず、遅すぎず、これまでの平均的な間隔で次巻はお届けできる予定です。


    　そして、その十二巻でＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴはとうとうクライマックスを迎えます。


    　今巻では色々とありましたが、その行く先を見届けていただきたいです。これまでの全てが、積み重ねた物語が、この一冊のためだけにあった──そんな巻にできればと思っています。


    　ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴは啓介たちの物語です。キャラクターが勝手に動くという表現はよく聞きますが、まさにそんな感じです。私の考えていたあらすじなど、簡単に超えていってしまいます。


    　ですから啓介たちを信じて、次巻を待っていただければと思います。


    　ちなみに十二巻の後も、短編集、長編、番外編……どんな形になるかはまだ分かりませんが、「ＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴシリーズ」の本を出させていただけそうな雰囲気です。さらに新作の予定もあるのでご期待ください。


    　さて、これで言わなければならないことは全部言ってしまいました。


    　それでは人物紹介や巻末付録にこれまで載のっていない、誰もが忘れている超ちよう脇わき役やくキャラクター紹介でもしましょうか。シリーズを振り返る感じにもなりますし。


    　まず一人目は二巻で登場した国くに田だ原わら。


    　たぶん名前があるキャラクターの中では一番影が薄いと思います。


    　古文の先生で、それ以上でもそれ以下でもありません。名前は何となくこんな名前の先生いた気がするなーと思って付けました。


    　美み傘かさ市の隣街である水みな櫛ぐしに住んでいることが五巻で明かされています。


    　二人目は四巻で名前だけ出てきた一かず哉や。


    　影が薄いどころか、影すらないキャラクターです。未み由ゆの伯父・友とも月づき世よ一いちと友月静しず江えの息子で、彼らが次期当主に推していました。もし記憶に留めている方がいたら、いい意味で変態です。


    　続いて三人目は大おお戸ど都みやこさん。


    　鈴りん、ツグミのいる教会兼児童養護施設のシスターです。六巻に登場しましたが、その後啓けい介すけたちと直接関わってはいません。院長であるエノクがふらふらして仕事をしないので、実質的に彼女が施設を取り仕切っています。


    　四人目と五人目は、啓介の従兄姉いとこである近こん桐どう瞬しゆんと近桐椿つばき。


    　一哉と同様に名前だけの登場です。彼らは既すでに家を出て一人暮らしをしているので、帰省した啓介たちと出会うことはありませんでした。


    　近桐家で啓介が使っているのは瞬の部屋です。椿の部屋はアリッサと未み由ゆが使いました。


    　啓介にとって瞬は兄のような存在。椿は母親の茜あかねに似て優しく、お節せつ介かいな性格です。


    　さらに六人目。啓介のクラスメイトである大おお原はら。


    　九巻で登場し、光る葉の実在を主張した男子生徒です。何となくこんな奴もいたなー的な存在。


    　そして七人目は、同じくクラスメイトの左さ庭にわさん。


    　学級委員の真ま面じ目めな女生徒です。九巻口絵に薄っすら描かれている三つ編みメガネの女子が彼女なのではないかと勝手に妄想しています。


    　……とりあえずこんなところでしょうか。作品を遡さかのぼって調べてみましたが、意外と名前ありのキャラクターは少なかったです。ちなみに以前、巻末付録の魔術師ファイルに記載された《鳶カイト》、《鴎ガル》、《鷺ヘレン》は除外しました。誰？と思った方は五巻を見るといいかもしれません。


    　では、そろそろ謝しや辞じを。


    　近この衛え乙おと嗣つぐさん。いつの間にか三年を超えるお付き合いとなりました。近衛さんのイラストがあったからこそ、ここまで進んでこられたのだと思います。まさにＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴの推進力です。これからもよろしくお願いします。


    　担当のＭさん。常に本気で考え、真剣に助言をしてくれるＭさんのパワーは、作品だけでなく僕自身にも「熱」を与えてくれます。


    　一巻を書いたときの勢いと情熱をずっと忘れずにいられたのは、Ｍさんのおかげだと思います。ありがとうございます。


    　今、この文章を読んでくれている読者さま。こうしてＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴを書き続けていられるのは、皆様のおかげです。本当に、本当に、感謝です。


    　それでは、また。
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